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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　はじめに




　世界はすでに変貌している。

　そう言われたら、あなたは信じるだろうか。

　昨日と同じ今日、今日と同じ明日が続くはずのこの世界。

　なんでもない日常の裏に、とある恐るべきウィルスがはびこっているなどと。

　レネゲイドと呼ばれるソレは人に超能力を与え、その代償として理性を奪い、ついには化け物へと変える。元に戻るすべはなく、彼らはいつ来るかわからぬ終わりに身を震わせる。

　今から語るのは人にも化け物にもなりきれぬ、そんな裏切り者ダブルクロスの物語だ──。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手にとっていただきありがとう。

　この本はテーブルトークＲＰＧ、『ダブルクロス The 3rd Edition』を使ったリプレイだ。

　テーブルトークＲＰＧ、ダブルクロス、リプレイと並べたが、もしかするとあなたにとってはどれも耳慣れない言葉かも知れない。そこで少々説明を挟もう。

　テープルトーク・ロールプレイングゲーム、略してＴＲＰＧはアナログゲームの一種だ。アナログゲームとはトランプや双六のような「電源無しで遊ぶゲーム」のことだ。

　参加者はゲームマスター（ＧＭ）と呼ばれるホスト役のもと、プレイヤーとして各員ひとりのキャラクターを作る。そしてＧＭの用意したシナリオに、作ったキャラクターを動かして参加するのだ。

『ダブルクロス The 3rd Edition』はそのＴＲＰＧのひとつ。現代を舞台とし、見た目は我々の住む世界と同じ。だがその裏側ではレネゲイドというウィルスによって超能力を得たものたちが暗躍する、いわゆる超能力もののゲームだ。

　そしてリプレイとはＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物にしたもの。これを読めばＴＲＰＧを知らない人たちにもそのプレイ風景と雰囲気が伝わると思う。




　その他、基本となる用語をココで説明しておこう。




・セッション：ＴＲＰＧにおける一回のゲームプレイ。

・ＧＭ：ゲームマスターの略。セッションの運営や、物語の進行を司る。

・プレイヤー：ＧＭ以外の参加者。ＰＣ（左参照）を作り、それを用いて物語に参加する。

・ＰＣ：プレイヤーキャラクターの略。物語のメインとなる登場人物。プレイヤーひとりにつき、ＰＣひとりを作る。

・ＮＰＣ：ノンプレイヤーキャラクターの略。ＰＣ以外の登場人物全般。ＧＭが担当する。

・シナリオ：ＧＭが用意する、そのセッションのストーリー。あくまで原型で有り、ＰＣの反応などは書いていない。状況や事件、ＮＰＣたちの行動その他が書かれている。

・ダイス：サイコロのこと。ダブルクロスでは十面体ダイスを複数使用する。

・レネゲイド：人間に超能力を与えるウィルス。だがその代償として人間から理性を失わせる。レネゲイド関連の情報は基本的に隠匿されている。

・オーヴァード：レネゲイドに侵され、超能力を得た人間のこと。

・ジャーム：オーヴァードの中でも、レネゲイドによって完全に理性を失ってしまった存在。まともなコミュニケーションは取れない。

・ＵＧＮ：ユニバーサルガーディアンズネットワークの略。混乱を防ぐため、レネゲイドの情報を世界に隠匿している組織。またレネゲイド関連のトラブルに全世界的に対応している。

・ＦＨ：ファルスハーツの略。レネゲイドを使ったテロ行為を行なう謎の組織。ＵＧＮと敵対している。

・侵蝕率：そのキャラクターがどの程度レネゲイドに侵されているかを表す数値。[image: ]％を超えることもある。

・ロイス：そのキャラクターにとってもっとも重要な人間関係を指す用語。
















　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰り返し時を刻み、変わらないように見えた。

　だが、世界はすでに変貌していた──。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　風が吹きすさぶ中、戦いの決着は付こうとしていた。

　にらみ合って立つはふたつの人影。片や忌々しげに歯がみする黒スーツの男、それを冷徹に見据えるのはまだ十代とおぼしき少女。

　どこか狼を彷彿とさせる少女だった。

　不揃いに切られた髪はたてがみを思わせる。肌に張り付くようなボディスーツの下に見えるしなやかかつ強靱な肢体、日焼けした肌は野性という言葉がよく似合う。全身に纏う静かな緊張感、瞳の奥に潜む刃のような殺気と覚悟は、戦いを生業にしている証拠だ。

　名を強羅瑠璃という。

「──投降しろ、すでに勝ち目はない」

　感情を込めず、ただ事実を突きつける瑠璃。対して男は怒りに顔を歪ませる。

「なめるな、小娘がッ！」

　叫びと共に男から雷光が放たれる。だが襲いかかる雷を前に、少女はぽつりとつぶやいた。

「……ラハブ」

「承知しました、ルリ」

　エコーのかかった声と共に瑠璃の指輪から現れたのは炎の魔人というにふさわしい異形。魔人はその身から炎を噴き上げ、迫る雷光を一蹴する。

　同時に瑠璃は地を蹴った。少女の肢体がわずかに輝き、その身は銀狼に変じる。狼は男に驚く暇も与えず、そのまま大地にたたきつけた。

　うめくように男は言う。

「何者だ、貴様……！」

「強羅瑠璃。ナイトフォール所属のＵＧＮエージェントだ」

「ナイトフォールだと!?　ば、馬鹿な。あの部隊は二年前に消滅したはず……！」

「いいや、ナイトフォールは生きている」

　変身を解き、瑠璃は言い放つ。

「自分が──最後のひとりだ」

　それは決意と覚悟の言葉。あの時に決めた忘れ得ぬ誓い。

　かくて、物語の開始は二年前へとさかのぼる──。










　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Prologue◆昼から夜へ




　某ぼう月げつ某ぼう日じつ。夏の日差しの主しゆ張ちようがそろそろ激はげしくなってくるころ。

　秋葉原駅近くの喫きつ茶さ店てんにそのふたりの姿はあった。




矢野俊策やの・しゆんさく（以下、矢野）：加納くん、まずはデイズ収しゆう録ろくお疲つかれさまだ。よくがんばったなあ。

加納正顕かのう・まさあき（以下、加納）：うす、ありがとうございます。




　切り出したのは自分、矢野俊策。その対面で頭をかくのはひとりの青年。

　常つねに笑顔を絶たやさず、口を開けば七割わりがネタ会話。そんな彼の名前は加納正顕。好こう評ひよう発売中のリプレイ『ダブルクロス・リプレイ・デイズ』の執しつ筆ぴつ者しやである。

　今日はそのデイズ一巻かん目の収録翌よく日じつなのだ。




加納：正直……、めっちゃ緊きん張ちようしました。

矢野：あの岡本信彦おかもと・のぶひこさん相手だ。緊張もするさ。ほら、今日はおごりだ。

加納：ゴチになります。しかも岡本さんのキャラクターがアレでしたからね……。想定外れまくって、内心ひやひやしてましたよ。

矢野：〝若わか君ぎみ〟はなあ。俺おれもビックリした（笑）。




　デイズでは声せい優ゆう・岡本信彦さんが参戦。その分身たるＰＣは鷺さぎ乃宮みやキョウという、超ちよう大おお金がね持もちの高校生。その様はまさしく──〝バカ殿との様さま〟であった。

　気になる方はデイズ第一巻『若君覚かく醒せい』をお読みいただきたい。




矢野：で、わざわざ収録翌日に来てもらった理由はわかる？

加納：もちろん。次のシリーズ、ナイツシリーズの件けんですよね。




　今回のリプレイ企き画かくは前ぜん述じゆつのデイズと、自分の書くナイツ。ふたつのリプレイを同時に進行させ、一部をリンクさせようという企画だ。なのだが──。




矢野：あ、ナイツ最初のセッションさ。加納くん来なくていいから。

加納：ちょおおおおお、ど、どういうことですか矢野さん！　俺をのけ者にするんですか！

矢野：ま、待て！　落ち着け！　お茶、お茶がこぼれる！　説明はする！　するから！

加納：ふーっ、ふーっ。

矢野：理由はあるんだって。……まずナイツのコンセプトは〝世界を護まもるエージェントもの〟にしたんだよ。ほら、デイズが〝日にち常じようを護る高校生〟の話でしょ？　対にしたくて。

加納：エージェントものというと……『００７』みたいな感じですか？

矢野：そう。依い頼らいを受けて、世界各地へ飛んで、現げん地ちの人と交流しながら問題を解かい決けつしていくパターンね。これに『攻こう殻かく機き動どう隊たい』っぽい〝特殊チーム〟もの要よう素そを混まぜようと思う。

加納：おお。つまり──。

矢野：そう、ＰＣはＵＧＮの特殊部隊に所しよ属ぞくする。百万規き模ぼのエージェントを擁ようするＵＧＮの中でも、選りすぐりの腕うで利ききだけを集めたスペシャルチームだ。

加納：おおおお！　カッコイイですね！

矢野：だろ？　そして目玉は若林直美わかばやし・なおみさんと田中天たなか・たかしのコンビだ！




　若林直美さんは『THE IDOLM@STER』などで活かつ躍やく中の声優さんだ。どこまでも役にはまりきるその力は『ダブルクロス・リプレイ・デザイア』で存ぞん分ぶんに発はつ揮きされた。

　そして私わたしの親友にして腐くされ縁えん、田中天はご存ぞんじの方も多いだろう。『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』の著ちよ者しやにして、〝面おも白しろい言葉を延えん々えんと吐はき出だし続ける〟怪かい人じんである。




矢野：あのふたりはすっごいシンクロするんだ。一緒にセッションした時なんか、同時に同じ歌を歌い出したりね。

加納：な、なんですかそれ。生き別れの姉弟とかですか（笑）。

矢野：俺もわからん（笑）。……で、本題だが。

加納：は、はい。

矢野：第０話では物語の始まり、つまり過か去この話をやろうと思ってるんだよ。で、加納くんのＰＣは〝チームの新人〟枠わくで考えてたんで、一話目からの方がいいかなって。

加納：あー、なるほど……。それなら納なつ得とくです。しかしいきなり過去話ですか。

矢野：そう。若わか天てんコンビも、ただ「コンビでござい」と登場したんじゃ面白くないと思ってさ。ちょっとした仕し掛かけを考えたんだよ。

加納：仕掛け、ですか……？




　眉まゆをひそめる加納くんに、自分は自信たっぷりに言った。

「天には──第０話のボスをやってもらう」







◆Preplay◆セッション開始！




　そして二週間後。ナイツ第０話を収録すべく、某ぼう所しよに四人の男女が集まっていた。




矢野（以下、ＧＭ）：これよりナイツ第０話収録を始めます！　よろしくお願いしまーす。

全員：よろしくお願いしまーす！




　集まったのは私、若林さん、天、そして爽さわやかかつ渋しぶい笑えみの男だん性せい──稲葉義明いなば・よしあきさんである。稲葉さんは『トーキョーＮ◎ＶＡ』（エンターブレイン刊かん）などで活躍中のライターだ。その重じゆう厚こうな文章と、かっこいい大人をプレイすることには定てい評ひようがある。




若林直美（以下、若林）：ひゃっほい！　ひゃっほい！　新しいリプレイひゃっほい！

ＧＭ：なんですか、唐とう突とつに（笑）。

若林：またリプレイに参加できる喜びを吹ふき込こんでいるのですひゃっほい！

田中天（以下、天）：む、負けるか！　うおおおおおおおおおおおお！　久ひさしぶりのダブルクロスどああああああああああああああああああああ！

ＧＭ：お前はうるさいわ！（笑）

稲葉義明（以下、稲葉）：いや、叫さけばないにしてもふたりの気持ちはわかる。今回の設せつ定ていはかっこいい。ホントにかっこいい。俺もだいぶ妄もう想そう膨ふくらんだ。

若林：あたしもたくさん文章送りつけました！




　今回は参加者全員にざっとした前まえ情じよう報ほうを送っていた。本来ならば当日集まってから説明をするのだが、キャライメージを先に膨らませてもらいたかったのだ。




ＧＭ：ありがとうございます。ではトレーラーを読んでから改めて説明しましょう。

全員：はーい。




　その日少女は夢ゆめを叶かなえた。

　かつて自分を救った人たちと肩を並ならべ。かつての自分を救う側へと。

　ＵＧＮ特殊チーム〝ナイトフォール〟。

　遺い産さん──レネゲイドの宿る強力なるアイテムを破は壊かい・封ふう印いんする一いつ騎き当とう千せんの強者たち。

　その日は少女の初はつ出しゆつ撃げきだった。頼たよりになる隊長、クセのある先せん輩ぱいたち。

　彼らと挑いどむは砂さ漠ばくに建たつ炎ほのおの神しん殿でん。厳きびしい任務だ。だが乗のり越こえられる。

　彼女はそう信じていた。ただ、純じゆん粋すいに──。




　これは二年前の物語。深く暗い夜へと続く、始まりの物語。




『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ』第０話

「Night Fall Down」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




ＧＭ：という感じです。０話は過去の話、二年前ってことでよろしくお願いしますー。

稲葉：二年か！　結けつ構こう前だな。

ＧＭ：０話を下した敷じきにキャラクターを変化させる隙すき間まを作って欲しいので、二年なんですよ。

若林：あのー、ちょっとまだ遺い産さんってのがよくわからないんですけど……。

ＧＭ：はいはい。遺産は簡かん単たんに言うと超ちよう強きよう力りよくなマジックアイテムみたいなものですな。それひとつで台風を作れるとか、街を地球の裏うら側がわにすっ飛ばせるとか、そのくらいの。

若林：マジックアイテム……って、やっぱりレネゲイドなんですよね？

ＧＭ：そうです。レネゲイドは人間を侵しん蝕しよくするものですが、物品も侵蝕するんですよ。その中でも力がずば抜ぬけているもの。かつ、出自が明らかでないものが遺産です。

稲葉：出自？

ＧＭ：誰だれが作ったのか、いつからあるかが確かく定ていしてないものですね。遺産次第では神話や伝説になぞらえて呼よばれたりします。もしかしたら伝説の品そのものかもしれないですが。

天：雷かみなりを操あやつるミョルニルや、光で敵てきを焼やき尽つくすブリューナクがあるかもってことですな。

若林：なるほどー。そんな遺産に対たい処しよするのがナイトフォールですか。

ＧＭ：そうです。そんな代しろ物ものなので、扱あつかいを間ま違ちがえれば一国が滅ほろぶようなことになりかねません。なのでＵＧＮは選りすぐりのエージェントを募つのって専せん門もんのチームを作ったわけです。……ということでハンドアウトを読みますね。




●若林直美用ハンドアウト

ロイス：カルディナ・サレス　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：憧しよう憬けい／ネガティブ：不安

カヴァー／ワークス：指定なし／ＵＧＮエージェント

　キミはＵＧＮの特とく殊しゆチーム、ナイトフォールの新人だ。過去、キミはこのチームの隊長であるカルディナ・サレスに助けられ、それ以来このチームに入ろうと努力を続けてきた。

　向かうは中東の砂さ漠ばくにある遺い跡せき、「スレイマンの壺つぼ」。なんでも遺跡が暴ぼう走そうし、このままでは周囲に大きな被害が出るのだという。なんとかしなければ。




ＧＭ：というわけで若林さん用のハンドアウトです。ナイトフォールの新人ですね。

若林：隊長さんに助けられたんですね。どんな人なんですか？

ＧＭ：四十九歳、ヒスパニック系けいのかっこいいおばちゃんです。気っぷの良さと、鋭するどい観察力を兼かね備そなえたしっかりものですよ。ハスキーボイスで「いいかい、アタシの指し示じに従したがってしっかりやんな！」と言ったりします。能のう力りよくはハヌマーンによる支し援えんです。

若林：おおお、予想より渋い人だった……。了りよう解かいです！　あ、助けられたシーンとか、こっちで決めちゃっていいですか！　ちょっとやりたいことがむくむくと湧わいてきたんですが！

ＧＭ：いきなりですか！（笑）それじゃあ後でちょっと相談させてください。

若林：わっかりました！

天：……このナイトフォールってやっぱりみんな、超ちよう異い常じよう特殊戦せん闘とう民族なの？

稲葉：なんだよ、その単語（笑）。

ＧＭ：そうだよ。

稲葉：肯こう定ていなのかよ！（笑）

ＧＭ：超異常なんたらなのかどうかはワカリマセンが（笑）。一騎当千の強者たちであることは間ま違ちがいないですよ。ちなみに全員設定してあります。これです（打ち出しを配る）。




　読者の方は次のテキストをご覧らんください。
















若林：すごい、本当に全員設定してある！　……あ、あたしこの鳴なる神かみさんがいい！　面白い先輩になってくれそう！　キュマイラキャラ考えてたし！

天：こーの〝泣き虫〟イワノフはいいな。本名はがっつりごつくしようぜ。イワン・イワノフイワノビッチみたいな（笑）。

稲葉：人間関係まで設定してあるのか。細かいな（笑）。

ＧＭ：作っているウチに盛もり上あがっちゃって、こうなりました（笑）。




●稲葉義明用ハンドアウト

ロイス：カルディナ・サレス　　　推奨感情　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：劣れつ等とう感かん

カヴァー／ワークス：指定なし／ＵＧＮエージェント

　キミは昔むかし、カルディナ・サレスと肩を並べて戦っていたことのある人物だ。

　その彼女と、キミは久しぶりに現げん場ばで顔を合わせることになる。中東の砂漠にある「スレイマンの壺つぼ」。かの遺跡の暴走を鎮しずめるためにキミもかり出されたのだ。

　久しぶりに出会ったカルディナはキミの顔を見るなりこう言った。「ちょっと頼たのみたいことがあるんだ。受けてくれるね？」




ＧＭ：稲葉さんには、「カルディナ隊長と昔なじみ」という設定を差し上げます。

稲葉：了解了解。どんな関係なのかを考えるとするか。

若林：はー、稲葉さんはベテランって感じですねー。

ＧＭ：ですね。若林さんが新人なので、その対照になるイメージです。

稲葉：でもナイトフォールの先輩ってわけじゃないんだな。そのあたりも加味して動こう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけでハンドアウトは以上です。

若林：あれ？　まだ二枚まいしか配ってないですよ？　天さんの分は？

天：ふっふっふ、実は俺の分のハンドアウトは無いのです。なぜなら──。

ＧＭ：今日の天はＰＣではなく、サブＧＭなのです！　具体的には今回のボス！

若林・稲葉：えええええええええええええええええええええっ!?

天：はっはっは！　というわけでデータもボス用のデータを作ってきました！　なるぜー、いい気になるぜー。どこまでもなっちゃうぜー！

ＧＭ：天キャラは特とく殊しゆな設せつ定ていなので、こういう仕掛けなんです。……ビックリしました？

若林：しましたしました！　そっかー、今日はプレイヤーふたりで天さんがボスかー。

稲葉：……でも、考えてみれば有利なんじゃないか？

天：──え？

稲葉：ほら、天くんはダブルクロスだとダイス目悪いから。矢野くんより有利だろ。

天：いや、稲葉さん、あの、それは……。

若林：あ、そうなんですか!?　やったー！　安心だ！（笑）

天：ち、違ちがいますー！　今まではたまたまですー！　俺だってやるときはやるんですー！

ＧＭ：はっはっは、その辺は後で存分に見せてもらおう（笑）。そして今回のキャラ作成にはコレを使っていただきます（紙かみ束たばを取り出す）。

稲葉：おおっ!?　これは？

ＧＭ：『ユニバーサルガーディアン』掲けい載さいの新データ、〝エンブレム〟でございます！

若林：お──────！　新データ！　新データ！　どんなデータなんですか!?

ＧＭ：このエンブレムはその名の通り、自分を表す証あかしです。

若林：証？

ＧＭ：エージェントと一口に言っても、戦せん闘とう部隊、情じよう報ほう処しよ理り、潜せん入にゆう任にん務むなど、多種多様です。エンブレムはそこをさらに詳くわしく「自分がどんな経けい歴れきであるか」を表すデータになってます。

稲葉：部隊章のイメージなのかな。

ＧＭ：そんな感じです。他にも「世界で十二本しかない剣けんの持ち主」とか、「ＵＧＮの幹かん部ぶである」とか、そういう表ひよう現げんも可能になりました。

若林：なるほどー！　わっかりました！　このエンブレムも選びます！




　そんなこんなでキャラクターを作成し始める若林さんと稲葉さん。今回はエンブレムを導どう入にゆうする意味もあり、初期に加えて20点の経けい験けん点てんボーナスを与あたえての作成となった。

　ほどなくして、ふたりのキャラクターが完成した。




▼強羅瑠璃

「あたし──いや、〝自分〟はナイトフォール新人の強羅瑠璃です！　未み熟じゆく者ものですがよろしくお願いしまっす！　よーし、がんばるぞ！」




若林：名前は強羅瑠璃！　この０話では十五歳さいです！　希望にあふれた女の子です！

天：ご、強羅……。強そうな名字ですね。

若林（以下、瑠璃）：とにかく強そうなものを必死で探さがしました（笑）。

稲葉：おお、特殊チームにしては明るい子が出てきたな。

瑠璃：はい！　カルディナ隊長は自分に目もく標ひようをくれた人ですから！　まあ、０話次第で二年後どんな風になってるかわからないんですけどね（笑）。

天：矢野のシナリオはきっついですからねえ……（笑）。

ＧＭ：余よ計けいなことを言うな（笑）。ところで一いち人にん称しようは〝自分〟なんですか？

瑠璃：そうです！　でも弱ると〝あたし〟になります。

稲葉：そのあたりだけ少し軍人っぽいな（笑）。

瑠璃：慣なれようと思ってるんです（笑）。カルディナ隊長には以前に力が暴ぼう走そうした時に助けられたことにしたいです。キュマイラピュアブリードなので「自分は人間なのだろうか」って悩なやんでたところに、「アンタみたいのはたくさんいるよ」って。

天：アイデンティティを認みとめてくれたのか。そこは衝しよう撃げきでしょうねえ。

瑠璃：そうそう。特に能のう力りよくで狼おおかみに変身するので、余計に人間かどうか悩んでたんです。エンブレムは〝エフィシエントワーク〟を選びました！　本番に力を発揮するタイプです。

天：（ＧＭに）ところで、ナイトフォールの面々は瑠璃のことをいじめてるの？

ＧＭ：なんでそうなるんだよ！（笑）

天：ほらスナイパー姉妹とかがさ。「若わかいからっていい気にならないでちょうだい！　この女め狐ぎつね！　アニモー！　アニモー！」とか言って。

ＧＭ：なんだよアニモーって！（笑）

瑠璃：自分、狼です！（笑）

ＧＭ：反はん論ろんそこじゃない！（笑）そんなちゃちいイジメはしないよ！　瑠璃に「こんな風にすれば、あなたはもっと綺き麗れいになれるわよ」って言ったりするくらい可愛かわいがってるよ！

瑠璃：おお……、ちょっとうれしい……！

ＧＭ：家族的雰ふん囲い気きがあるイメージなんです、ナイトフォール。

瑠璃：それから初期ロイスで他の設定も作りました。ひとつは父親に。義ぎ理りの両親で、自分もそれを知っています。商しよう社しや勤づとめでいつも海外を飛び回ってるので、自分はひとり暮ぐらし。

ＧＭ：義理かー。後々伏ふく線せんで使えそうだなあ。

瑠璃：後は後こう輩はいの細川弦太郎ほそかわ・げんたろうくん。道場の後輩で、よく気のつく線の細い子です。

天：名が体たいを表しすぎている（笑）。

稲葉：しかし道場？

瑠璃：ＵＧＮに入る前から身体からだは鍛きたえてたんですよ。自分をコントロールするために。だから道場かなと。ほら、道場の後輩だと学校違ちがっても交流できるじゃないですか。

稲葉：なるほど、確たしかにな。

ＧＭ：おー、道場か。じゃあよければデイズの自分のキャラ……藤堂斗月が道場の跡あと取とりなので、そこに通っていることにしませんか？　軽いリンクということで。

瑠璃：おおっ！　面白いですね！　それで！




▼ハウント

「ハウント、階級は少しよう佐さだ。……この仮か面めんが気になるか？　フッ、余計な詮せん索さくはしない方がいい。この藪やぶから出てくるものは蛇へびではなく悪あく霊りようだからな」




稲葉：コードネームはハウント。ＵＧＮでは少佐を与あたえられている。──仮面の軍人だ。

瑠璃：仮面!?

稲葉（以下、ハウント）：正体を隠かくしているわけだ。無む論ろん、それには理由がある。……私は〝金きん獅じ子し騎き士し団だん〟の中ちゆう核かくを成す家に生まれた。かの騎士団は大航海時代に端たんを発する、遺産を集め、管理する秘密結社だ。

瑠璃：遺い産さんを──管理!?　というか秘密結社!?

ハウント：かの時代、遺産を収しゆう集しゆうし、それを利用して莫ばく大だいな利り益えきを得ていたものがいたのだ。だが当時の最高権けん力りよく者しやたるローマ法王にとってすれば、遺産など異い端たん中の異端。だから遺産で利益を得るものたちは寄より集あつまり、結社を作った。それが金獅子騎士団だ。

天：ハプスブルクとローゼンクロイツァーが一いつ緒しよになったような組そ織しきですか。

ハウント：そんなイメージだ。だが騎士団にも時代の変化が訪おとずれる。──ＦＨの台頭だ。

瑠璃：おお……。

ハウント：レネゲイドを使い台頭してきたＦＨに対し、騎士団はスタンスの決定を迫せまられる。彼らと協力して新たな利益を得るか。それとも今まで通り歴史の裏うらに潜ひそんでいるか。

ＧＭ：ハウントのスタンスは……？

ハウント：私は保ほ守しゆ派は。つまり非ひ協きよう力りよく側がわだった。だが……金獅子騎士団はＦＨと協力する道を選せん択たくする。つまり私は敗北したのだ。

天：なるほど、それで仮面で正体を。

ハウント：その通り。死んだことにして逃にげ、私はＵＧＮと接せつ触しよくした。古くからの誇ほこりを捨すて、ねじ曲がった金獅子騎士団に復ふく讐しゆうをするために。

瑠璃：復讐者なんですね……。

天：しかし五〇〇年続いた悪の秘密結社か。燃もえる……！

ハウント：キャンペーンの前情報を聞いて、思わず作ってしまった。年ねん齢れいは三十二歳さい。能のう力りよくは──〝人に取とり憑ついて支し配はいする〟こと。悪あく霊りようが取り憑くので〝ハウント〟だ。

瑠璃：と、取り憑く!?

ハウント：私の能力は実家にあった遺産、天国の門ヘヴンズドアーに由来する。かの門をくぐったものは悪霊に取り憑かれ、異い能のうを得ると言われている。もっとも九割は死ぬが。

ＧＭ：なるほど、オーヴァードになるわけですか。

ハウント：今風に言えばそうなるな。そして私は悪霊を操あやつる眼めを得た。ひと睨にらみすれば悪霊が取り憑き、支配する。私自身を操らせることも可能だ。……データとしてはノイマンとオルクスのクロスブリード。支し援えん、妨ぼう害がいが主な役やく割わりだな。エンブレムは〝リマインドソウル〟。復讐を果たすまで、必ず生きるという覚悟がある。

瑠璃：おお……。

ハウント：知るものは少ないが、本名はシーザー・キャラハン。イギリスの貴き族ぞくでもあり、軍人でもあった。貴族的な上から目線だが、能力のあるものは認みとめる。ＵＧＮでは遺産のスペシャリストとして行動している。ナイトフォールとはその関連で繫つながりがある想定だ。

天：しかし稲葉さん、そのキャラ本当は悪役じゃないですか！　負けたからＵＧＮにいるけど、ハウントが勝っても歴史を裏うらから操る黒くろ幕まくがひとり誕たん生じようするだけだ（笑）。

ハウント：はっはっは、ホントのことをいうな（笑）。

瑠璃：否ひ定ていしないの!?（笑）




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では好対照なふたりが出てきたところで、セッションに移りましょう。ではここからＧＭ口調に変えつつ。……では、よろしくー。

全員：お願いしまーす。





トレーラー　その日のセッションの予告となる文章。最初に読み上げ、イメージを共有する。

ハプスブルク　中世から二十世紀初頭まで、強大な権力を持ち続けた貴族の家系。

ローゼンクロイツァー　別名薔薇十字団。中世に存在したと言われる秘密結社。錬金術や魔術に秀でていた
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◆Opening01◆ナイトフォール

Scene Player ─── 瑠璃




　蒼そう空くうと黄こう砂さの間をヘリが飛ぶ。漆しつ黒こくの胴どう体たいに刻きざまれしは、白く欠かけた有あり明あけ月づき。

　対たい遺い産さん用部隊ナイトフォール。ＵＧＮの切きり札ふだたちが、今日も世界を救わんと空を駆かける。




ＧＭ：最初のシーンは瑠る璃りのオープニング。侵しん蝕しよく率りつを上げよう。

瑠璃：はーい。……ん、８％上じよう昇しよう。いきなり上がったー。

ＧＭ：ではシーンはナイトフォール専せん用ようヘリの中。今すでに現場に移い動どう中というところ。もちろんチームメイトも、瑠璃も共に席に着いている。

瑠璃：ヘリの中カッコイイ！　自分は初はつ出しゆつ撃げきなのにニコニコしながらシートに座すわってます！
















ＧＭ：じゃあ〝クロームハンド〟ことイワノフが言う。「瑠璃ちゃん、楽しそうだねえ」

瑠璃：あ、ばれました？　気を抜ぬいているわけじゃないんですが、やっぱりうれしくて。

ＧＭ：「スゴイねえ。ボクなんか、いっつも出撃の時は怖こわいのにさぁ」と巨きよ体たいを縮ちぢめて。

天：じゃあ感知役のソムが呆あきれたように「いつもながら気の小さい男だ」と。

ＧＭ：すると鳴神が「イワーン、お前もちったあ瑠璃を見習えや。初出撃で笑いがこみ上げてくるなんて大物じゃねえか」と、シートからだらしなく脚あしを伸のばしながら答える。

天：「あたしは緊きん張ちようしたなあ。お姉ちゃんがいなかったらどうなってたか」

ＧＭ：ディフェンダーのガブリエラか。じゃあ姉のミカエラが「私もよ。あなたがもっと緊張していたから、逆ぎやくにしっかりできただけ。……瑠璃は本当に強いわね」と言う。

瑠璃：緊張はしてるんですよ！　……それよりもうれしさが勝っちゃってるだけなんです。

ＧＭ：「そいつを大物ってえんだよ」と鳴神が言い、全員でどっと笑う。

瑠璃：えへへ……。

ハウント：特殊部隊とは思えない仲の良さだな。軍隊らしいところは微み塵じんもない。

瑠璃：でもすっごい居い心地ごこちいいです。いいなあ、こういうチーム。

ＧＭ：と、そこにカルディナが入ってくる。「アンタら！　なあに騒さわいでるんだい！　ぼさっとしてないでブリーフィング始めるよ！」

天：その一言で全員が一いつ瞬しゆんにしてプロの顔になるわけだな。

瑠璃：おお……！　自分もあわてて顔を引ひき締しめよう。キリッ。

ＧＭ：そうするとシートに備そなえ付つけられたモニターが点てん灯とうして地図が映うつる。現げん在ざい位置はアラビア半島、砂さ漠ばくの一角。人が住んでいる場所から五十キロほどの場所。「今からアタシたちが向かうのは通つう称しよう〝スレイマンの壺つぼ〟と呼ばれる遺い跡せきだ」とカルディナ。

瑠璃：スレイマンの壺……。

ＧＭ：「よーく聞きな。この遺跡はずっとＵＧＮが監かん視ししていた。だが一週間前から内部から異い常じよう活かつ性せいされたレネゲイドが観かん測そくされるようになった。──このまま活性化が続けば、この砂漠全体がレネゲイドに汚お染せんされるほどのヤツだ」

瑠璃：人が住んでいる場所までレネゲイドに汚染されるんですね。

ＧＭ：「それだけじゃない。さらに厄やつ介かいなことに、この遺跡には多数のレネゲイドビーイングが封印されていると言われている。伝説によれば、その数七十二」

ハウント：スレイマン──つまりソロモンで七十二と言えば……。

天：「ソロモン王が従したがえし七十二の悪あく魔ま、でしょうな」……とソムあたりが言ったことに。

ＧＭ：はいよ。「そう、こいつらが解放される。というわけでアタシたちの目もく標ひようはこの遺跡の異常を解決することだ。幸いにして方法はわかっている」と、モニターが切きり替かわって古ぼけた指ゆび輪わが映うつる。鉄と真しん鍮ちゆうが絡からみあったソレは──。

ハウント：ソロモンの指輪か。

ＧＭ：その通り。「〝スレイマンの壺〟は遺産・ソロモンの指輪によって封ふう印いんされている。アタシたちはその不具合を直しに行くってわけだ」

瑠璃：直すって……どうやってですか？

ＧＭ：「秘密道具を使うんだよ」と、笑う隊長。「直すのはアタシがやる、安心しな」

ハウント：そうだな。ミカエラあたりが聞くだろう。「異常の原げん因いんは判はん明めいしていますか？」

ＧＭ：「残念ながら分かっていないね。そしてそれを調べる時間もなさそうだ」

ハウント：なるほど、緊きん急きゆう事じ態たいなんだな。

ＧＭ：その通り。「他の面子めんつはアタシの護ご衛えいが第一目的になる。……それから瑠璃！」

瑠璃：な、なんでしょう！

ＧＭ：（にやりと笑って）「初出撃、しっかりやんなよ。キメるかどうかはアンタ次第だ」

瑠璃：──は、はい！

ＧＭ：と、そんないたずらっぽいカルディナ隊長の顔を見ると、瑠璃の思考は過去へと戻もどっていく。それは初めてカルディナに会った時──。

瑠璃：お、回想ですか！

ＧＭ：うん、ここできちんとやっておこうと思って。アイデアがあるんだっけ？

瑠璃：ありますよお。……まず、シーンは夜、山の中。暴走している自分を鳴神先輩が押おさえ込こんでいるところから始まります。

ＧＭ：お、おお、鳴神も出ているのか。じゃあ「ふう、手こずらせやがったな」と狼おおかみ形けい態たいの瑠璃を異い形ぎよう化かした両りよう腕うでで押さえ込んでいる。

瑠璃：この時の自分は完全に暴ぼう走そうしているんですよ。ＦＨがとある遺跡を狙ねらって、それに自分が共鳴しちゃって。人間許ゆるすまじ、みたいになってる。

天：人間許すまじ!?（笑）

ＧＭ：でも遺跡の影えい響きようを受けてってのは素す晴ばらしい、使おう（笑）。

瑠璃：で、うなるだけの自分に、カルディナさんから声をかけて欲しいんですよ。

ＧＭ：あーなるほど。ではカルディナが片かた膝ひざをついて瑠璃の顔をくっと上げる。

天：（鳴神になりつつ）「おい姐あねさん、あぶねえぞ」

ＧＭ：「黙だまってな」と、カルディナは瑠璃の瞳ひとみをのぞき込む。「ふん、まだ人間だね」

瑠璃：その言葉にちょっと驚おどろいて目の前の女性を見ます。

ＧＭ：「さて、どうしたい？　このまんま獣けもので終わるのも、人に戻もどるのもアンタ次第だよ」

瑠璃：あた、しは……。

ハウント：この頃ころはまだ一人称〝あたし〟なんだな。

瑠璃：力が抜ぬけて変へん異いが解とけます。あたしは……獣になりたくない、です。でも──。

ＧＭ：「でも？」

瑠璃：あたし、暴走するに任まかせてひどいことをしました。だから、もう……。




　遺跡から流ながれ込む炎ほのおのような憤ふん怒ぬを、瑠璃は一切の躊ちゆう躇ちよ無く周囲に叩たたきつけていた。

　牙きばは血に濡ぬれ、爪つめには建材の破は片へん。そして脳裏には惨劇の記憶──。




瑠璃：もう、あたしは、人間には戻もどれない……。

ＧＭ：カルディナは瑠璃の頭に手を置く。「やっちまったものは取り戻せない。暴走していたとはいえ、アンタは罪つみを犯おかした。……でもね、それが理由で人間をやめる道理はないよ」

瑠璃：え？

ＧＭ：「よくお聞き。アンタの暴走──いや、その獣じゆう化か能のう力りよくはとあるウィルスが原因だ」

瑠璃：ウィルス……？　これが？

ＧＭ：「そうさ。アタシも同じものに侵しん蝕しよくされている。アンタを押さえたその男もね」

瑠璃：思わず後ろを振ふり向むくと──。

天：鳴神が牙きばをむき出すように笑う。

ＧＭ：「アタシたちはアンタと同じだ。そして、この力を人の役に立てようと努力している。……アンタの暴走から人を護まもったりね」

瑠璃：え──!?

ＧＭ：「アンタの暴走、死人は出てないよ。ウチの連中が食い止めた」

瑠璃：そう、なんですか。よかった……！

ＧＭ：「いいかい、もう一度聞くよ。獣のままでいるかい？　それとも人間に戻るかい？」

瑠璃：あた、しは……。

ＧＭ：「うん」

瑠璃：人に……戻りたいです……。

ＧＭ：「よぉし、いい子だ」

瑠璃：あ、あの！　あたしも、この力を誰だれかの役に立てられますか？

ＧＭ：「もちろん。アンタには見所がある。なにせウチの人間が手こずったほどだ」

瑠璃：──！

ＧＭ：「アンタが力を制せい御ぎよできるようになれば、一いつ緒しよに戦うこともあるかもしれないね」

瑠璃：はい！

ＧＭ：「おっと、聞き忘わすれた。──アンタ、名前は？」

瑠璃：る、瑠璃です。強羅、瑠璃……。

ＧＭ：「アタシはカルディナ・サレスだ。よろしく、瑠璃」




　遺跡へと向かうヘリで瑠璃は始まりの時を思い出す。

　あの時から始まった夢ゆめをついにかなえるときが来たのだ。

　大きな希望と、小さな不安を胸むねに、少女は軽く拳こぶしを握にぎった。





レネゲイドビーイング　レネゲイドそのものに自我が宿った生命体。得てして人間よりも強力な力を振るう。









◆Opening02◆悪あく霊りよう憑つきの異い名みようを持つ男

Scene Player ─── ハウント




　全周囲どこまでも広がる砂の海。熱と砂が支配するその世界に、平然とした顔で男はいた。

　一いち分ぶの隙すきもなく着こなした軍服、冷気を纏まとった雰ふん囲い気きもさることながら、彼を彩いろどるのはその顔の半ば以上を覆おおう奇き妙みような仮か面めん。

　ハウント──悪霊憑きの異名を持つ男の姿だ。




ＧＭ：では次のシーン。登場するのはハウント。

ハウント：侵しん蝕しよく率りつを上げて……と。シーンはどういうところから始まる？

ＧＭ：すでに〝スレイマンの壺つぼ〟にいるところから。遺跡の先行調ちよう査さや、遺跡そのものを他た組そ織しきから守ったりする役目にハウントもかり出されている。

ハウント：なるほど、ナイトフォール出しゆつ撃げき前にもそう言った戦いがあるわけか。ふむ、ならば私は警けい備び隊たいのアドバイザーとして来ている形だな。遺い産さんに関するスペシャリストとして。

ＧＭ：了りよう解かい。では情じよう景けい描びよう写しやを挟はさもう。──カメラに映るのは砂さ漠ばくの真ん中。砂ばかりの風景にひとつ、石いし造づくりの穴あなが空あいている。ゆるやかに地下に続く遺跡、〝スレイマンの壺〟。

瑠璃：地下遺跡なんだ……。

ＧＭ：うん。で、その周りにいくつもテントが。これがＵＧＮの陣じん地ち。テントの周りは鉄てつ条じよう網もうを敷しいてあったり、見み張はり台だいが作られていたりする。ちなみに現地政せい府ふの許きよ可か済ずみ。

ハウント：それは当然だな。

ＧＭ：そしてハウントはその一番大きなテントの中にいる。向かいあっているのは警けい備び隊たいの指し揮き官かん。机つくえの上にはやたら書かき込こみが多い地図が広がっていたり。
















ハウント：ＵＧＮの指揮官がしかめっ面つらで言うわけだな。「この状じよう況きようでいいのかね、ハウント少佐」。するとこう答える。……さあ、私にもわかりかねますな。

ＧＭ：なるほど（笑）。では指揮官は「少佐は専せん門もん家かじゃないのかね？」と続ける。

ハウント：遺産はひとつひとつ特とく性せいが異ことなるものなのですよ。現げん段だん階かいでは調査不足。もっとも──二、三人ほどいただければ今すぐにでも調査をしてきますが、貴方あなたは許可をくださらないでしょう。……これは部下を私が乗っ取って使つかい捨すてにするという意味だが（笑）。

瑠璃：わ、悪い人だ！（笑）

ＧＭ：指揮官は歯をギリギリ鳴らして、「悪霊にくれてやる命などあるものか……！」。

ハウント：フッ、だとすれば貴方の仕事はこの現場を封ふう鎖さして、ＦＨから遺跡を護まもることだけだ。……なに、じきにナイトフォールが来ます。彼らなら、状況を打だ破はできるでしょう。

ＧＭ：と、ハウントが言ったところでヘリが到とう着ちやくする感じかな。

ハウント：来たか、カルディナ・サレス。……さて、どうなるか。

天：くっ、さっきからかっこいいな！　悪役っぽいけど！（笑）

ハウント：そういうところを目指している（笑）。

ＧＭ：ではヘリが着いたので瑠璃も登場で。

瑠璃：はい、わかりました！　……侵蝕率２点じょーしょー。

ＧＭ：ヘリからは軍人離ばなれした連中がぞろぞろと降おりてくる。そして最後に瑠璃が。

瑠璃：自分はヘリから降りる前に胸に手を当てて深しん呼こ吸きゆうを繰くり返し、鳴神先せん輩ぱいあたりに「おい、行くぞ！」って言われてワタワタしたりします。素人しろうと丸出しみたいな。

ハウント：見ない顔だな、といぶかしげに見ていよう。

ＧＭ：ではカルディナが先に声をかけよう。「ハウント！　久ひさしぶりだね」

ハウント：瞬しゆん時じに敬けい礼れいをする。……お久しぶりです、カルディナ隊長。

ＧＭ：「変わらないね」と硬い態たい度どに苦く笑しようする。でもすぐに顔を引ひき締しめて「状況は？」。

ハウント：悪いですね。非ひ常じように悪い。……で、いいのかな？

ＧＭ：うん、ハウントの知ち識しきをもってしてもソロモンの指ゆび輪わ暴ぼう走そうの原因はわからない。外部から何かされた形けい跡せきはなく、ただ唐とう突とつに暴走が開始している。

ハウント：了解。ではカルディナ隊長に。……指輪の暴走は、内部に入らねば止められない。判明しているのは以上です。残念ながらこちらの指揮官は私の意見を聞いてくれなかった。

ＧＭ：「アンタは言うこともやることも過か激げきだからね。誰だれだって部下はかわいいもんだよ」

瑠璃：……なんか、大人のやりとりをしてるなあ……。

ＧＭ：そうしていると、カルディナが「瑠璃！」と呼よぶよ。

瑠璃：は、はひ！

ＧＭ：「紹しよう介かいしておこう。これがウチの新人だ」

瑠璃：ご、強羅瑠璃、キュマイラピュアです！　よ、よろしくお願いしまっす！

天：ガッチガチだ（笑）。

瑠璃：もう頭のてっぺんから声が出てる感じで（笑）。

ＧＭ：後ろの方で仲間たちが笑うやら、呆あきれるやら（笑）。

ハウント：私は敬礼だけして言う。……若いな。

瑠璃：じゅ、十五歳さいっす！

ハウント：ふむ……。カルディナ隊長の人選だ。とやかくは言わないが──、このような作戦に投入するにはいささか経験が足りないのでは？

瑠璃：う……！

ＧＭ：「くっくっく。これでも、昔むかしウチの鳴神を苦戦させたことがあるんだがねえ」

ハウント：それは…………将しよう来らいは有望ですな。

瑠璃：イヤなヤツだ……！　この人、ヤなヤツだ！（笑）

天：漏れてる！　内心漏れてる！（笑）

ＧＭ：「言うねえ、ハウント。今回瑠璃を連れてきたことには意味があるんだよ」

ハウント：ほう？

瑠璃：え……？

ＧＭ：「ま、それは後で話そうかね」とその時、盲もう目もくのソムがやってくる。緊きん張ちようした面おも持もちだ。「隊長、まずいことになった。……〝遺産破は壊かい者しや〟だ。ヤツがいる」

瑠璃：破壊、者？

ＧＭ：ハウントは知ってていいかな。ＵＧＮにもＦＨにも所しよ属ぞくせず、単たん騎きで世界各地の遺産を破壊して回っている東洋人がいるんだ。それが通つう称しよう〝遺産破壊者〟。

ハウント：なるほど。それは騎き士し団だんにいたころから知っていそうだ。

ＧＭ：破壊すると被ひ害がいが出るようなものも壊こわすので、ＵＧＮでは危き険けん人物としてマークしている。──名前は東雲しののめ。コートに眼鏡めがねの推すい定てい二十代半ば。戦う時は背せ中なかに日にち輪りんの紋もん章しようが現あらわれるのが特とく徴ちよう。言うまでもないけれど、飛とび抜ぬけた強さを持っている。

天：ほーう、なかなかに派は手でなヤツだ。

瑠璃：ナイトフォールにとっても厄やつ介かいな人なんですね。

ＧＭ：破壊以外の目的が不明だからね。唐突に現あらわれ、破壊するとさっさと帰っていっちゃう。

ハウント：ほとんど災さい害がいだな。

ＧＭ：そんなイメージ。で、カルディナが途と端たんに苦にがい顔になる。「ソロモンの指輪は封印の要かなめだ。破壊されれば大だい災さい害がいを引き起こす」

ハウント：面めん倒どうなことになりましたな。

ＧＭ：「ああ、ヤツより早く指輪にたどり着かないとならないね」

天：そこでイワノフあたりが、「イヤだなあ、ボク苦手なんだよアイツ」と。

瑠璃：鳴神先輩が「はっ、ケリを付けるいい機会じゃねえか！」と鼻息荒あらく。

ハウント：スナイパー姉妹が、「どっちにしても気をつけなきゃね……」とうなずいたり。

ＧＭ：そしてカルディナが言う。「ハウント！　アンタ、腕うでは鈍にぶっちゃいないだろうね」

ハウント：ええ。いつでも実戦に出られるほどには。

ＧＭ：「〝遺産破壊者〟が出てきたとなれば話は別だ。アンタにも出で張ばってもらうよ。……瑠璃のフォローを頼たのむ」

瑠璃：えええええええええっ!?

ハウント：上官の言うことには逆さからえませんな。……やれやれ隊長も意地が悪い。

瑠璃：カッチーン！

ＧＭ：「瑠璃、アンタは今日一日ハウントとコンビだ。いいね？」

瑠璃：わ、わかりました！　（ハウントに）少佐！　フォロー、よろしくお願いします！

ハウント：こちらこそ、だ。あの鳴神を苦く戦せんさせたという実力に期待する。

瑠璃：ううう、嫌いやみに聞こえる……。

ＧＭ：「よし、じゃあ早速突とつ入にゆうするよ！」とカルディナが言ったところでシーンを終わろう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、ここでＰＣ間ロイスを取ろうか。無事顔も合わせたし。

ハウント：ナイトフォールが仲のよい部隊なので、あえてイヤなヤツでいってみた（笑）。

瑠璃：すっごい助かります！　いろいろと関係を転がせそうな予感（笑）。というわけで、最初はイヤなヤツとして見てます。隊長の手前、表に出さないように努力はしてます。

天：完かん璧ぺきに漏もれてた気もするが（笑）。

瑠璃：だから努力なの！（笑）ええとポジティブが有ゆう為い、ネガティブが隔かく意い。表になっているのは隔意。もう絶ぜつ対たい打うち解とけない、と思っている。

ハウント：こちらは素人しろうとだと思っている。ネガティブは──嫌いや気けかな。対象に疎うとましさやうっとうしさを感じた。そりが合わないなど。

瑠璃：あー、そりが合わない（うなずく）。

ハウント：ポジティブは…………懐かい旧きゆうにするか。あの素人然としたものも、どこか懐なつかしい。

天：おお、ちょっと意外だ。

ＧＭ：なるほどなあ。これは面白い。……では次のシーンに。







◆Opening03◆炎ほのおの魔ま人じん

Master Scene




　そこはまさに地じ獄ごくの釜かまの底だった。業ごう火かがうなり、鉄が焼け、石が溶とける。

　中央にたたずむは、この地獄にふさわしい異形。──すなわち、炎の魔人。




ＧＭ：次のシーンはマスターシーン。というか、天のオープニングかな（笑）。

瑠璃：おお!?　天さんはナイトフォールのＮＰＣをやるために来たんじゃないんですか!?

天：いやいやいや、ボスだって言ったじゃないですか！（笑）

ＧＭ：んではシーンを。映るのは〝スレイマンの壺〟の最深部。見あげるほどに広いドーム状の空間に、ごうごうと炎が渦うず巻まいている。そんな空間。

天：中心にいるのは炎が直ちよく接せつ人型を取った、四、五メートルはあろうかという魔人。

瑠璃：イフリート……みたいな？

天：その通り、俺のキャラクターは炎の魔人、イフリートなのです。

瑠璃：おおおおおおおおおお！　イフリート！

天（以下、イフリート）：ワタシはゆっくりと目を覚ます。そして即そく座ざに侵しん入にゆう者しやを察知。

ハウント：我われ々われのことだな。

イフリート：ひとつため息をついてパチリと指を鳴らす。虚こ空くうから現れる馬ば乳にゆう酒しゆの杯さかずき。一息に飲のみ干ほし、つぶやく。「酒を飲め。それこそ永えい遠えんの生命だ。または青春の唯ゆい一いつの印だ」

瑠璃：？

イフリート：ふっ、決めてしまいましたね……（笑）。

ＧＭ：おおい！　なんだよその演えん出しゆつは！（笑）

イフリート：四行詩を詠んで悦えつにいっているんですが。

瑠璃：うわ、ダメな生き物だ！（笑）

イフリート：だって侵入者と言っても面めん倒どうなだけで。ふぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ハウント：寝ねる気か（笑）。

ＧＭ：いかん、話を進めよう（笑）。ええと、侵入者を感知して目覚めたキミだが、もうひとつ気が付くことがある。──ソロモンの指輪による封ふう印いんが解とけかけている。

イフリート：ほう!?

ＧＭ：封印が壊こわれればキミは自由の身だ。あと半日もすれば封印は完全に壊れるだろう。

イフリート：おお、これは久ひさ方かたぶりに喜ぶべきことかもしれません。ふむ、どうするか。

ＧＭ：と、そこに声がかかる。この遺跡を管理している思念だ。

イフリート：「イフリートや……。イフリートや……」みたいな？

ＧＭ：なんでオカンっぽいの（笑）。違ちがうよ、もっと無む味み乾かん燥そうなシステムボイスだよ。「ソロモンの指輪を守しゆ護ごせし番人、イフリート」

イフリート：何か用ですかな、我わが束そく縛ばくよ。

ＧＭ：「新たな試練に立ち向かうものたちが現あらわれた。契けい約やくに基もとづき、試練となるべし」

瑠璃：試練？　契約？

ＧＭ：「汝なんじを三度打ちのめしたものの、願いを三度叶かなえるべし」

瑠璃：ええと……三回イフリートを倒たおすと、願いを三つ叶えてくれる？

ハウント：なるほど、所謂いわゆるランプの魔人なんだな。

イフリート：その通り。ただしランプではなく、指輪の魔人ですがね。……了解です、我が束縛。何度となく聞いたその言葉、もはや言われるまでもない。

ＧＭ：「契約に基づき、試練となるべし」

イフリート：しかし此こ度たびも試練には打ち勝てますまい。この数百年で三人しか突とつ破ぱできていないのです。アラジン、イブン・ハルドゥーン、そしてアラビアのロレンス。

ハウント：そうそうたる面子めんつだな。

イフリート：昔むかしから試練に打ち勝ってきた者の願いを叶えてきたのです。その時に人間の文化を知り、酒や四行詩を気に入っているという設定です。

ハウント：なるほど。相変わらず細かいところまで作つくり込こむな、天くんは（笑）。

ＧＭ：システムはイフリートにこう答えるだけだね。「契約に基づき、試練となるべし」

イフリート：（肩かたをすくめる）偉い大だいなる神の御み名なのもと、契約は忠ちゆう実じつに実行いたしましょう。……ところでソロモンの指輪に異状が発生しているようですが？

ＧＭ：「…………」システムは答えない。

イフリート：沈ちん黙もくは肯こう定ていですね。実に喜ばしい（満面の笑み）。

ＧＭ：「炎を従えしイフリートよ。契約によって試練となるべし」

イフリート：ええ、ワタシはその言葉に逆さからう術すべをもっていません。では──契約を果たしてきましょう。最後の契約を、ね。ふっふっふ。




　百年ぶりの笑えみをこぼしながら、炎の魔人は試練の場へと赴おもむく。

　誰もいなくなった空間に再ふたたび声が響ひびく。

「契約に基づき、試練となるべし。──ってな。期待してるぜ、炎の魔人よ」

　その声は先さき程ほどまでの無味乾燥なものではなく、たっぷりと悪意が含ふくまれていた。





イブン・ハルドゥーン　中世イスラム世界を代表する学者。

アラビアのロレンス　イギリスの軍人兼考古学者。オスマン帝国に抗うアラブ人を支援した。












　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆地じ獄ごくの釜かま

Scene Player ─── 瑠る璃り




　肺はいを焼く熱気に、瑠璃は顔をしかめた。

　スレイマンの壺つぼ──通つう称しよう地獄の釜。そのあだ名は伊達だてではない。

　だがしかめっ面つらをしているのは瑠璃のみ。ナイトフォールの面めん々めんは平然としていた。




ＧＭ：では遺い跡せきに突とつ入にゆうしたところから。いきなりだけど衝しよう動どう判はん定ていを。目もく標ひよう値ちは９。

瑠璃：えぇっ!?

ＧＭ：遺跡は尋じん常じようじゃなく暑あつい。しかも熱気が体内のレネゲイドを刺し激げきする、奇き妙みような暑さだ。

瑠璃：うえええええ、むずむずするううううう。しかも自分、【精せい神しん】１なのに！

ハウント：やはり遺い産さんの影えい響きようか。……私わたしは問題無く成功だ。

ＧＭ：「しゃんとしな。このくらいでへたばる訓練をした覚えはないよ」……隊長の声が瑠璃にしみ通る。ハヌマーンのエフェクト《援えん護ごの風》だ。瑠璃の判定ダイスに＋５個こ。

瑠璃：た、隊長……！　はい！　耐たえられます！　成功！

ＧＭ：さて、石いし造づくりの遺跡に入ってきた一行。緩ゆるやかに降くだる階かい段だんを延えん々えんと下りてくると巨きよ大だいなホールに出てくる。あっちこっちには派は手でな緑の炎ほのおが灯ともっており──。

イフリート：その中央にひときわ大きな赤い炎。ワタシを映うつした炎がともっている。そして皆みなさんに話しかけましょう。……ようこそ、侵しん入にゆう者しや諸しよ君くん。試練の場へ。

瑠璃：何者だ！

イフリート：遺跡の番を務つとめる炎の魔ま人じんですよ。イフリートと呼よばれることもありますが。

ハウント：ふむ。突とつ入にゆう後、即そく番人登場と言えばひとつだ。──遺跡の説明だな？

イフリート：察しがよいことで。まずこの遺跡は七層そうに分かれています。どれも地獄を模もした試練を用意していますよ。

ハウント：アラビアに伝わる七層の地獄。さしずめ最さい下か層そうはジャハンナムか。

イフリート：その通り。神を裏うら切ぎったものが堕おとされる最下層。そこでワタシを三度打うち倒たおした者に、ワタシは三度力を貸かすでしょう。これが契けい約やく、これがあなたたちへの報ほう酬しゆうです。

瑠璃：報酬……？

ＧＭ：「どうやら、この遺跡はもともとアイツに挑ちよう戦せんするためのものらしいね」

瑠璃：三つの願い、ですか。でも自分たちは……。

ＧＭ：「ああ、アイツの試練なんて関係ない。アタシたちの目的はソロモンの指輪だけだ」

イフリート：そのあたりの会話は聞かず、こちらは続ける。……では七層の間、我わが七十二の権けん能のうにてお相手いたしましょう！……ま、全部炎なんですけどね（笑）。

一同：炎だけかよ！（笑）

イフリート：第一の炎！　摂せつ氏し千度！　第二の炎！　摂氏二千度！

瑠璃：どこも変わりないじゃん！（笑）

ハウント：（ゲラゲラ笑いながら）いや、でもアラビアの地獄って本当に炎の温度が上がるだけなんだよな！　天くんは正せい確かくだよ！

イフリート：ありがとう！　だいたい他の魔人が万ばん能のうすぎなんですよねぇ。金銀財ざい宝ほうはもちろん、薬だの、叡えい智ちだの、美しさだのって、属ぞく性せいとか考えて欲ほしいんですがねぇ……。

ＧＭ：愚ぐ痴ちになってる！　ただの愚痴になってる！（笑）

イフリート：おおっと。……ともあれ、炎でも工夫はできるのですよ。ほら、こんな風に。

ＧＭ：──とイフリートが言うと、ホールの入り口、そして三つあった出口がすべて閉しまる。同時に天てん井じようから炎に包まれたサソリが何体も。しかも一体が大型犬並なみにデカイ。

瑠璃：うわわわわっ!?

イフリート：古こ人じん曰いわく。「人に三種あり。己おのれから学ぶ賢けん者じや、人から学ぶ才さい子し、そして学ばぬ愚ぐ者しや」。さてあなたがたはいずれなのでしょうねぇ。……そう言って姿すがたを消す。

ＧＭ：ではサソリはギチギチ言いながら瑠璃たちに迫せまってくる。

瑠璃：即そく座ざにジャケットを脱ぬぎ去って《完全獣化》で変身！　サソリを食いちぎる！




　瑠璃のしなやかな肢し体たいが音を立てて変化する。

　筋きん肉にくが、骨こつ格かくが、皮ひ膚ふが眼がん球きゆうが人間のそれを止め、獣けものへと戻もどってゆく。

　現あらわれたのは狼おおかみ──銀のたてがみに一ひと房ふさ　紫むらさきを交ぜた、巨きよ大だいな狼だ。




ＧＭ：狼と化した瑠璃が飛びかかり、その牙きばでサソリの外がい骨こつ格かくを打うち砕くだく。──だが、数が多い。瑠璃が倒たおしたのは何百体もいる中の一体にすぎない。

瑠璃：うえ!?　こ、これは……。

ＧＭ：「イワノフ！」と響ひびくカルディナの声。すると巨きよ漢かんがのっそりと瑠璃の前へ。「危あぶないから下がって～」そう言うイワノフの両りよう腕うではすでに銃じゆうへと変わっている。

瑠璃：イワノフさん！

ＧＭ：次の瞬しゆん間かん、瑠璃の目の前に薬やつ莢きようの雨が降る。腹はらの底まで響ひびくような轟ごう音おんが幾いく度ども響き、併せて巨漢の腕うでから大型の弾だん丸がんが発はつ射しやされる。点ではなく、面で制せい圧あつされていくサソリ。

瑠璃：うわ、すご……。

ＧＭ：決してサソリを近づけることのない、的てき確かくな射しや撃げきを繰くり返かえすイワノフ。だがサソリは次から次へとわき出てくる。

ハウント：これではダメだということか。

ＧＭ：状況を見て取ったカルディナが「ソム！」と叫ぶ。すると盲目の魔眼使いが即座に答える。「周囲の知覚は終了している。二時の方角、壁の向こうに下へと続く階段有り」。

イフリート：（鳴神になり）「そんじゃ、いっちょ壊しに行くかあ！」

瑠璃：で、でもサソリに囲まれてますよ！

ＧＭ：「ミカエラ！　ガブリエラ！」とふたりを呼ぶカルディナ。姉妹はふたりで進み出て、構えを取る。妹が銃になり、姉が構える。「道を作るわ。走って」とミカエラが瑠璃に。

瑠璃：は、はい！

ＧＭ：同時に轟音。発射された弾丸は衝撃波を伴い、サソリをなぎ倒す。壁までの道を。

イフリート：鳴神が即座に駆け出す。その両腕を異形化させて。「俺が最初に一撃入れる！　瑠璃！　お前がダメ押ししろ、いいな！」

瑠璃：了解っ！　一歩遅れて走ります！

ＧＭ：裂帛の気合いと共に鳴神が壁を殴りつける。亀裂と共に分厚い石の壁がへこむ。……次の一撃で壊せるかどうか。判定してもらおう！

瑠璃：《完全獣化》はもうしているから、《獣の力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》！　……達成値27、ダメージ28点！　突撃のままジャンプして、壁を蹴ります！

ハウント：ほう、いいダメージだ。

ＧＭ：では瑠璃の一撃で亀裂が深まり──そして壊れる。その向こうに見える下への階段。

瑠璃：よっし！

イフリート：ほう、いとも簡かん単たんに第一の試練を突破しましたか。……と再ふたたび現あらわれる幻げん影えい。

ＧＭ：「見ていたのかい。趣しゆ味みの悪い番人だね」とカルディナが言う。

イフリート：ふふ、いつもが退たい屈くつきわまりないのです。これぐらいは許ゆるしていただきたい。……さて、これから残り六階かい層そう。願わくばワタシの娯ご楽らくとなりますよう。

瑠璃：お前が見てて楽しいことなんてない！

イフリート：ずいぶんと勇ましい少女ですね。

ＧＭ：「いや、瑠璃の言うことは真実だね。時間が無い。ここからはアンタのルールではなく、アタシたちのやり方で動く。がっかりし通しだろうよ」

イフリート：あなた方のやり方、とは？

ＧＭ：カルディナはにやりと笑って言う。




「──力押しさ」




ＧＭ：言葉通り、ナイトフォールはまさしく力ちから尽ずくで遺跡を突破してゆく。彼らのやり方はスマートとは言えず、能のう力りよく頼だのみで罠わなや敵てきを粉ふん砕さいしてゆく感じ。

ハウント：なるほど。罠は踏ふみつぶす、扉とびらはぶっ壊こわす、みたいな。

ＧＭ：そうそう。ひたすら前へ前へと進んでゆく。ただ力押しなだけじゃなくて、ソムが全体構こう造ぞうを把は握あくして、カルディナが判はん断だんするものだから早い早い。

瑠璃：ナイトフォールすごーい。

ハウント：ふっ、これは効こう率りつ的てきだ。誰だれも真似まねできない点を除のぞけば。

ＧＭ：的確な意見だ（笑）。では一いつ旦たんシーンを変えよう。





衝動判定　体内のレネゲイドが活性化し、暴走するかどうかの判定。

《援護の風》　音によって対象の状態を平静にするハヌマーンのエフェクト。

《完全獣化》　人の姿から獣へと変わるキュマイラのエフェクト。瑠璃の場合は狼となる。

《獣の力》　キュマイラの剛力を発揮するエフェクト。

《コンセントレイト》　エフェクトそのものを効率的に使うエフェクト。









◆Middle02◆瑠璃の役やく割わり

Scene Player ─── 瑠璃




　進しん撃げきを続けてきたナイトフォールが足を止めたのは、その部屋に入った直後だった。

　熱気のこもる石造りの部屋には装そう飾しよくらしい装飾はなく、ただ四つの道が続いているのみ。

　だが──、分かれ道を調べていた盲もう目もくの魔ま眼がん使つかいは静かに首を横に振ふった。




ＧＭ：では次のシーン。遺い跡せき最下層にやってきたところから。

瑠璃：もう最下層!?

ＧＭ：ナイトフォールの面々が全力を出したらこんなものだよ。

ハウント：チームの様子は？　疲ひ労ろうの具合とか。

ＧＭ：それなりに消しよう耗もうしているが、大きな怪け我がは無い。まだまだ十分って感じ。

ハウント：ここまで強ごう引いんに攻せめて、なおかつ余よ力りよくがあるか。舌したを巻まくな。

ＧＭ：で、七層に下りてきて最初の部屋が、向かいに四つの開いている扉とびらがあるんだけど。そこでソムが「待ってくれ」と言う。「魔眼を飛ばしてもこの先が見えない」

瑠璃：ええっ!?

ＧＭ：ソムが「隊長、どうする」と聞くと、カルディナはしばし悩なやんだ後、「ハウント。意見を聞かせてくれないか」と言う。ちなみに分かれ道が出てきたのは初めてだ。

ハウント：ふむ……。不自然ですな。

ＧＭ：「と言うと？」

ハウント：あのイフリートは「これは試練である」と言いました。試練であれば解かい法ほうが用意されていなければならない。第一層がいい例です。ですが、ここには四つの中から一つを選ぶヒントすらない。戦力分散をしろといわんばかりに。

瑠璃：…………。

ＧＭ：「けれど、アタシたちには時間が無い。いつ指ゆび輪わの封ふう印いんが解とけるか、いつ〝遺い産さん破は壊かい者しや〟がやってくるかわからないんだ」

ハウント：そう言うと思っていました。ならば──あえて相手の策に乗るしかない。

ＧＭ：「そう、なるね」とカルディナはかすかにため息をつく。そして「パーティを分けるよ！」と叫さけんだ。「姉妹は左、ソムとイワノフは二番目、鳴神は単たん騎きで三番目に行きな」

瑠璃：自分は……？

ＧＭ：「瑠璃はハウントと一いつ緒しよに、アタシについてきな。……ハウント、いいね？」

ハウント：今の雇やとい主ぬしはあなたです。私に異い論ろんはありません。

瑠璃：りょ、了解です！　……しょ、少しよう佐さと一いつ緒しよなのか……。

イフリート：微び妙みように本音が漏もれたな、今（笑）。

ハウント：ふむ、私が気に入らないか？

瑠璃：い、いや、そんなことはありませんが……。

ハウント：今の私とキミは仲間だ。協力関係が構こう築ちくできなければ共とも倒だおれになる。

ＧＭ：カルディナがフォローする。「これからチーム外の人間と協力してミッションにあたることもある。特にハウントは遺産関連のスペシャリストだ。今の内から慣なれておきな」

瑠璃：は、はい。

ＧＭ：よし、とカルディナはうなずいてから全員に向けて言う。「いいかい、これからアタシたちは敵てきの罠にはまる。本当は時間をかけて、ひとつずつ道を踏とう破はした方がいいんだけどね。何せ時間が無い。アタシたちの最さい優ゆう先せん事じ項こうはソロモンの指輪にたどり着くことだ」

瑠璃：（無言でうなずく）

ＧＭ：「各員、行けるところまで行くこと。指輪を見つけたらアタシに連れん絡らくだ。いいね？」

瑠璃：あ、じゃあ分かれる前に拳こぶしつきあわせたりしませんか！

イフリート：鳴神が先に拳を突つき出だして「俺が一番早く行くぜ」と笑う。

ＧＭ：では他の連中も「負けるつもりはないわよ」「競きそうものではないが、モチベーションにはなるな」「え、ホントに競きよう争そうするの？」などと言いながら拳を。

瑠璃：自分もにっこにっこしながら拳を出します！

ＧＭ：ちなみにカルディナは呆あきれ笑わらいで見ている。

ハウント：もちろん私もだ。

瑠璃：じゃあ最後に「自分も、負けませんよ！」と言って拳を叩たたく！

ＧＭ：では全員一いつ斉せいにつきあわせて、それぞれに散っていく。そして──。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：シーンを変えずにそのまま行こう。長い通路を進む三人。ただし瑠璃は斥候に出ているのでカメラに映るのはハウントとカルディナのみ。

ハウント：了りよう解かいだ。

ＧＭ：通路は長い長い一本道。そこに細心の注意を向けつつ、一行は進んでゆく。その最中、カルディナが前を進む瑠璃を見て目を細める。「やれやれ、一回うまくやっただけでずいぶんと元気になったもんだ。調子にのってるねえ」

瑠璃：だ、ダメ出しされてる！（笑）

ハウント：若わかいということですよ。それは時に力となり、時に鎖くさりとなる。カルディナ隊長ならば、彼女が若さ故ゆえの失敗を犯おかしてもフォローができるでしょう。

ＧＭ：カルディナは沈ちん黙もくを挟はさみ、言う。「アンタ、まだ復ふく讐しゆうを願っているのかい？」

ハウント：始まったばかりのものを、どうやって手放せましょう。

ＧＭ：「憎ぞう悪おを保たもつのは並なみ大たい抵ていじゃない。アタシはアンタが自分の身を焼やき尽つくす前に、変わることを願っているんだがねえ」

ハウント：積み重ねてしまったものは、なかなかに変わらないものです。

ＧＭ：「アタシから見れば、アンタも十分に若いけどね」そしてカルディナは再び瑠璃に目を移うつす。「……あの子はどうだい？　アンタから見て」

ハウント：まだナイトフォールのレベルではない。私ならば別の部隊で経けい験けんを積ませますが。

瑠璃：うう……。

ＧＭ：「アンタらしい評ひよう価かだね。的てき確かくで無む駄だがない」カルディナはくつくつと笑う。「でもね、アタシにはあの子を入れている理由があるのさ」

ハウント：ほう？

ＧＭ：するとカルディナは腰こしのポーチからひとつのケースを取り出す。片かた手てでギリギリ持てるほどのソレは、やけに物々しく封ふうがされている。そして、ソレを取り出した瞬しゆん間かん、熱気に支し配はいされた空気が澄すんだものへと変わってゆく。

ハウント：尋じん常じようでない力を感じるわけだな。……それは？

ＧＭ：「これがＵＧＮの切きり札ふだ。救世主の血を受けたと言われる杯さかずき──〝聖せい杯はい〟さ」

イフリート：うおおおおおおおおおおお！　聖杯!?　なんでそんなものがここにっ!?

ハウント：って、なんでサブマスターの天くんが驚おどろいてるのさ（笑）。

ＧＭ：あー、俺も天に全部のシナリオを渡わたしているわけじゃないんで（笑）。

イフリート：それよりも聖杯！　聖杯ですよ！　かつてそれを求めて多くの英えい雄ゆうが旅立ち、そして死を迎むかえた！　奇き跡せきそのものと言っても過か言ごんではない杯！

瑠璃：な、なんか尋常な盛もり上あがりじゃない!?

イフリート：あ、これでもワタシは敬けい虔けんな神の信徒なのです。

瑠璃：そうなの!?　魔人なのに!?

イフリート：魔人だからこそ、神をあがめるのですよ。楽しいじゃないですか。……ま、ワタシこのシーンを見てないんですけどね！（笑）

ハウント：しかし聖杯か。ついに出たという感じもするな。ソレを求めて現げん代だいまで彷徨さまよっている亡ぼう霊れい騎き士しがいるくらいだもんなあ（笑）。




『上級ルールブック』Ｐ[image: ]の嵯さ峨が童どう子じを参照。彼の初登場は稲葉さんのリプレイだった。




ＧＭ：「本物かどうかは知らないけどね」と付け加える。「ただ、力があるのは確たしかさ」

ハウント：私も見るのは初めてです。どんな能力か聞いても？

ＧＭ：「遺い産さんを鎮しずめる力を持つ。どんな遺産でも、大人しくさせることができるのさ」

ハウント：……なるほど、どうして今回の件けんにナイトフォールがかり出されたかようやく理り解かいしました。原げん因いんが何であれ、指輪を抑おさえることができるわけですか。

ＧＭ：「その通り」カルディナはうなずく。「時間が無い時の切り札ってところだね、こいつは。原因調査をする必要がまるでない」

ハウント：緊きん急きゆう事じ態たいにはうってつけですな。……しかしこれと瑠璃にどう関連が？

ＧＭ：カルディナは少し遠い目をして言う。「アタシもね。この杯さかずきを正式に起動できるわけじゃない。強ごう引いんに〝声〟で共鳴させ、力を引き出しているんだ」

ハウント：……ふむ。ハヌマーンによる共鳴ですか。

ＧＭ：「強引に使えば使うほど、その反動はアタシへと向かう。そろそろ限げん界かいなのさ」

ハウント：隊長は四十九歳さいか。……軍人としての限界はとうに超こえているな。

ＧＭ：「というわけで、アタシにも後こう継けい者しやが必要だ。それが──瑠璃だ」

瑠璃：え──？

ＧＭ：「あの子はね、遺産と共鳴する体たい質しつなのさ。……最初に出会った時、とある遺産に引ひっ張ぱられる形で暴ぼう走そうを起こしていた。その後の調査でソレが特定の遺産だけではなく、あらゆる遺産と影えい響きようしあうことがわかった」

瑠璃：そ、そうなのか。……っていうか、その設せつ定ていさっき生えたばっかりなんですけど！

ＧＭ：面おも白しろかったので拾ってみた（笑）。カルディナは続ける。「すべての遺産だ。もちろんこの聖杯も例外じゃない。あの子なら──これを正式に起動させられる」

ハウント：なかなか難むずかしい話だ。その上で言うならば──不ふ憫びんですな。

ＧＭ：「はっ、アンタらしいもの言いだねえ」

ハウント：選ばれたくて力を得たわけではないでしょう。

ＧＭ：「押おしつけたいものではないんだけれどね。しかし他に人もいない。……これが瑠璃をウチに入れた最大の理由さ。アタシは何も善ぜん意いだけであの子を誘さそったわけじゃない」

瑠璃：…………。

ハウント：いや、隊長がそういう方だからこそ多くの人望を集められるのでしょう。

ＧＭ：「持ち上げるねえ。……ともあれ、アンタには代だい替がわりしてもウチの協力者でいてほしいんだ。あの子のこと、よろしく頼たのむよ」

ハウント：（敬けい礼れいをして）了解です。……しかし、今は急ぎましょう。悪い予感がします。

ＧＭ：カルディナは眉まゆをひそめる。「どういうことだい？」

ハウント：ここに聖杯があるのはよくない。そんな気がします。……勘かんにすぎませんが。

ＧＭ：「遺産に関してのアンタの勘はよく当たるからね。わかった、急ごう」

ハウント：正直に思う。ソロモンの指輪より聖杯の方が危あぶないな。

瑠璃：ですよね。自分も今ぞくっと来ました。

ハウント：何となく、ふたつともやられる可か能のう性せいすらある。……急ごう。

ＧＭ：ふっふっふ、さてどうなるかな。ではここでシーンを切ろう。










　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆炎ほのおの魔ま人じん

Scene Player ─── 瑠る璃り




　地じ獄ごくの釜かまの底。

　その部屋を端たん的てきに言い表せと言われれば、皆みながそう答えるだろう。

　すり鉢ばち状じようの部屋のあちこちで炎が躍おどり、周囲には七十二の悪あく魔ま像ぞうが同じく炎を灯ともしている。

　そして部屋の中央に屹きつ立りつするは、誰だれよりも赤く燃もえさかる炎の魔人──イフリート。




ＧＭ：ではクライマックスだ。瑠璃たち三人は通路の果、巨きよ大だいな部屋にやってくる。あちこちで炎が躍る部屋の向こう側に見えるのは──ソロモンの紋もん章しようが施ほどこされた巨きよ大だいな扉とびらだ。

ハウント：あれがゴールか。わかりやすくて助かるな。

瑠璃：隊長、他のみんなが来るのを待ちますか？

ＧＭ：「ああ、連絡は今入れたさ。ただねえ……」

イフリート：その通り。待たせるなどホストの役目ではありません。……と声が響ひびく。同時に部屋の中央に炎が灯り、それがワタシの姿すがたへと変わります。
















ハウント：番人のお出ましか。

イフリート：ようこそ。あなたたちは誠まことの勇者だ。数々の試練をくぐり抜ぬけ、よくぞここまでたどり着いた。ワタシはいたく感動しています。素す晴ばらしい。

ＧＭ：カルディナが口火を切る。「後ろの扉とびらの向こうにあるのがソロモンの指輪かい？」

イフリート：ふむ、その通り。もっとも程ほどなくしてかの指輪も消滅するでしょうがね。

ハウント：異い状じようを感知していたか。

イフリート：当然です。ワタシはこの遺い跡せきの番人。ですがこの忌いま々いましい束そく縛ばくさえなくなればワタシは自由！　人間世界でこの七十二の権けん能のうを自じ在ざいに振るえるというわけです！

瑠璃：そんなこと、させるものか！

イフリート：ふっふっふ、あなたに何ができるものですか。

ＧＭ：（イフリートに）そういえば、なんか演えん出しゆつ用ようのエフェクト取ってただろ。今使おうぜ。

イフリート：そうだったそうだった。ええと──。

瑠璃：…………。

イフリート：あー、えー、その……。

ハウント：どうした？

イフリート：……い、今のあなたたちには見えませんが、外は晴れています（笑）。

一同：おいいいいいいいいいいいいいいっ！

ＧＭ：何を使ったらそんな演出になるんだよ！（笑）

イフリート：《天てん候こう操そう作さ》！　《天候操作》だって！　ほら、ここ地下じゃん！（笑）

瑠璃：だいたい砂さ漠ばくなんだから、晴れてるの普ふ通つうでしょ！（笑）

イフリート：平へい均きん気温より高いんですよ！　割わりと！　……ふふ、どうですか。このままでは砂漠がさらに暑あつくなってしまいますよ？

一同：知るかああああああああああああああああっ！（笑）

ＧＭ：同じエフェクトでも部屋の中を嵐あらしにしたり、炎の雨でも降ふらせればいいのに。

イフリート：お、おお、じゃあそうする！（笑）……ふふふ、通つう常じようの生命体には耐たえられない温度でしょう。ワタシにとっては涼すずやかな風ですがね。

ハウント：こちらもシリアスに戻もどそう（笑）。……んんっ、蒸むし焼やきにするつもりか。

瑠璃：（シリアスな声で）なんという、熱……！

ＧＭ：天に代わってお礼を言います（笑）。カルディナは現あらわれたイフリートを睨にらみながらつぶやく。「指輪自体に異状があるのは間ま違ちがいないようだね」

ハウント：そのようですな。だがどうやらヤツもその原げん因いんを知らないようだ。

ＧＭ：「ふん。指輪のもとに行かなくちゃね。そうすれば暴ぼう走そうを収おさめることは可か能のうだ」

イフリート：む？　……今、なんと？　指輪の暴走を止めると？

瑠璃：そうだ！　それが自分たちの任にん務むだ！

イフリート：それは──話が変わりますね。ワタシの願いは束そく縛ばくから逃のがれること。指輪を正せい常じように戻もどされては困こまるのです。どうやら、ワタシはあなた方を打うち倒たおさねばならないようだ。

瑠璃：そんなことはさせない！　自分たちはその奥おくへと押おし通る！

ＧＭ：「瑠璃、ヤツを倒すよ。この遺跡の最後の門番だ」

瑠璃：はいっ！　倒します！　……って本当はだいぶ怖こわいんですけどね。それを隊長の命令で押おしつぶしてます。ああ、早くみんな来ないかな……！

ＧＭ：ありゃりゃ（笑）。では戦せん闘とうだ！　敵てきはイフリート一体。こちらは瑠璃、ハウントと……、カルディナが参戦する。支援役ＮＰＣだね。

イフリート：久ひさ方かたぶりの戦闘だ。楽しませていただきましょう！

ＧＭ：と、イフリートが炎を巻まき上あげる。……衝しよう動どう判はん定ていだ！　目もく標ひよう値ちは９！

瑠璃：あ、危あぶない！　達たつ成せい値９でギリギリ成功！

ハウント：私わたしは20。余よ裕ゆうで成功だ。

イフリート：ほう、心を焼き焦こがす熱風に耐たえますか。お見事。

瑠璃：でも侵しん蝕しよく率りつは上がる……！　12％上がって80ちょうど！

ハウント：同じく上がって80だ。




◆第１ラウンド
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ＧＭ：ではセットアップ。行こう動どう値14のカルディナからだね。《クイックダッシュ》でエンゲージから５メートルほど離はなれる。

イフリート：む、移い動どうされましたか。ならばワタシは《苛か烈れつなる熱気》でこの部屋を炎で満たす！　この効こう果かによって、ラウンド中達成値21以下の行動は自動的に失敗します。

ハウント：それは強いな。クリティカル二回前ぜん提ていか。

瑠璃：自分は《フルパワーアタック》！　本ほん格かく的てき戦せん闘とう態たい勢せいを取る！

ＧＭ：では最初はカルディナの行動だけど──。

イフリート：先手は取らせていただきましょう。イニシアチブプロセスで《加速する刻とき》。

ハウント：割わり込こみ行動のエフェクトか！

イフリート：その通り！　マイナーで炎と化し、接せつ近きん。メジャーアクションで《コンセントレイト：サラマンダー》＋《災さい厄やくの炎》＋《原初の赤：振しん動どう球きゆう》で攻こう撃げき。自分の身体を爆ばく炎えんに変える！　範はん囲い攻こう撃げきです！　達成値39！

瑠璃：目の前に来て爆ばく発はつなんて回かい避ひできるはずがない！　失敗！

ハウント：同じく、だ。

イフリート：炎に清められて消しよう滅めつしなさい！　36点装そう甲こう無む視し！

ハウント：《リザレクト》だ！

瑠璃：やったあああああああああああああああっ！　１点残った！

イフリート：なんと、これを耐たえるとは…………って、しまった！

ＧＭ：お、どした？

イフリート：Ｒコントローラー使い忘わすれた！　ダイスがもう５個こ増ふえるはずだったのに！　おのれ……、おのれ人間！　許ゆるしません、許しませんよおおおおおおおっ!!（笑）

瑠璃：何もしてないじゃん、こっち！（笑）

ＧＭ：ただのミスだ（笑）。さてカルディナの行動だ。「束縛されている立場には同どう情じようするがね。こっちは世界を護まもる義ぎ務むがある。頼たのむよハウント」《エンジェルボイス》＋《弱じやく点てん看かん破ぱ》。クリティカルが１下がり、ダイスが５個増ふえ、攻こう撃げき力りよくが12点伸のびる。

瑠璃：すご！

ハウント：ヤー、マム。……そして私の行動か。二に丁ちようの拳けん銃じゆうで撃うつ。《コントロールソート》＋《マルチウェポン》＋《コンセントレイト：ノイマン》だ。

イフリート：それを妨ぼう害がいしましょう。マクスウェルプログラムを使用。同一エンゲージのダイスを３個増ぞう減げんする。まじないを唱となえ、炎で視し界かいをふさぐ。ダイスを３個減へらしてください。

ハウント：だがそれでも20は超こえた。達成値25だ！

イフリート：ふふふ、そんなものがこのワタシに……ピシッ（額ひたいに当たるジェスチャー）。

ＧＭ：当たったのかよ！（笑）

イフリート：くっ、なんですかその武ぶ器きは！

ハウント：銃じゆうを知らないのか！（笑）

瑠璃：遺跡の中でさんざん使ってたのに！（笑）

ＧＭ：もうただのバカになってきたな（笑）。

ハウント：ともあれダメージは37点だ。

イフリート：《インペリアルガード》を使用。七十二の権けん能のうのひとつ、防ぼう御ぎよの権能です。炎の壁かべを作って24点ダメージ軽けい減げん。

瑠璃：く、多た彩さいだなあ。

ハウント：ソロモンの悪魔全部を自じ称しようするだけのことはある、か。

イフリート：そして改めてワタシの番。マイナーで《オリジン：レジェンド》＋《炎の加護》。さらに火力を上げ、……達成値は38です。

ハウント：安定して高いな。回避はダメだ。

瑠璃：避よけたいけど……、自分も失敗。

イフリート：──────っ！

ＧＭ：お、どした？

イフリート：あああああああ、またＲコントローラー忘わすれたあああああああああああっ！

ＧＭ：いいじゃん、別にふたりとも今瀕ひん死しなんだからさ。

イフリート：そういう問題ではない！　ないのです！　うおおおおおおお、怒いかりで火力が高まるううううううううううっ！　ダメージは34点！

瑠璃・ハウント：《リザレクト》！

イフリート：そして割り込み行動。Ｒコントローラーを使えない怒りがワタシを強くする。

ハウント：どんな力だ（笑）。

イフリート：こんな力です！　《極きよく大だい消しよう滅めつ波は》！




　イフリートのまじないに応おうじ、空中に七つの扉とびらが現あらわれる。扉から殺さつ到とうするは七つの炎。

　これあるはゲヘナにて罪ざい人にんを焼く、裁さばきの炎だ。




イフリート：決して逃のがれることのできない炎を受けなさい！　ダメージは26点。

瑠璃：《リザレクト》。これで[image: ]％！

ハウント：《リザレクト》。同じくぴったり[image: ]％だ。

瑠璃：そして自分の手番！　《完かん全ぜん獣じゆう化か》＋《破は壊かいの爪つめ》で狼おおかみに変わり……、《獣けものの力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》で炎を食くい破やぶる！

イフリート：獣に変わろうとも同じ！　マクスウェルプログラムでダイス３個減げんです！

ＧＭ：「惑まどわされるな、瑠璃！」とカルディナが《援えん護ごの風》。ダイス５個増ふえる。

瑠璃：隊長！　差し引きダイス２個増ぞう加か！　……う、ダイス目ちょっと悪い……！

ハウント：《妖よう精せいの手》でダイス１個を10に。《勝利の女神》も使って達成値＋12したまえ。

瑠璃：少しよう佐さ、ありがとう！　都合達成値は61！　ダメージは62点！

イフリート：高い！　い、《インペリアルガード》！　４点しか減へらない!?　この力は!?

ＧＭ：瑠璃の牙きばでイフリートの炎がかき消されていく。だが──。

イフリート：炎が集まり、一段だん階かい小さく、薄うすくなったワタシが現あらわれる。……み、見事です。幼おさなき戦士よ、あなたの名を聞きましょう。

瑠璃：自分は強羅瑠璃。ＵＧＮ特とく殊しゆ部隊、ナイトフォールの一員だ！

イフリート：ルリ、その名を覚えておきましょう。最後の戦いの相手として！




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では第２ラウンドセットアップ。

イフリート：《苛か烈れつなる熱気》。さっきと同じく達成値21以下は自動失敗。

瑠璃：自分も、もう一度《フルパワーアタック》！

ＧＭ：ではカルディナはさっきのコンボで瑠璃に援えん護ごを。「たたみかけるよ、瑠璃！」

瑠璃：はいっ！　さらに集中して力を溜ためます！

ハウント：そしてこちらか。援護はないが……。




　ハウントの攻撃にイフリートはマクスウェルプログラム、《インペリアルガード》を使って５点ダメージに留とどめる。そして回ってきたイフリートの手番──。




イフリート：まずは──Ｒコントローラーを使用する。

ＧＭ：お、今度は忘わすれなかった。

イフリート：忘れるものですか。今度こそ忘れるものですか。……ワタシは今までＲコントローラーを使うことを忘れていた。けれど、ワタシはここに宣せん言げんする！　ワタシは！　今！　Ｒコントローラーを使うのだ──────────っ!!

ＧＭ：選挙演説かよ！（笑）

イフリート：だって忘れるんだもん！（笑）コンボはさっきと同じ！　でもダイスは９個こではなく14個！　14個なのです！　なぜならばＲコントローラーが！

ＧＭ：いいから振ふれよ！（笑）

イフリート：お、おう。（ダイスを振る）…………え、ええと。

瑠璃：いくつー？

イフリート：あの、その、ですね。

ハウント：ふむ、いくつだ？

イフリート：に、にじゅうきゅう。

ＧＭ：……え？

イフリート：怒いかりのあまり、Ｒコントローラーを破は壊かいする。なんでさっきより達成値下がるんだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!（笑）




　一同爆ばく笑しよう。まさかの結果である。




ハウント：（プレイヤーに戻もどって）ほらな、若林さん。天はこうなるんだよ。

瑠璃：ほんとだー！　稲葉さんの言うとおりダイス目悪いー（笑）。

イフリート：やめて！　いいからもう回かい避ひ振って！（笑）

ハウント：しかし私はまったく目がないな。８で失敗。

瑠璃：あ！　達成値28！　あと、１、足りない……！

ハウント：ならば私が成功させてやろう。《妖よう精せいの手》だ。最後の出目を10に。炎に巻まかれる寸すん前ぜん、瑠璃の身体からだを支し配はいして強ごう引いんに避よけさせる。……キミの価か値ちは先ほどカルディナ隊長から聞いたのでね。

瑠璃：ありがとうございます！　達成値34で成功！

イフリート：ぐぐぐぐ、ハウントにのみ36点ダメージ！

ハウント：もう《リザレクト》はできないな。タイタスを切るか。……もうこのオモシロ魔ま人じんに取ってさっさとタイタスにしよう。

ＧＭ：ぞんざいな扱あつかいを（笑）。

瑠璃：少佐にも助けてもらった。これで決めたい！　《獣の力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》！　この時点でダイス20個！　クリティカル値６！

ハウント：すさまじいな。もちろん《勝利の女め神がみ》も飛ばす。

瑠璃：達成値は33！　ダメージは──66点！

イフリート：う！　それは《インペリアルガード》で最さい大だい値ちが出ても死ぬ……！　では瑠璃の攻撃に合わせて炎を発し、相そう殺さいしようとするが──。

瑠璃：それを全部突つき破やぶって、イフリートの胴どう体たいを貫つらぬきます。そのまま後ろ側に着地。




　炎の魔人の胴どうに空あいた巨きよ大だいな穴あな。その痛いたみにイフリートは顔を歪ゆがめる。

　次の瞬しゆん間かん、魔人が纏まとう炎がすべて四散した。後に残るは、力を失ったイフリートのみ。




イフリート：ぐ、見事です……。

瑠璃：よしっ！

ＧＭ：では、これで戦闘は終しゆう了りよう────なんだけど。

瑠璃：え？

ＧＭ：その時、遺跡が輝き、みるみるうちにイフリートの傷を癒やしていく。

瑠璃：ええええええええっ!?

イフリート：ふふふ、最初に言ったはずですよ。ワタシを三度打ち倒せ、と。

ハウント：なるほど、これでまだ一回目か……！

イフリート：ふふ、ははははははははは！　では次の戦いへと参りましょうか！

瑠璃：もう二回って……！　戦力残ってない……！

ＧＭ：その時、カルディナが動く。「ちぃ、仕方がないね」と懐ふところから取り出すのは──。

ハウント：聖せい杯はい！

イフリート：それはこちらも目を瞠みはる。……それは、まさか！

ＧＭ：取り出したのは古びた杯さかずき。だがこの炎ほのお渦うず巻まく部屋の空気が静せい謐ひつなものへと変わってゆく。「どうやら知っているようだね。この──レネゲイドを鎮しずめる遺い産さん、聖杯のことは！」

瑠璃：鎮める……？

ＧＭ：「そうさ。これでイフリートを蘇よみがえらせる力そのものを鎮める。蘇らなきゃ、この戦いはこちらの勝ちだ。あと二回も戦う必要は無い。……援えん護ごしな、瑠璃！」

瑠璃：は、はいっ！　イフリートと隊長の間に入ります！

ＧＭ：カルディナは聖杯を掲かかげ、朗ろう々ろうと言う。「カルディナ・サレスが願う！　この世でもっとも尊とうとき血を受けた杯よ！　世界を救う使命を負った杯よ！　今ここに荒あらぶる力を、その身の内で鎮めたまえ！」彼かの女じよの〝声〟に共鳴し、震ふるえ出す聖杯。

ハウント：隊長が言っていた、強ごう引いんな起動方法がこれか……。

ＧＭ：そう、実は台詞せりふに意味は無い。ただ彼女の能のう力りよくである〝調和者ハーモナイザー〟で聖杯を強引に起動するだけだ。しかし聖杯から発する音に反はん比ぴ例れいして、遺跡の光は弱まり、イフリートが再ふたたび傷きずだらけになってゆく。──だが、しかし。

瑠璃：え？




　唐とう突とつに、突とつ然ぜんに、前まえ触ぶれ無く。カルディナの声が止まった。

　次いで、老戦士の喉のどから拳こぶしほどの血の塊かたまりが吐はき出だされる。




ＧＭ：誰かが《時の棺》を使用。カルディナの判定が失敗となる。

ハウント：なにっ!?

ＧＭ：姿は見えない。周囲に気配もない。カルディナ自身も何が起きたか理り解かいできず、愕がく然ぜんと膝ひざをつき、聖杯を取り落とす。起動に失敗した反動でダメージを受けているようだ。

瑠璃：隊長！　駆かけ寄よります！

ＧＭ：「こんな、時に……！」生命力そのものを吸すい取とられたのか、死人のような顔をしながら歯がみしているカルディナ。聖杯に手を伸のばすものの、その手に力はない。

ハウント：何が起きた!?　乱らん入にゆう者しやはどこだ!?

ＧＭ：さてね。本来姿を隠してもエフェクトを使えば出てくるはずだが、気配すらない。

ハウント：どういうことだ……？

イフリート：ふうむ、乱入者が何もしないのであれば、ワタシのやることはひとつしかありませんねぇ。……完全復ふつ活かつを待たず、ルリとカルディナ、ふたりに近づきます。

瑠璃：う……、隊長をかばうように立つ、けど……。

イフリート：（近づきながら）先さき程ほどまでとは全くの別人ですね。まるで覇は気きがない。……残念です。こんな終しゆう焉えんを迎むかえるとは。

ハウント：とっさに二丁拳銃を構かまえ、イフリートを撃うつ。

イフリート：無む駄だです。復活の最中、ワタシは遺跡に守られている。

ハウント：時間稼かせぎでいい。弾だん丸がんをばらまきながら叫さけぶ。──新人、その聖杯を拾え！

瑠璃：え……？

ハウント：お前がそれを使うんだ。お前に資し格かくがあれば、聖杯が教えてくれる。

瑠璃：そ、そんな。……思わず隊長の方を見ます。

ＧＭ：カルディナは瑠璃に小さくうなずく。「アンタなら、やれる。……信じな」

瑠璃：──！

イフリート：不ふ遜そんな。聖せいなる遺い物ぶつに軽々しく手を出そうとは。消し炭ずみになって消えなさい！




　雨あられと降ふり注そそぐ銃じゆう弾だんを意に介かいさず、炎の魔人が吠ほえる。怒いかりは熱となり、白く輝かがやく火か球きゆうと化して発せられた。迫せまり来くる死の太陽を前に、瑠璃は──。




瑠璃：聖杯を拾い、掲かかげる！

ＧＭ：瑠璃が聖杯に触ふれた瞬間、全身に震ふるえが走る。そして瑠璃は直感的に理解する。〝聖杯は自分の意い志しを求めている〟と。……さあ、〈意志〉か〈ＲＣ〉で判定だ！　目もく標ひよう値ちは15。

ハウント：やはり判定が必要か！

瑠璃：ええっ!?　自分、【精せい神しん】１しかない！

ＧＭ：もちろんカルディナが《援えん護ごの風》。さっきの台詞せりふが力となる。ダイス５個プラスだ。

瑠璃：ありがとう、ほんとにありがとう隊長！　これでダイス６個……。

ハウント：これに失敗したらどうなる？

ＧＭ：イフリートともう一戦してもらうことになる。勝てば再び聖杯の判定だ。イフリートも使用回数制せい限げんのあるものは復ふつ帰きしないけれど、厳きびしい戦いになるんじゃないかな。

瑠璃：正直、やりたくないですね……。

ハウント：同感だ。《勝利の女神》が残っていれば確かく定ていで成功させられたものを。

瑠璃：仕方がないです。…………いきます！




　机つくえの上で転がる６個の十面体。だが──。




瑠璃：ああああああああ！　クリティカルしなかった！　た、達成値12！

ハウント：しまった、失敗か……！

イフリート：ふふ、やはりおいそれと扱あつかえるものではありません。では次の試練に──。

瑠璃：まだ！　ここで自分はソロモンの指輪にロイスを取ってタイタスにする！　自分の役やく割わりはソロモンの指輪を止めること！　ここで足止めさせられるわけにはいかない！　……タイタスを昇しよう華かして今の達成値に＋１Ｄする！

ＧＭ：ほう、賭かけに出たな。これで３以上を出せば成功だ。

瑠璃：…………ええいっ！　やった！　８！　これで達成値20！

ＧＭ：では一いつ瞬しゆん途と切ぎれかける聖杯の光。だが──。




「かがやけえええええええええええええええええええっ！」

　魂たましいを震ふるわせるように瑠璃が叫さけぶ。

　途と端たん、地じ獄ごくの釜かまを光が満たした。それは神しん聖せいにして清せい冽れつなる白の光。




ＧＭ：瑠璃の意志が聖杯に流ながれ込こむ。奇き跡せきの杯は光と音をもって周囲を祝福、迫せまり来る火球を、そして魔人に力を注いでいる遺跡そのものを鎮めてゆく。

イフリート：ぐ、これ、は……！

瑠璃：どうだ、炎の魔人。これでもまだ立ちはだかるか!?

イフリート：そう、したいのは、やまやまですが……！　ここまでの、ようですね。……と膝をつきます。すると瑠璃の指に無ぶ骨こつな指輪が。

瑠璃：……これは？

イフリート：その指輪は我わが本体にして契けい約やくの証あかし。──敗北を認みとめましょう、ゴウラ・ルリ。




　そして魔人は頭こうべを垂たれる。

「これよりワタシはあなたの僕しもべ。我わが真しん名めい、ラハブ・アブド＝アルマリクの名にかけて、あなたの願いを三つ叶かなえましょう。……ご主人様」





《フルパワーアタック》　時間をかけて力を溜めるキュマイラのエフェクト。

《原初の赤》　他のエフェクトをコピーして使うウロボロスのエフェクト。

《振動球》　波によって攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《リザレクト》　レネゲイドが宿主の危機を感知して傷を癒やすエフェクト。

Ｒコントローラー　レネゲイドそのものを制御する装置。

《エンジェルボイス》　声による振動で相手を賦活するハヌマーンのエフェクト。

《弱点看破》　相手の弱点を見抜き、教えるノイマンのエフェクト。

《コントロールソート》　武器を感覚ではなく頭脳で使うノイマンのエフェクト。

マクスウェルプログラム　エネルギーの大小を操り、行動を阻害／支援するアイテム。

《オリジン：レジェンド》　真の姿をあらわにするエフェクト。

《炎の加護》　集中して炎の火力を上げるサラマンダーのエフェクト。

《妖精の手》　領域を操作し、ありえない幸運を作り出すオルクスのエフェクト。

《勝利の女神》　わずかな干渉で最大限の効果を得るノイマンのエフェクト。

調和者　他者と共鳴し、そのものを活性化させるハヌマーンの能力。

《時の棺》　わずかの間時間を止め、対象の行動を阻害するバロールのエフェクト。









◆Climax02◆罠わな

Scene Player ─── 瑠璃




　戦いは終わった。

　魔人は敗北を認みとめ、渦うず巻まく炎ほのおはその姿を消した。

　だが瑠璃は呆ぼう然ぜんと聖せい杯はいを見つめ、勝利を味わうこともなく、たたずむのみ。




ＧＭ：では次のシーン。クライマックス２シーン目だ。

一同：ええええええええええっ!?

瑠璃：ま、まだ終わらないの!?

ハウント：確たしかに隊長を邪じや魔ました何者かがいるはずだが……？

イフリート：え、えーと、ワタシ、ここから先のシナリオ展てん開かい知らないのですが。

瑠璃：えっ!?

ＧＭ：うん、ここから先は天にもシナリオ教えてないからな！　イフリートはひとりのキャラクターとして自由に動いてほしい。

イフリート：わかりました。……イヤな予感がしますね。

ＧＭ：ふっふっふ。ではシーンは先程の戦いの直後からスタートだ。

瑠璃：頭がついていかない。聖杯を握にぎりながらぺたんと座すわり込こんでしまいそう。

ハウント：仕方があるまい。それだけのことを成なし遂とげたのだ。

ＧＭ：カルディナも笑って瑠璃の頭に手を置く。「そうさ、ぶっつけ本番もいいところだった。アンタはよくやった。……さすがはアタシの後こう継けい者しやだ」

瑠璃：た、隊長。自分は、一体……？

ＧＭ：「アンタにはあらゆる遺産と共鳴する力がある。だからアタシはアンタをナイトフォールに入れた。……そういうことだよ」

瑠璃：そう、だったんですか……。

ＧＭ：「ショックかい？」

瑠璃：いえ、ビックリしただけです。むしろ納なつ得とくしました。

イフリート：その話に割り込みます。──ではご主人様。願いはございますか？　どんな願いでも三つまで叶かなえて差し上げましょう。

瑠璃：え……。ちょ、ちょっと隊長を見ます。自分よりも隊長の方が……。

ＧＭ：「おおっと、倒したのはアンタだ。こいつはアンタの下げ僕ぼくだよ」

イフリート：その通りです、ご主人様。ワタシが契けい約やくの証あかしを与あたえたのはあなた。かの聖杯を使い、ワタシを打うち倒たおしたあなたのみです。他の者の願いを聞くことはできません。

瑠璃：そ、そんなこと言われても。うー、とりあえずご主人様ってやめて欲ほしい。

イフリート：ふむ、ではルリと呼よびましょうか。……ではルリ、願いを。

瑠璃：うーん、願い……。

ハウント：迷まようならば後にするのだな。今我われ々われにはやらなければならないことがある。

ＧＭ：「おっと、ハウントの言うとおりだ。早いところソロモンの指輪を止めないとね」

瑠璃：あ、そうだ。奥おくに行かないと。

イフリート：行くつもりですか。……ワタシとしては止めて欲ほしくはないのですが。

瑠璃：ダメだよ。自分たちはそのために来たんだから。

イフリート：ええ、もう止めるつもりはありませんよ。ご随ずい意いにどうぞ、ルリ。

瑠璃：じゃあ──。

ＧＭ：と、その時、遺跡全体に笑い声が響ひびく。「く、くく、くくくくくくく……」

ハウント：先程のヤツか……。

ＧＭ：「見つけた、見つけた、見つけたぞ！」この声にイフリートは心当たりがある。

イフリート：なに？　………………まさか！　ワタシを案内していたあの声ですか!?

ＧＭ：正せい解かいだ。なお、あの声が感かん情じようをあらわにしたことなどこの数百年で一度もなかった。

瑠璃：な、何？　どういうことなの!?

ハウント：警けい戒かいしろ！

ＧＭ：「──見つけたぞ、ＡＺＯＴＨアゾツト！」その叫びと共に、奥へと続く扉が破は壊かい。その向こうから──大量の人ひと魂だまが飛んでくる。

瑠璃：人魂!?

ＧＭ：より正せい確かくに言うと、一ひと抱かかえほどある人魂のような物体に大きな顎あごがひとつだけくっついたような感じの物体だね。空飛ぶ深海魚に見えなくもない。しかも半はん透とう明めい。

瑠璃：こ、これはっ!?

ＧＭ：山のような人魂はこの場にいる全員を襲おそう。番人たるイフリートも含めて。……さあ、回避してもらおう！　達成値は28！

ハウント：問答無用で攻撃か！

瑠璃：《完全獣化》解とけてるのに……！

ＧＭ：瑠璃はシーン中、あらゆる判定にダイス３個のペナルティだ。聖杯起動の反動だね。

瑠璃：そんな！　……む、無理！　達成値12で失敗。

イフリート：ワタシも失敗です。

ハウント：達成値15。…………使い処どころが難むずかしいが、ここは《勝利の女神》で回かい避ひだ！

ＧＭ：了りよう解かい。では人魂がイフリートの身体を削けずり、ハウントはギリギリのところで避さけ、そして瑠璃に殺さつ到とうする。その時──。




　極度の疲ひ労ろうが、切れてしまった緊きん張ちよう感かんが、瑠璃の反はん応のうを鈍にぶくする。

　大きく顎を開き迫せまる人魂を目で追いつつ、身体は一切反応しない。

　うめき声をあげ、瑠璃は死を覚かく悟ごする。その時──。

　人ひと影かげが立ちはだかった。




ＧＭ：動けない瑠璃の腕うでをカルディナが摑つかむ。彼女は強ごう引いんに瑠璃を引ひき倒たおし、伏ふせさせる。そして迫り来る人魂の顎を見つめ──舌した打うちをひとつ。

瑠璃：た、隊長っ！

ＧＭ：次の瞬しゆん間かん、人魂はカルディナの左ひだり肩かたを大きく、心しん臓ぞう付近までえぐる。

瑠璃：うあああああああああああああああああああああっ！

イフリート：ダメージは？

ＧＭ：ダメージ自体は無い。食われた場所は血が噴ふき出でるわけでもなく、黒い穴あなが穿うがたれているばかり。ただそこからごっそりと力が抜ぬけていく感覚がある。イフリートは元の力が大きいからまだ動けるけどね。

イフリート：なるほど。ワタシでこうだとするとあの老戦士は……。

ＧＭ：カルディナは歯を食いしばり、叫ぶ。「──ハウント！　瑠璃！　脱だつ出しゆつだ！　ここはヤバイ！」だが、彼女の気力もそこで尽つきる。ゆっくりと崩くずれ落おちるカルディナ。

瑠璃：た、隊長────っ！　もう必死に身体を動かして受け止めます！

ハウント：く……！　行動不ふ能のうがふたりか。

瑠璃：混こん乱らんしながら叫ぶ！　イフリート！　隊長を助けて！

イフリート：ひとつ目の願い、承りました。ではあの老戦士を助けに動きましょう。

ＧＭ：了解。ではイフリートが走り、巨大な腕でふたりを抱かかえようとする。その時──。




「よぉし、それでいい」

　声はイフリートの体内から響いた。

「え──？」

　声を上げたのは少女か、それとも魔人か。




ＧＭ：イフリートの胴どう体たいからひときわ大きな人魂が現れ、瑠璃を狙ねらう。

イフリート：な、に……!?

ハウント：まさか、敵が姿を見せなかったのは──。

ＧＭ：その通り！　イフリートの体内に《生体侵しん入にゆう》を使って潜ひそんでいたからだ！　ここでそのエフェクトを解かい除じよ！　瑠璃に不意打ちの攻撃を行なう！　……達成値は28！

一同：えええっ!?

瑠璃：か、《完全獣化》してないよ!?

ハウント：しまった！　《勝利の女神》を使い切っている……！

ＧＭ：カルディナはもう戦闘不能なので、《援護の風》は使えないよ。

瑠璃：タ、タイタスを切っても、ダイスペナルティが厳きびしい……。

ハウント：手て詰づまり、か。

瑠璃：（ダイスを振って）回避、失敗です……。

ＧＭ：了解。では──現れた人魂は瑠璃の身体の中心を貫つらぬく。




　風が吹ふいた。

　瑠璃は呆ぼう然ぜんと両手で胸むねの中心を押おさえる。

　そこには、何もない。ただ空くう虚きよな穴が、ひとつだけ。

　だが──悪あく夢むはそれで終わりではなかった。




ＧＭ：瑠璃を貫いた人魂は、そのままわだかまり、形を変えていく。その姿は──。

瑠璃：な、なに……？

ＧＭ：その姿は────瑠璃、キミと同じだ。

瑠璃：っ!?

「ふ、ふははははははははは、ははははははははははははっ！」

　笑う。嗤わらう。ワラウ。

「手に入れた！　手に入れた！　手に入れたぞ！」

　暗い愉ゆ悦えつと狂くるった歓かん喜きで喉のどを震わせ、天に向けて彼女は笑う。

「これだ！　この親しん和わ性せい！　水であり、炎であり、金きん属ぞくであるこの身体！」

　瑠璃の声で、瑠璃の顔で、瑠璃の腕で。

「ＡＺＯＴＨアゾツトたる身体を！　遂ついに手に入れたぞ！」

　彼女は──もうひとりの瑠璃は、叫さけんだ。




瑠璃：う、うう、ううううううう……。

ＧＭ：そして、ヤツが瑠璃の姿になっていくと同時に、瑠璃の身体が逆ぎやくに透明になってゆく。

瑠璃：そんな──。




　視界が、意い識しきが、身体そのものが、霞かすみのようにぼやけ、消えてゆく。

　何もかもがわからぬ中、瑠璃の耳に残るのは取り落とした聖杯の澄すんだ音だけ。




　────そうして、強羅瑠璃はこの世から姿を消した。





《生体侵入》　誰かの体内に潜むエグザイルのエフェクト。









◆Climax03◆夜が、砕くだける

Scene Player ─── 瑠璃




　ゆっくりと、瑠璃は目を覚ました。

　見えるのは遺跡の天てん井じよう。だがそれを背はい景けいにみんなが、ナイトフォールの皆みなが見えた。

　ほう、と安あん堵どの息をつく。ここが自分の居い場ば所しよだ。瑠璃はその事実を嚙かみしめる。

　だが──。




ＧＭ：では次のシーンだ。────瑠璃は目を覚ます。

瑠璃：あれ、自分、死んだんじゃ……？

ＧＭ：さてそれはどうだろう。……そこはさっきまでと同じくイフリートの間。カルディナ、ハウント、イフリートの他、ナイトフォールのチームメイトもキミの様子を見ている。

瑠璃：隊長、みんな……。ちょっとほっとした……。

ＧＭ：だが、彼らの身体からだも皆あちこち黒い穴あなが穿うがたれている。

瑠璃：っ!?　思わず自分が貫かれた穴に触さわる……っ！

ＧＭ：そこに、傷きずは無い。

瑠璃：えっ!?

ＧＭ：胸には傷などまったくない。そして気が付くが、瑠璃はさっきまで着けていたバトルスーツ姿ではない。一糸まとわぬ姿に布ぬのと、ジャケットだけを掛かけられている。

瑠璃：何が、どうなって……？

ＧＭ：カルディナが言う。「よくお聞き、瑠璃。今のアンタの身体は、かりそめの身体だ」

瑠璃：かり、そめ……？

ＧＭ：「そうだ。聖杯で作った偽にせ物ものの身体だ。本物の身体は……、アイツに持って行かれちまった」カルディナは拳こぶしを握にぎる。

瑠璃：何を、何を言っているんですか、隊長。一体、それはどういうことなんですかっ？

ＧＭ：「ああ、今から説明する。よく、よおく聞いておくんだ」……とカルディナは語り出す。ここからは一部回想だ。そのつもりでよろしく。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　咆ほう吼こうのごとき哄こう笑しようが地じ獄ごくの釜かまを満たす。

　瑠璃は──いや、瑠璃の身体を手に入れた何者かは笑っていた。両手を開き、天を見あげ、みずからの狂きよう喜きに身を浸ひたし、笑い続ける。




ＧＭ：回想は瑠璃が喰くわれた直後からスタートする。身体を貫つらぬかれ、消えかける瑠璃。それを背はい後ごに、新しく瑠璃となった何者かは笑い続ける。「くはははははははははははっ！　手に入れた！　手に入れた！　手に入れたぞ！　万ばん能のうの身体！　ＡＺＯＴＨアゾツトたる身体をっ！」

イフリート：ＡＺＯＴＨアゾツト、錬れん金きん術じゆつの全ぜん一いつを表す言葉ですか。いえ、今はそれよりも問うべきことがある。……貴き様さま、何者だ！

ＧＭ：「俺の名を問う、か？」ヤツはこちらを振ふり向むく。仕草も表ひよう情じようも違ちがう。だがその姿は瑠璃と同じ。「俺に名は無い。強しいて言うならば〝スナッチャー〟ってところか」

ハウント：強奪者スナツチヤーだと？　ふざけた名を付ける。

ＧＭ：「ああ、違ちがうな。今、この時から俺の名前は強羅瑠璃だ」

イフリート：戯ざれ言ごとを。

ＧＭ：「だが、事実だ。この通り、元・強羅瑠璃はもう消える」と足あし下もとを指さす〝スナッチャー〟。確かにもう、瑠璃の姿は消える寸前だ。

ハウント：何をしたかはわからん。だが、その身体をやすやすと渡わたすわけにもいかないな。

ＧＭ：「お前ひとりで何ができる？」と、〝スナッチャー〟はハウントに殺気を向ける。無む造ぞう作さに向けられたそれは、だが無数の顎あごを突つき立たてられているかのように荒あら々あらしく、鋭するどい。

ハウント：く……。本来ならばなによりも撤てつ退たいを重んじるところだな。

ＧＭ：「だが、そうはいかないねえ」カルディナが忌いま々いましげに立ち上がる。「ここで引けば、失うものが多すぎる。……もっともアンタには退いてもらうがね」

ハウント：……どういうことですか？

ＧＭ：「こういう、ことさっ！」とカルディナが叫さけぶと同時に──。




「おおおおおおっ！」

　咆ほう吼こうと共に入り口の扉とびらを壊こわし、飛びかかるのは鳴神修護。金きん属ぞく質しつに異い形ぎよう化かした両腕はすでに攻こう撃げき態たい勢せいを整ととのえている。鳴神だけではない。イワノフの機き関かん銃じゆうが、ソムの魔ま眼がんが、ミカエラとガブリエラの弾だん丸がんが同時に〝スナッチャー〟を襲おそう。

　いずれも必殺。いずれも捨すて身み。一いち撃げきとて受ければタダではすまぬ。

　だが、しかし──。




瑠璃：みんな！

ハウント：そうか、ナイトフォールに連絡を入れていた……！

ＧＭ：だが……それすらも〝スナッチャー〟には通用しない。ナイトフォール全員を前にして、ヤツが起こしたアクションはわずかに片かた腕うでを振ふるだけ。ただそれだけで、床ゆか全体から吹ふき上あげてきた人ひと魂だまに全員が打うち抜ぬかれる。

イフリート：この強さ、何事……!?

ＧＭ：「ふん。お前らに理解はできねえよ」と、全員が地に倒たおれ伏ふしていくのを見てあざ笑う〝スナッチャー〟。「さあて、特に必要も無いが、お前らも胃い袋ぶくろに入れておくかな」

イフリート：ぐ……。

ＧＭ：〝スナッチャー〟はゆっくりと手を挙げる。振り下ろされれば、再びあの人魂が現れるのだろう。カルディナも、ナイトフォールの面々も、絶ぜつ望ぼう的てきな表情でそれを見ている。

ハウント：……ここまでか？

ＧＭ：──だが、その時。

イフリート：む？

ＧＭ：途と端たん、ヤツの動きが止まる。その顔に警けい戒かいが走り、壊こわれたままの入り口の扉を見る。

ハウント：何だ？　同じように確かく認にんする。

ＧＭ：そこにはひとりの男の姿。黒くろ髪かみに眼鏡めがねをかけ、灰はい色いろのコートを着た東洋人。刀とう剣けんのような鋭するどい気配をまとわりつかせ、こちらの様子をうかがっている。

ハウント：眼鏡、東洋人……、〝遺い産さん破は壊かい者しや〟東雲しののめか！

ＧＭ：その通り。彼は周囲を確認しながら部屋へと入ってくる。さすがの〝スナッチャー〟も警戒している様子だ。

ハウント：……何をするつもりだ。

ＧＭ：いや、東雲は何もしない。

瑠璃：え……？

ＧＭ：瑠璃が、ナイトフォールの面々が、イフリートが倒れているところまで確認し、それでも何もしない。〝スナッチャー〟から目を切ると、そのまま奥へ、ソロモンの指輪の在処と駆け出し、この部屋を後にする。

イフリート：この状況をスルーですか。……くくっ、たいした胆力だ。

ハウント：その二つ名の異名通り、遺産以外には目もくれぬか。

瑠璃：でも、少しくらい助けてくれても……。

ハウント：そんな情はない、ということだろうな。

瑠璃：うう……。

ＧＭ：〝スナッチャー〟もイフリートと同じ感想だったようだね。「おいおい、まさか無視されるとはなぁ」とつぶやくと、ヤツもまたソロモンの指輪へと向かう。……もはや他の連中のことなど意識にはないとばかりに悠々と。

ハウント：悔くやしいが手は出せん。危き険けんすぎる。

イフリート：同じく、ですね。

ハウント：いなくなった敵てきのことは思考から排はい除じよする。……瑠璃は？

ＧＭ：「消えかけ、だね」と答えるカルディナ。すでに瑠璃の身体は透とう明めいを通とおり越こし、霧きりのように周囲に拡かく散さんしつつある。

ハウント：助けるのは無理……、か。

ＧＭ：カルディナは首を横に振る。「いや、まだ手はある」その手には──聖せい杯はい。

イフリート：まさか！

ＧＭ：「アタシは聖杯を鎮しずめるものとして使ったが、本来コレは〝奇き跡せきを起こすもの〟だ」

ハウント：無む論ろんその伝説は聞いています。だが、可か能のうなのですか。

ＧＭ：「ああ、できるよ。……瑠璃ならば」

ハウント：……そうか。聖杯に一度でも選ばれた彼女ならば可能性はある。だがあなたの身も、ただではすまない。そうでしょう、隊長。

ＧＭ：「…………そうさね」軽くカルディナは笑う。「それでも、やるのさ」

ハウント：理由を聞いてもよろしいですか？

ＧＭ：「今、アタシたちは聖杯という切きり札ふだを失うわけにはいかない。それに──」

ハウント：それに？

ＧＭ：「なんのかんのと言いつつ、アタシはこの子が好きなのさ。だから助けてやりたい」




　優やさしく言うカルディナに、チームメイトが続いた。

「やるしかねえだろ。他に手しゆ段だんが無いなら試してみようぜ。俺には思いつかねえし」

　切り出したのは鳴神だ。彼は腕の半ば以上を失い、左ひだり眼めもえぐれている。

「うん、価値はあるよ」「隊長の判はん断だんは常つねに正しかった。私も賛さん成せいよ」

　それぞれにうなずくナイトフォール。彼らの中で無事なものはいない。




瑠璃：隊長……！　みんな……！

ハウント：ならばなにも言いますまい。これが、この娘むすめの運命のようだ。

ＧＭ：カルディナは聖杯を消えかけた瑠璃の前に置く。「アンタにも手伝ってもらうよ、イフリート。聖杯が奇跡を起こすには力がいる。同種の力──古い古いレネゲイドがね」

イフリート：ふむ……。

ＧＭ：「それとも、アンタはここで最後の主人を失った方が都合がいいかい？」

イフリート：それによって自由を得る。それはワタシにとってとても喜ばしいことです。

ＧＭ：「…………」

イフリート：ですが、ワタシは指輪の魔人。三つの願いを叶かなえず、主人を失ってしまうなど許ゆるされない。あなたは契けい約やく者しやではありませんが、その願いを聞きき届とどけます。

ＧＭ：「よし。この面子めんつで瑠璃を蘇よみがえらせる。ハウント、アンタは──」

ハウント：隊長、その命令だけは聞けません。私には為なすべきことが残っている。

ＧＭ：「わかっているよ。その代わりと言っちゃあなんだけどね。この子の世話、もう少し長くしてもらってもいいかい」

ハウント：ええ。……その命令、承うけたまわりましょう。

ＧＭ：「──頼たのむよ」




「カルディナ・サレスが願う！　救世主が血を受けし杯よ！　ここに奇跡を顕あらわしたまえ！」

　カルディナの発する〝声〟により、再び聖杯が音と輝かがやきを放つ。

　清せい冽れつなる白い光が部屋を満たし、澄すんだ音ね色いろが周囲を覆おおう。

「聖杯よ！　我われらが命をもって消えゆく子を、今ひとたびこの世につなぎ止め──って、もう、面めん倒どうだね！　聖杯！　アタシらの命を分けてやる！　それで瑠璃を救いな!!」




ＧＭ：あまりにも乱らん暴ぼうな、だが願いのこもった叫びに聖杯が輝く。杯はナイトフォールメンバーの、そしてイフリートの力、さらに瑠璃そのものを吸きゆう収しゆうする。

イフリート：おお……。

ＧＭ：そして聖杯はさらに輝きを増まし、ゆっくりと形を変化させてゆく。瑠璃の身体へと。

ハウント：なるほど。瑠璃は聖杯そのものになったのか……。

イフリート：ただ頭を垂たれます。神の奇跡に。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：カルディナが一連の説明を終えて、そして言う。「すまなかったね。アタシの力じゃアンタにかりそめの身体を作ってやるのが精せい一いつ杯ぱいだった」

瑠璃：ちょ、ちょっと待って……。待ってください。それじゃ、みんなは……！

ＧＭ：致ち命めい傷しようを受けた上に聖杯に命を捧ささげた。その結果は……言うまでもないだろう。

瑠璃：う、うう、ううううう。

ＧＭ：「瑠璃？」

瑠璃：ご、ごめんなさい。あたしのせいで。あたしの力が足りなかったばっかりに……。




　涙なみだがこぼれた。特殊部隊の心得も、作っていた一いち人にん称しようもすべて共に剝はがれ落おちる。

　結末は変わらない。そんなことはわかっている。だからこそ、自らの力の無さを悔くやんだ。

　泣きじゃくる瑠璃の頰ほおを、そっと細い指が撫なぜた。

「泣いてはダメ。かわいい顔が台無しよ」

　長い髪かみを揺ゆらして、ミカエラが瑠璃の涙をぬぐう。いつも優やさしかった彼女の微笑ほほえみには、隠かくしきれぬ寂さびしさが混まじっている。

「本当はもっといろんなことを教えてあげたかったな。初めてできた後こう輩はいだったのに」

　いつもは太陽のようなガブリエラの目には、すでに涙が浮うかんでいた。




瑠璃：ミカ姉ちゃん……！　ガブ姉ちゃん……！




「気にすることはない」と言ったのは数々の罠わなを看かん破ぱしてきた東洋人、ソムだ。

「お前に力を分わけ与あたえる前に、我々は致命傷を受けている」

　そう言う彼は、左ひだり腕うでが付け根から無い。黒い穴あなだけが肩かた口ぐちにまとわりついている。




瑠璃：ソムさぁん。そんなこと、言わないでよ……！




　鳴神が瑠璃の頭の上に手を置いた。

「聞けよ。俺たちはこれから遺跡の奥に行く」

　もっとも傷きずついているエースの笑えみには未だ覇は気きが満ちていた。

「〝スナッチャー〟を、東雲を、指輪の暴走を止める。──ナイトフォールとしてな」




瑠璃：そんな！　それならあたしも一いつ緒しよに行く！




　思わず瑠璃は鳴神の腕を摑つかんだ。それを優やさしく外したのは、気の弱い巨きよ漢かんイワノフだ。

「ダメだよ。キミは生きて。そうでなければ……ボクたちが先に進む意味は無いんだ」




瑠璃：いやだよ……。ここがあたしの居場所なんだよ？　せっかく見つけた、あたしの──。




「──瑠璃、アンタは逃にげるんだ」

　そしてカルディナが、微笑みと共に言った。

「最後のナイトフォールとしてね」




瑠璃：隊長ぉ……。

ＧＭ：「いいね？　後はハウントを頼たよりな」

瑠璃：いや、だ。逃げたく、ない……。みんなと、一緒に……！

ＧＭ：「ったく、この子は。本当にしょうのない子だね！」とカルディナはおどけて肩かたをすくめる。そして片かた膝ひざをついて、瑠璃を抱だきしめる。

瑠璃：あ──。

ＧＭ：「アンタは生きるんだ。アタシたちのために、世界のために。そして──」




「──いい女になりな」

　その音が、その声が、聖杯の身体にしみ通り──瑠璃の身体の自由を奪うばっていく。




ＧＭ：カルディナはゆっくりと瑠璃を横たえる。そして「じゃあ、行くよ」と声をかけると、ナイトフォールメンバーが全員戦士の顔に戻もどる。

瑠璃：隊長、せめて……！




　震ふるえる手で、瑠璃は拳こぶしを突つき出だした。

　死地に赴おもむく六人は無言で拳を返し、そして扉の奥に消えていく。




ハウント：黙だまって敬けい礼れいで送る。

瑠璃：イフリート……、ねえ、みんなを助けてよ……。

イフリート：残念ながら、それはできません。

瑠璃：なんで……？

イフリート：〝スナッチャー〟はワタシがどうにかできる相手ではありません。それに、彼らはみずから聖杯に命を捧げた。その誇ほこりと奇跡をワタシは汚けがすことはできません。

瑠璃：………………それなら、あたしについてきて。

イフリート：ほう？

瑠璃：あたしは……自分は強くならなきゃいけないから。自分の、力になって。

イフリート：それがふたつ目の願い、ですか。

瑠璃：（うなずく）

イフリート：承しよう知ちしました、ご主人様。これよりワタシは貴方あなたの炎ほのおとなりましょう。

ハウント：────行くぞ。




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　苦く痛つうの果てに得た安らかなる夜は、ずっと変わらないと思っていた。




　遺跡〝スレイマンの壺つぼ〟は瑠璃たちの脱だつ出しゆつ一時間後に謎なぞの消しよう滅めつを遂とげた。

　ナイトフォールの面々は生死不明。ＵＧＮはＭＩＡ（任務中未み帰き還かん）の判断を下した。

　この判断が、特とく殊しゆチーム〝ナイトフォール〟の崩ほう壊かいを意味することは明白だった。

　夜は──砕くだけたのだ。




　身体を、命を、絆きずなを奪うばわれた少女に残されたのは、弱々しい魂たましいと炎の契けい約やく。

　そして──。










　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆再び夜へと

Scene Player ─── 瑠璃




　時は現げん代だいへ、物語の開始地点へと戻る。

　アメリカ、メリーランド。ＵＧＮ本部ビルに瑠璃はいた。

　その顔にはもう、新人のゆるみはない。




ＧＭ：ではこのシナリオ最後のシーン。……ナイトフォール崩ほう壊かいから二年後。現代だ。

瑠璃：二年後、十七歳さいか……。

ＧＭ：ナイトフォールはあの事じ件けんで消滅した。瑠璃もまたその所しよ属ぞくを解とかれ、ある意味〝生きている聖杯〟として難むずかしい立ち位置を手に入れた。……この二年、瑠璃はどう過すごす？

瑠璃：積極的な出しゆつ撃げきを。──最後のナイトフォールとして強くならねばならないから。

ＧＭ：了りよう解かいだ。ＵＧＮでは瑠璃を「出撃させろ」、「保ほ護ご対象にしろ」という両方の意見がでるが、本人の希望もあって遺い産さん関連の任務に従じゆう事じすることになる。イフリートもいるしね。

瑠璃：（黙だまってうなずく）

イフリート：ま、ワタシはルリ以外の命令を聞くつもりはありませんからねぇ。

ＧＭ：瑠璃とイフリートのコンビはいくつものミッションをクリアし、幾いく度ども死線を越えた。……キミたちの名がＵＧＮの中で注目を浴びるほどに。

瑠璃：でも、これではまだ足りない。

ＧＭ：──ではシーンはＵＧＮ本部。中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いんテレーズ・ブルムに呼よばれてここに来た。彼女は弱じやつ冠かん十五歳にして中枢評議員になった少女で、遺産関連のトラブルにも対たい応おうしている。この二年、よく顔を合わせている。「来てくれたわね、瑠璃」

瑠璃：自分の力が役に立つのなら、いつでも、どこにだって行きます。

イフリート：あ、ちなみにワタシは《イージーフェイカー：物ぶつ質しつ変化》を持っているので、指ゆび輪わの姿になれるのです。なので基き本ほん的てきには瑠璃の指に収おさまっているということで。

ＧＭ：テレーズは言う。「あなたはこの二年間、よく活かつ躍やくしてくれた。あなたのおかげで防ふせいだ危き機きは両手の指じゃ数えられない」

瑠璃：自分ひとりではありません。……ラハブがいたからこその結果です。

ＧＭ：「そうね。……でも」テレーズは眉まゆをひそめる。「この一年で遺産関連の案あん件けんは急速に増ふえている。中枢評ひよう議ぎ会かいでも対たい応おう力りよくを強化するべしという意見が出たわ」

瑠璃：妥だ当とうな判断かと。

ＧＭ：「そこで──遺産関連専せん門もんのチームを作ろうと思う。その隊長をあなたに任まかせたい」

瑠璃：なぜ、自分に？

ＧＭ：「成せい績せきと資し質しつ、そしてモチベーションの三方から検けん討とうした結果よ。それ以上でもそれ以下でもないわ」テレーズはまっすぐに瑠璃の目を見つめる。そこに曇くもりはない。

瑠璃：…………わかりました。その話、受けます。

ＧＭ：「ありがとう。メンバーの選せん択たくはこちらで行なうわ」

瑠璃：ええ。……あの悲ひ劇げきを繰くり返かえさないために。

ＧＭ：「そうね。……ではあなたにまず決めてもらおうかしら。チームの名前を」

瑠璃：それだけは最初から決まっています。




　瑠璃は目を閉とじ、胸に手を当てる。

　瑠璃の身体に鼓こ動どうはない。ただ、カルディナの残した〝音〟が常にその身を満たしている。

　未いまだ響ひびく音を確たしかめ、瑠璃はチームの名を口にした。




瑠璃：────ナイトフォール。




　かくて再び、夜が訪おとずれる。



















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Prologue◆そして始まる物語




　第０話の収しゆう録ろく数日後、さっそくＧＭたる自分はノートを広げてメモを書き散らしていた。

　もちろん、考えるのはナイツシリーズの行く末である。




　強羅瑠璃ごうら・るりというキャラクターを見て、私わたしはまずこのシリーズのメインテーマを定めた。

　それは「人間の定てい義ぎ」である。

　人と獣けものとの境きよう界かいに苦しむ少女が、ついには人の身体を失い、魔ま人じんを供ともとして何を見るのか。

　元々『ダブルクロス』という作品は人間と超ちよう人じんの狭はざ間までたゆたう物語だ。そこに正面から当たってみるのも面おも白しろい。




　何よりも──。

　これでオーヴァードであることに疑ぎ問もんを持つ、かつての英えい雄ゆうとか！

　ジャーム化の兆ちよう候こうが出始め、恐きよう怖ふにおののくオーヴァードの少女とか！

　オーヴァード化した子こ供どもを反はん射しや的てきに拒きよ絶ぜつしてしまった親とか！

　ジャームよりも遥はるかにどす黒い人間の暗黒面とか！

　そういう要よう素そを、「テーマだから」と瑠璃にぶつけてみることができるのである！

（なお、シナリオ内ない容ようは予告に沿そわない場合があります）




　………………ふう、少し落ち着こう。

　まあ、自分の趣しゆ味みはともあれ、「人間の定義」はさまざまな物語で取とり扱あつかわれている、由ゆい緒しよある題材だ。やりがいもある。

　となると、必然的に瑠璃の周囲に配置するＰＣの役やく割わりも決まってくる。

　少しよう佐さことハウントは歴れき戦せんのオーヴァードとして。

　イフリートことラハブは、人間ではない……魔人として。

　瑠璃にさまざまな世界観を与あたえるだろう。

　足りないのは〝人間の意見〟。だがそれは加か納のうくんに担たん当とうしてもらえばよい。




　さまざまに妄もう想そうを走らせ、私はメモを増ふやしてゆく。

　そして──プレイの日は訪おとずれた。







◆Preplay01◆四人目のＰＣ




　第０話収録から約二週間。

　前回参加の三人に、加納くんを加えた四人はセッション会場に集まっていた。




ＧＭ：はーい、今日から加納くんが加わります。皆みなさん仲良くしてくださいねー。

若わか林ばやし：わー！　加納さんだー！　デザイア以来ですね！

加納：どもっす！　第０話の流れは聞きましたよ！　矢や野のさんがひどいことをしたって！

若林：そうなんですよ！　いきなり何もかも奪うばわれました！

天てん：若林さん、最後の方かなり泣きそうでしたもんね。

若林：もう、ホントに別れが辛つらくて。稲いな葉ばさんがいなかったら号泣してました。「初対面の方の前で泣いたら引かれるぞー！」って耐たえたんですよ。

稲葉：そうだったのか（笑）。

ＧＭ：ふっふっふ、それだけ思い入れをもってもらえれば幸いです。……ちなみに天と加納くんには瑠璃、ハウントと同じだけの経けい験けん点てん38点を使ってキャラを作ってもらいました。

天：その経験点でラハブを作り直してきましたよ。だいぶ弱くなってしまいましたがね！

若林：〝スナッチャー〟に喰くわれたり、聖せい杯はいに吸すわれたりしましたからねー。

加納：こっちは新キャラです。ハンドアウトを見て調節しますよ。

ＧＭ：ではここからＧＭ口調で。……最初にトレーラーとハンドアウトを読み上げよう。




　白金の雨が降ふる。針しん葉よう樹じゆの森に、凍こおった川に、雪の横たわった山々に。

　細く鋭するどい雨が降る。小さな少女の思いと共に。




　北ほく欧おうの小国、アロタニア。

　水にまつわる遺い産さん、ルサールカの存そん在ざいする国で事じ件けんは起きる。

　あり得ない長雨に、みずから変わりゆく国土の姿すがた。この事件に遺産が絡からんでいると判はん断だんしたＵＧＮは、新生ナイトフォールの派は遣けんを命令する。




　ぎこちなく走り出したチームが出くわすのは、無数の悲しみとひとかけらの希望。

　悪意と善ぜん意いが入いり乱みだれる檻おりの中、そのまなざしは何を見み据すえるのか。




『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ』第一話

「In the Platinum Rain」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




若林：おおおおお、北欧の小国！　いいっすねえ！

天：ルサールカか。凶きよう悪あくな伝説が多いんだよなあ。有名なのはドヴォルザークの歌か劇げきか。

稲葉：『ジゼル』なんかにも登場してる水の精霊だな。後はこの〝みずから変わりゆく国土〟ってのが気になる。なんだそれは（笑）。




●瑠璃用ハンドアウト

ロイス：スエミ　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：懐かい旧きゆう／ネガティブ：不安

　キミを隊長としたＵＧＮ対たい遺い産さんチーム、ナイトフォール。その出しゆつ撃げき命令が下された。

　場所はアロタニア。なんでもその国では今、「土地がみずから形を変える」という異い常じよう事じ態たいなのだという。これに遺産が絡からんでいると断だんじたＵＧＮは原げん因いん究きゆう明めいと封ふう印いんを指令した。

　スエミとはその国、アロタニアで出会った。どこからともなく現あらわれ、やけに懐なつくレインコートの少女。一度も会ったことのない彼かの女じよに、キミはなぜか懐かしいものを感じるのだった。




若林（以下、瑠璃）：懐かしい……？

ＧＭ：スエミは見た目八歳さいくらいの金きん髪ぱつの少女。元気で好こう奇き心しんいっぱい、やんちゃ大好き。

瑠璃：本ほん格かく的てきに子供だ。でもミッション中にそんな子供に懐かれても困こまるな。

ＧＭ：その通りだね。彼女がどう絡んでくるかはオープニングのお楽しみかな。




●ハウント用ハンドアウト

ロイス：東雲しののめ　　　推奨感情　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：隔かく意い

　キミはアロタニアに来ている。金きん獅じ子し騎き士し団だんが動いている、そういう情じよう報ほうを得たからだ。

　情報は真実だった。この国に来てキミの見たもの、それは騎士団の下位エージェントと〝遺い産さん破は壊かい者しや〟東雲の戦いだ。キミはこの国の異い変へんが遺産がらみであることを確かく信しんした。




天：金獅子騎士団！　遂ついに来たか！

ＧＭ：そりゃあ、あんなに面おも白しろい設せつ定てい投げられたら拾うよ！

稲葉（以下、ハウント）：喜んでくれてなによりだ（笑）。

天：下位エージェントってのがいいですね。上位は騎士として名前があるのかな。

ハウント：そうだな……。チェスの駒こまはどうだろう？　雑魚ざこはポーン、上位エージェントは駒にちなんだ名前がつき、総そう長ちようはグランドマスター。チェスの称号でもあるしね。

ＧＭ：おおつながった！　じゃあその設定で！

ハウント：そして私のロイスは東雲か。騎士団時代は敵てきだったのだろうな。

ＧＭ：敵だろうなあ。何せ収しゆう集しゆうするべき遺産を次々と破壊して回るので。

ハウント：今は微び妙みような立場だな。敵にする意味は無いが、味方かもわからない。ふうむ。

加納：あのう、ところでＧＭ。東雲って……やっぱりあの東雲ですか？

ＧＭ：ふっふっふ、その東雲だねえ。

瑠璃：なに、今のやりとり？

加納：東雲って……、自分がＧＭのデイズに登場させたキャラなんですよ。

一同：ええええええええええええええええええええっ!!

加納：しかも、そっちではＰＣたちの師し匠しよう役やくというか。導みちびく役割なんですよね。

瑠璃：あの東雲が!?

ＧＭ：確たしかにデイズだとそういう立ち位置だよね。

加納：だよねって……、ど、どういうことなんですか矢野さん!?

ＧＭ：どうもこうも設定通りだよ。〝フリーランスで、各かく組そ織しきからは要注意人物と目されている〟ってデイズでも言ってたじゃないか。視し点てんの違ちがいだよ、ふふふ。

加納：なんかその笑いが信用できない……（笑）。




●加納正顕用ハンドアウト

ロイス：強羅瑠璃　　　推奨感情　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

カヴァー／ワークス：高校生／ＵＧＮエージェント

　キミはＵＧＮ対遺産チーム、ナイトフォールの新人だ。

　二年前崩ほう壊かいしたというチームは、強羅瑠璃を中心に復ふつ活かつするのだという。

　瑠璃とキミとは繫つながりがある。彼女がナイトフォールに入る前、訓練につきあったのが歳としの近いキミだったのだ。あのころから瑠璃はどう変わったのだろうか。不ふ甲が斐いないようならば自分が隊長を代わってやろう。




ハウント：なんという嚙かませ犬ハンドアウト！（笑）

天：全力で嚙ませになれ、と言っている！（笑）

加納：実はこれ、自分が希望したんですよ。この面子めんつだったら、嚙ませが映はえると！（笑）

瑠璃：でもこれは……嚙ませっていうより友達？

ＧＭ：そうそう。瑠璃に常じよう識しき的てきなことを言える人がいたほうがいいかなと思って。

瑠璃：あ、それはうれしい。

加納：うす、ではちょっとそっち方向もできるようにキャラを調節しますね。




●ラハブ用ハンドアウト

ロイス：ルサールカ　　　推奨感情　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：不ふ快かい感かん

　二年前より、キミは契けい約やくに基もとづいて瑠璃のサポートをしている。人間の世界のことはわからないこともあるが、瑠璃の活動は遺産がらみ。同じ存在たるキミにはちょうどいい。

　そして今、キミはアロタニアにいる。白金色の雨が降ふる国で、キミは自分と同じ存在と出会った。ルサールカと名乗るその水人形はつたない自じ我がで告つげる。この国から出て行け、と。




天（以下、ラハブ）：いいねえ、ルサールカ。ワタシのロイスにふさわしい。

ＧＭ：なにせイフリートだからな。同じ存在がいいと思って。

ラハブ：雨の降りしきる中、人間ではない美少女と邂かい逅こうするワタシ。んんー、いいね。

ＧＭ：え……？

瑠璃：いいシチュエーションだね。ちょっと鳥とり肌はだが立つ。

ラハブ：そうでしょう、そうでしょう。どんなロマンスが進行するのか楽しみだ。

ＧＭ：いや、あの……？（美少女なんてどこにも書いてないんだけど）

加納：北ほく欧おう系けいの美少女なんでしょうね、きっと。うらやましい！

ラハブ：ははは、これが０話でボスをやった報ほう酬しゆうだよ加納クン。口く説どき文もん句くは何がいいかな。「ボクの熱い炎ほのおを、キミの氷で鎮しずめて欲しい」。これかな。

ＧＭ：…………まあいいか。




　この勘かん違ちがいがどうなるか。顚てん末まつは後のお楽しみ。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では今回から瑠璃に追加されるデータを解説しよう（紙を配る）。




▼強羅瑠璃用追加データ

　Ｄロイス複製体、およびユニークアイテム・聖杯を取得。聖杯のデータは以下の通り。

・聖杯

　分類：その他　必要経験点：なし

　救世主の血を受けたと呼ばれる杯。現在は瑠璃の身体となっている。瑠璃が願い、タイタスをひとつ昇華することで、奇跡をひとつ顕現させる。この能力は本キャンペーンの間三回まで使用できる。三回使用すると、瑠璃はその次のシナリオのエンディングで死亡する。

　このアイテムを所持している限り、瑠璃はＤロイス以外の固定ロイスを持てない。




瑠璃：聖せい杯はいがデータに！

ＧＭ：うん、Ｄロイスとユニークアイテムというふたつで表ひよう現げんしてみた。

加納：なるほど、複ふく製せい体たいか。本体を奪うばわれたからコピー扱あつかいになるんですね……。

ＧＭ：そうそう。ちなみにコピーするエフェクトだけど、ハヌマーンのエフェクトが推奨。なぜならばカルディナ隊長のシンドロームだから。

瑠璃：──っ！　うん、それは本当にうれしい。隊長の力を宿して戦おう。

ハウント：そう言えば、聖杯の身体からだに声がしみ通るとか演えん出しゆつしてたな。狙ねらってたのか（笑）。

ＧＭ：まあ、その辺は（笑）。そしてもうひとつはユニークアイテム〝聖杯〟。

ラハブ：奇跡！　顕けん現げん！　こりゃあ天下が取れる能のう力りよくやでぇ……！

ＧＭ：なんでエセ関かん西さい弁べんなんだよ（笑）。０話そのままの能力だよ。リバウンドはあるけど。

瑠璃：使用回数は「キャンペーンで三回」か……。

ハウント：使い切っても、〝次のシナリオの最後に死ぬ〟なんだな。挽ばん回かいするチャンスがあるわけか。いや、むしろ使い切らそうというＧＭの思おも惑わくか？（笑）

ＧＭ：ふっふっふ（笑）。しかしペナルティもある。聖杯の身体は所しよ詮せんかりそめの身体。徐じよ々じよにほころびが出てくる。どこに出るかというと……だんだん記き憶おくがなくなる。というわけで──瑠璃は固定ロイスを持つことができない！




　通つう常じよう、キャラクターは三つの固定ロイスを持つ。前のセッションで取得したロイスを選び、持もち越こすのだ。それは記憶の連れん続ぞく性せいを意味する。だが瑠璃は──その連続性を保たもてないのだ。




加納：お、恐おそろしい……！　身体も絆きずなも奪うばって、さらに思い出まで奪うつもりか……！

ＧＭ：全部忘れると言うより、大切だと思っていても「なぜ大切なのか」という理由を忘れてしまうとか、そんなイメージかな。ロイスを改めて結ぶことで思い出せるけれど。

ハウント：ああ、枠わくはそのままなのか。

ＧＭ：その通り。なので実はデータ的なペナルティは無いんだけど、人一倍ロイスを大切に思ってくれる若林さんなら、十分ペナルティになるかなと。

瑠璃：（素すに戻もどって）超ちよう怖こわいよおおおおお！　あたしの、あたしのプレイングに関かかわる！　き、記録！　何かに記録しておかないと！

加納：恐おそろしいお人だ、矢野俊しゆん策さく……！

ＧＭ：そしてもうひとつ、ハウントと金獅子騎士団について。

ハウント：こちらもか。

ＧＭ：せっかく投げてもらったので、ライバルだけ設定を追加した。ハウントの実弟で、名前をレオンハルト・キャラハン。

ハウント：実弟ときたか。なるほどな。

ＧＭ：いろいろ悩なやんだ結果、近しい人物がいいなあと（笑）。野心家の弟ということで。

ハウント：了りよう解かいだ。会える日を楽しみにしていよう。

ＧＭ：ではキャラクター調節をしてもらおう！　今回から全員Ｄロイス解かい禁きんで！




▼強羅瑠璃

「自分は強羅瑠璃。ナイトフォールの隊長。我われ々われは遺産を封ふうじ、世界を護まもる。それが託たくされた使命だ。……そのために、自分もこの命を使う」




瑠璃：ナイトフォール隊長の強羅瑠璃。この二年でいくつもミッションをこなし、死線を越えて自分を鍛きたえてきた。もう二度とあんなことを起こさないように。

ＧＭ：おお、ずいぶん雰ふん囲い気きが違ちがう。いやエンディングではこんな感じだった気もするけど。

瑠璃：二年間で甘あまえを抜ぬいた。ただそれだけのこと。

ＧＭ：なるほど。では成長の報ほう告こくを。

瑠璃：まず設定されたＤロイス複製体の効こう果かで《吠ほえ猛たける爪つめ》を取得。隊長の遺のこした〝音〟を爪や牙きばに込こめる。これで装そう甲こう無む視しが可か能のうになった。

加納：キュマイラの唯ゆい一いつの弱点が埋うまった……！

瑠璃：後は《フルパワーアタック》のレベルを４に。残り３点は余あまり。

ラハブ：攻こう撃げき力りよくがごりっと伸のびましたねぇ。間ま違ちがいなくパーティの最大火力。

ＧＭ：ピュアブリードは成長早いからな。

瑠璃：そしてロイスは──無い。固定ロイス欄らんはＤロイスがぽつんとひとつだけ（笑）。

ＧＭ：ふっふっふ、そういう仕様ですことよ（笑）。

瑠璃：このＧＭは（笑）。……で、二年前からクセをひとつ増ふやした。常つねにレコーダーを持って、音声メモを残す。なるべく記憶を劣れつ化かさせないために。

ラハブ：ああ、欠落が出ても復ふつ帰きさせるためにですか……。

瑠璃：少しでもできることはしないと。



















▼ハウント

「ハウント、階級は少佐だ。……私にとって、二年前の事件はひとつの契けい機きでしかない。その前も、後も、やることは変わらないな。ただ復ふく讐しゆうあるのみだ」




ハウント：次は私だな。この二年間も変わらず騎士団を追っている。

ＧＭ：瑠璃のことはどうする？

ハウント：気にはかけているだろう。なにせ聖杯だ。おそらく任にん務む中に顔を合わせたり、こちらに時間のあるときは修しゆう練れんにつきあったりもしている。だが常に共にいるわけではないな。

瑠璃：うん。適てき度どに離はなれている方が、自分も危き機き感かんをもって強くなろうとすると思う。

ハウント：また、私はできるだけ瑠璃を最前線に出さないように進言していたことにする。本来、彼女は戦わせるべきではない。最重要機密だからな。ただ──。

加納：ただ？

ハウント：瑠璃は聖杯を使いこなさねばならない。そうでなければ彼女は死ぬ。そういった意味では彼女を実戦で鍛きたえるのは有ゆう効こうだ。難むずかしいところだがな。

瑠璃：少佐……。

ＧＭ：では成長したデータの報告を。

ハウント：Ｄロイス復ふく讐しゆう者しやを取得した。併せて《ラストアクション》を取得。

加納：それしかないっ、ってくらいぴったりですね。

ハウント：基き本ほんは支し援えんだが一発だけ大火力、というコンセプトだ。後はイージーエフェクトの《超ちよう越えつ者しやの眼がん力りき》を取得した。自分の能力に合っているからな。

ラハブ：なるほど、確かにハウントの能力っぽい（笑）。



















▼加賀美志津香かがみ・しづか

「わたくしはＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いんがひとり、加賀美義よし彦ひこの娘むすめ志津香。父のため、母のため、わたくし自身のため。護まもってみせましょう、この世界を」




加納：ＵＧＮ幹かん部ぶの娘、加賀美志津香です。コードネームは〝コメットウィッチ〟。シンドロームはバロール／ブラックドッグ／エンジェルハィロゥのトライブリード。ＵＧＮ中枢評議員のひとりを父に持つ、要ようはお嬢じよう様さまキャラです。

ハウント：ほう、エリートお嬢様か。

加納（以下、志津香）：一いち人にん称しようがわたくし、語ご尾びに「ですわ」が付くお嬢様です（笑）。

ラハブ：なるほど、非ひの打ち所がないお嬢様キャラですね（笑）。

志津香：父の理想、つまりＵＧＮの理想を信じて疑うたがわず、心の底から世界のために戦うキャラクターです。正せい義ぎ感かんと使命感は飛とび抜ぬけて強いです。その代わり融ゆう通ずう利ききません（笑）。

ハウント：柔やわらかくなるまでもう少し時間がかかるか（笑）。

志津香：力を使うと周囲に白い星──魔ま眼がんが浮うかびます。それとウォーハンマーを組み合わせることで、重力を発生させて戦場をコントロールする。Ｄロイスは業わざ師しを選びました。

ラハブ：（データを見て）カバーリングその他便べん利り系けいたくさん！　これはありがたい！

志津香：でもわたくしは、自分のことをアタッカーだと思っておりますの（笑）。

ラハブ：こ、これはっ！　嚙かませの気配！

志津香：そう、ぶっちゃけて言うとオープニングで負けたいのです！（笑）

瑠璃：え、えーと、どうしよう（笑）。

ＧＭ：まあオープニングで判断すればいいんじゃないかな（笑）。



















▼ラハブ・アブド＝アルマリク

「ワタシは主あるじゴウラ・ルリの願いを叶かなえる魔ま人じん。種族はイフリート、指ゆび輪わの魔人とも呼ばれます。もっとも、主の命めいが無い時は現げん代だい社会を満まん喫きつさせてもらっていますが。……あ、ルリ。このテレビですがもっと新しいものになりませんかねぇ？」




ラハブ：中東の遺い跡せきにいた炎の魔人にして、指輪の魔人。種族はイフリート、真しん名めいはラハブ・アブド＝アルマリク。今はルリの僕しもべとして、主の願いを果たすべく共にいます。

瑠璃：二年間、ラハブだけは一いつ緒しよにいたんだよね。

ラハブ：そのようですね。あなたの願いである、「自分についてきて」を叶かなえ続けてます。……けれど、ただ諾だく々だくと従したがっているわけではありません。

瑠璃：え？

ラハブ：ワタシの最終目的は自由になること。ソロモンの指輪無き今、ルリが三つの願いを叶えれば自由の身ですからね。何かにつけて願いを叶えるように言いますよ。

ＧＭ：ちなみに自由になったらどうするの？

ラハブ：もちろん好き勝手に生きますよ。その時の気分に応おうじて気ままに力を振ふるいます。

瑠璃：それは──放置できないな（笑）。

ラハブ：え、言いません？　最後の願い。

瑠璃：言わないよ。

ラハブ：そんなこと言わずにさくっと。スナック感覚で、こう。

瑠璃：言わないって（笑）。

ラハブ：仕方がない。では出番がない時はルリの部屋で好きにさせてもらいますよ。

ＧＭ：魔人の姿すがたで？

ラハブ：いえいえ、これでもワタシのカヴァーは〝アラビアン美少年〟なのです。人間形けい態たいは十二歳さいほどの、褐かつ色しよくの肌はだを持つ美少年ですよ。黒い巻まき毛げの。

志津香：アラビアン！　美少年！（笑）

ハウント：相変わらずすごい言こと霊だまだな、天くんは（笑）。

ラハブ：シンドロームはサラマンダー／ウロボロス。Ｄロイスは起き源げん種しゆです。今は主のために尽つくしますよ。暇ひまな時はスマートフォンでゲームとかしてますけどね（笑）。

瑠璃：え、それってこっちのお金？

ラハブ：でしょうね（笑）。あー、ルリー？　あのゲーム買っていいですかー？

ＧＭ：ただの居い候そうろうだ！（笑）



















▼ＰＣ間ロイス

ＧＭ：では最後にＰＣ間ロイスを決めよう。順番はハンドアウト配った順で。

瑠璃：じゃあ自分から少しよう佐さに。……んー、ポジティブは連帯感。あの遺跡から生きて帰ってきた唯ゆい一いつの人だし。ネガティブは隔意。自分とは価か値ち観かんが違ちがう。

ハウント：確たしかにＵＧＮの連中とは根本的に意い識しきが違うな。

瑠璃：それでもつながりは感じている、というイメージです。

ハウント：了解だ。次は私から志津香くんだな。

志津香：そうですわね。父親がらみで知り合っていてもおかしくないかと。

ハウント：では顔見知りということにしよう。その上で感情は──感服と侮蔑かな。素す晴ばらしい素そ質しつを持っている。……サポーターとして（笑）。でも正しく認識していない。

志津香：ちょっ!?　少佐！（笑）

ラハブ：あの便利系満まん載さいのエフェクトを見れば、確かにそう思いますね（笑）。

志津香：ではわたくしからラハブ……。さすがに初対面かしら。

ラハブ：ルリと久ひさしぶりの再さい会かいなのだとしたら、会う機会はなさそうです。

志津香：では第一印象を先にロイスとして決めておきましょう。……ポジティブは好こう奇き心しん、ネガティブは憤懣ですわね。

ラハブ：いつもは無む為いに過すごしているだけですからね（笑）。では最後にワタシからルリ。

瑠璃：そうだね、ラハブは自分のことをどう思ってるの？

ラハブ：とりあえず一回はダイスを振ふってみましょう。……親近感と脅威。

瑠璃：親近感か。それは同じ家に住んでいる家族みたいなものだけど。

ラハブ：あ、ちなみにワタシ家事などしませんので（笑）。

瑠璃：それは期待してない（笑）。

ラハブ：もう片方の脅威は聖杯に対して持っていることにしましょう。あまりにも強い力ですからねえ。

瑠璃：…………。

ＧＭ：……よし、では全員決まったところでメインプレイに移い行こうしよう。





Ｄロイス　ディスクリプトロイスの略。そのキャラクターの特殊な設定をロイス枠を使って表現する。

《吠え猛る爪》　武器を振動させて、装甲を貫くハヌマーンのエフェクト。

Ｄロイス復讐者　その名の通り、誰かに復讐を誓っていることを表すＤロイス。

《ラストアクション》　倒れる間際に強引に行動するノイマンのエフェクト。

《超越者の眼力》　威圧によって相手を無力化するエフェクト。

Ｄロイス業師　エフェクトを使用する才能に長けていることを表すＤロイス。

Ｄロイス起源種　みずからに宿るレネゲイドがより古いものであることを表すＤロイス。












　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆雨滴したたる北国で

Scene Player ─── ハウント




　北ほく欧おうの小国アロタニア。大国ロシアと国境を接せつした小さな小さな国。

　その一角、針しん葉よう樹じゆの林の中でハウントは気配を殺し、息をひそめていた。

　仮か面めん越ごしの視し線せんが射い貫ぬくのは、〝遺い産さん破は壊かい者しや〟の戦い──。




ＧＭ：ではハウントのオープニングから。アロタニアにいるところからだ。

ハウント：そう言えば聞きき逃のがしていたが、この国はどういう国なんだ？

ＧＭ：簡かん単たんに言うと、小さくて貧びん乏ぼうで弱い国。

志津香：ひどい答えですわね！（笑）

ＧＭ：事実なんだよ（笑）。場所はロシアと隣りん接せつし、北極海にほど近い小国。

ハウント：バルト三国とか、そんなイメージか。スカンジナヴィアとか。

ＧＭ：もっともっと小さい国だね。土地も人間も乏とぼしいし、十年ほど前までは独どく裁さい者しやに支し配はいされていたから産業はまったく育っていない。北国特有の天てん然ねん資し源げんすらない。

ハウント：本格的に不ふ憫びんな国だな……。

ＧＭ：で、ハウントは細い細い雨が降りしきる中、林に身を隠かくしているところからスタート。

ハウント：了解だ。北極海近くて雨だから、今は夏か？

ＧＭ：いや、秋。十一月を想定している。でも天気は雪ではなく雨だ。

ハウント：なんだと？　雪ではなく、雨？

ＧＭ：れっきとした異常気象だね。これは後のシーンで説明する。今はハウントの状じよう況きようから。

ハウント：そうだな。まず侵しん蝕しよく率りつを上げるか。

ＧＭ：ハウントが見み張はっているのは戦せん闘とう。片かたや黒くろ髪かみ眼鏡めがね、コートを着た蛮ばん刀とう使つかいの東洋人。背せ中なかにはコート越ごしに太陽の紋もん章しようが輝かがやいている。片や、装そう備びも服ふく装そうもバラバラの男たち数人。

ハウント：…………蛮刀だと？　東雲は武ぶ器きなど使っていなかったはずだが。

志津香：ちなみにデイズでも武器は使っていませんでしたわよ。

ハウント：わからんな。ともあれ樹きを背せにしつつ鏡で状じよう況きようを見よう。……ふむ、騎き士し団だんのポーン級エージェントか、と考えながら。

ラハブ：悪役が高みの見物というわけですねぇ（笑）。

ハウント：否ひ定ていはしない（笑）。

ＧＭ：しないのか（笑）。……戦いは東雲の圧あつ倒とう的てき優ゆう位いに進む。騎士団のエージェントはそれぞれ武器や能力を駆く使ししてせまるが、東雲はそのすべてを蛮刀で止める。

ハウント：さすがだな。ポーン級では相手にもならない。

ＧＭ：ちなみに蛮刀に触ふれた炎ほのおや雷かみなりはまるで空間に溶とけるように消えて無くなる。

瑠璃：やっぱり、ただの刀じゃないのか……。

ＧＭ：東雲は数合にひとりのペースで、騎士団のエージェントを倒たおしてゆく。見る間にエージェントは数を減へらし、数分後には全ぜん滅めつだ。逃にげようとしたヤツにもとどめを刺さして。

ハウント：危あぶなげなく勝利か。面おも白しろくもないな。

ＧＭ：──と、東雲の蛮刀が声を発する。「おい、東雲。気づいているんだろう？」

ハウント：なに!?　知性ある剣インテリジエンスソードだと!?

ラハブ：……どうやら、アレはワタシの同どう輩はいのようですねえ。

ＧＭ：剣けんは続ける。「おい、早くしろ。もっとオレに獲え物ものをよこせ」と騒さわぐ剣を「……黙だまれ」の一言で止める東雲。そして殺さつ気き混まじりの視し線せんがハウントを貫つらぬく。

ハウント：気づかれていたか。

ＧＭ：そこまで甘あまい相手じゃないね。

ハウント：ふむ、姿を現あらわそう。……こんな北国まで出てくるとは、まったく神しん出しゆつ鬼き没ぼつだな。

ＧＭ：東雲は鋭するどい目でハウントを睨にらみつつ言う。「ＵＧＮか」

ハウント：ハウントという。キミがこの国に来た理由は……聞かずとも明白か。

ＧＭ：「私の目的はひとつしかない」

ハウント：〝遺産破壊者〟の名は伊達だてではないな。……せっかくだ、ひとつ聞いておこう。キミの剣は一体何だ？　どうやらただの剣ではないようだが。

ＧＭ：その問いには剣が答える。「オレを知らない？　ならよく聞け、このオレこそ伝説に謳うたわれし──」だがそこで東雲が「黙れ」と一言。剣は「プシュー」と止まる。

志津香：あらあらあら（笑）。

ラハブ：案外力弱い剣ですねぇ。いや、東雲の方が強いのか？

ＧＭ：さあね。「これは道具だ。それ以上でもそれ以下でもない」と返す東雲。そして一方的に言う。「ＵＧＮならば伝えるがいい。遺産──ルサールカが動き出しているぞ」

ハウント：ルサールカ、北欧とロシアに伝わる水の精せい霊れいか。

ＧＭ：「そんな、簡かん単たんなものではなさそうだがな」と言うと背を向けてその場を後にする。

ハウント：去ったか。ルサールカの話、どうやら本当のようだな。




　雨の中、屍しかばねをさらす騎士団のエージェントを見下ろし、ハウントはつぶやく。

「後はヤツらがどこまで食くい込こんでいるか、か」

　騎士団の動きは早い。早急に手を打つ必要がある。果たして──間に合うか。

　不安を計算で塗ぬりつぶしつつ、ハウントもまたその場を後にした。







◆Opening02◆期待の新人

Scene Player ─── 志津香




　ターゲットマーカーが流れるように撃げき破は済ずみのマークへと変わってゆく。

　ＵＧＮ某ぼう支し部ぶ、トレーニングルーム。トライ中のエージェント加賀美志津香は愛用のウォーハンマーを振ふり回まわしながらほくそ笑んだ。

　──これほどの記録、誰だれが抜ぬけますの？




ＧＭ：次は志津香のオープニングだ。テレーズから招しよう集しゆう命令を受けるシーンを想定しているんだけれど、どこで受けようか。

志津香：うーん、それじゃあこういうのはどうです？　まずわたくしが今の支し部ぶでトレーニングをしているのです。仮か想そう戦せん闘とうとかができるような。

ＧＭ：ふむ。ではバーチャルバトルプログラムに挑ちよう戦せんしてる感じかな？

志津香：はい、それで。愛用のウォーハンマーの周りに〝星〟を浮うかべ、次々と目もく標ひようを打うち砕くだいていきますわ。自分の動きも重力で制せい御ぎよしているので、まるで滑すべるように。

ＧＭ：外では「これは──80点台を超こえるぞ」「レベル[image: ]ですよ!?」という会話が。

志津香：外野の台詞せりふを聞きながら、ふふんと鼻で笑いますわ。80点台？　わたくしの目標はもっと高くありますのよ！　──三星展てん開かい！




　裂れつ帛ぱくの気合いに応じ、三つの白い星が引力を発生させる。

　見えぬ波にさらわれるかのごとく、ターゲットマーカーが志津香のもとへと集まり──。




志津香：そこに加速したウォーハンマーを。白く輝かがやく一いち撃げきでまとめて粉ふん砕さいしますわ。

ラハブ：（外野になって）「なんという、美しい一撃だ……」

ハウント：（同じく外野になり）「これが、コメットウィッチ……」

ＧＭ：「記録……92ポイント！　すごい！」

瑠璃：この支部、加賀美志津香ファンクラブみたいになってる（笑）。

志津香：しかしわたくしは納なつ得とくしません。……この流れでしたら、もう３ポイントは稼かせげましたわ。まだまだです。と、手で後うしろ髪がみをばっと流して言いますわ。

ＧＭ：ではそこに支部のエージェントが……。

志津香：執事が来ますわ。名前は石つわ蕗ぶき。

ＧＭ：ではそれで（笑）。「お嬢様、テレーズ・ブルム様から連れん絡らくが入っております」

志津香：中枢評議員の？　……繫つなげてちょうだい。ただし秘ひ匿とく回線で。

ＧＭ：「了解いたしました」と、志津香は秘匿回線用の部屋にやってくると、画面には白はく衣い姿すがたの少女が映うつっている。肩かたにはフクロウ。テレーズだ。
















志津香：お久ひさしぶりですわね、ブルム中枢評議員さま。

ＧＭ：「テレーズで結けつ構こうよ。ご無ぶ沙さ汰たしているわね、志津香」と流りゆう暢ちような日本語で。

ハウント：さすが天才少女だ。

ＧＭ：「さて、今日はひとつ指令を持ってきたわ。あなた、ずっと前から遺産関連の部ぶ署しよにつきたいと希望を出していたわね」

志津香：ええ、今でも変わりませんわ。

ＧＭ：「あなたの希望──叶かなえてあげられそうよ」

志津香：ふふ、待っておりましたわ。……と両手の甲こうであごを支ささえて笑います。

ＧＭ：「ナイトフォールって知っている？　二年前まで存在した対遺産チーム」

志津香：ええ、もちろん。でもあのチームは消しよう滅めつしたと聞きましたわ。……まさか!?

ＧＭ：「そう、再さい結けつ成せいされるの。……再結成、と言えるかどうかはわからないけれど」

志津香：どういうことですの？

ＧＭ：「今回のナイトフォールは前回とは規き模ぼが違ちがう。たった四人のチームよ。それにメンバーはほぼ入いれ替かえ。同じチームとは言えないわ」

志津香：であれば……なぜその名前に？

ＧＭ：「リーダーの意向なのよ。前ナイトフォール最後の生き残り。貴方あなたも知っているはずね。……強羅瑠璃、彼女が新隊長よ」

志津香：瑠璃！　と目を開く。……わたくしは瑠璃さんがＵＧＮに入ってから、ナイトフォールに入るまでの知り合いだったということにしたいのですが、いかがでしょう？

瑠璃：では最初の先せん輩ぱいだったということに。

ＧＭ：確たしかに志津香の方がＵＧＮ歴れきは長そうだし、いいかも。

志津香：ではそれで行きましょう。ナイトフォールに呼ばれてからは交流ができなかったということで。……多少の悔くやしさもあったのかもしれませんわね。

ハウント：なるほど、後こう輩はいに追おい越こされた感覚か。

志津香：はい。では首を振ふってテレーズに向き直りますわ。……なるほど、彼女が。

ＧＭ：「そう。だからあなたに声をかけたの。彼女をサポートできる人材としてね」

志津香：光栄ですわ。……もっとも、サポートだけで収おさまるかはわかりませんが。

ＧＭ：「……ん、何か言った？」

志津香：いいえ。ではこの加賀美志津香、改めてナイトフォール参入の件、承うけたまわりましたわ。

ＧＭ：「ありがとう」とテレーズはうなずき、「すぐにミッションに取りかかるわ。今から日本支部に来てちょうだい。ブリーフィングを行なうから」と言う。

志津香：承しよう知ちしました。……執しつ事じ、用意なさい！　と髪かみをなびかせて出て行きますわ。

ＧＭ：了解。では一度シーンを切ろう。







◆Opening03◆瑠璃の見る夢ゆめ

Scene Player ─── 瑠璃




　夢ゆめを見ていた。そうであると分かってしまう儚はかない夢を。

　まどろみの中で瑠璃を迎むかえるのはかつての仲間。

　この幸せはもう手に入らぬのだと悟さとりながらも、瑠璃は安あん堵どする。

　──まだ、自分は彼らを思い出せるのだと。




ＧＭ：次は瑠璃のシーン。キミは夢を見ている。それは昔の、訓練中の記憶。厳きびしかったけど、皆みなが可愛かわいがってくれた楽しい記憶だ。鳴神と腕うで立たて伏ふせ競きよう争そうをしたり、ミカエラとかくれんぼしたり。

瑠璃：ふとその夢から目を覚まして言う。……まだ、覚えていられた。

志津香：せ、切ない……っ！

瑠璃：反射的に音声メモを吹き込む。




「自分は強羅瑠璃。世界を護まもる──ナイトフォールの生き残り」




瑠璃：そしてため息が、ひとつ。

ＧＭ：いい演えん出しゆつだ。では場所は瑠璃の家だね。

ラハブ：家ならばワタシも登場しましょうか。空中に寝ねそべりながら、瑠璃を見下ろします。……やれやれ、起きるなり録音ですか。毎朝毎朝大変ですね。
















瑠璃：……ラハブ。

ラハブ：ほほう、今朝けさは覚えていましたか。

瑠璃：冗じよう談だん。ラハブのことを忘わすれたことはない。……ここでラハブにロイスを取る。

ラハブ：失しつ敬けい失敬。では、今日のルリの予定を読み上げましょうかね。えー、今日の予定は…………ワタシに小こ遣づかいをあげる（笑）。

瑠璃：そんな約やく束そくはない（笑）。

ラハブ：いや、ルリが忘れているだけでしょう。アナタは残念ながらそういう身体からだに……。

瑠璃：だったらその手帳を見せて。

ラハブ：………………、あー……。

瑠璃：やっぱり！（笑）……ま、小遣いくらいならあげてもいいけど。

ラハブ：マジですか!?　やった！　言ってみるものですね！（笑）

瑠璃：はい五百円。

ラハブ：足りない！　全然足りないですよ！（笑）

瑠璃：いらないの？

ラハブ：あ、超ちよういります。

ＧＭ：安いな、イフリート……！（笑）

瑠璃：でも小遣いいるの？　魔人は食べないし、眠ねむりもしないのに。

ラハブ：ふふふ、そこは浅はかなところですよ、ルリ。

瑠璃：なに、急に。

ラハブ：ワタシはアラビアに生まれ、人間に触ふれて素す晴ばらしいものを知りました。食の快かい楽らく、眠りの快楽、恋こいの快楽。そして酒の快楽。そう、つまり文化という果実が──。

瑠璃：ラハブは酒飲んだらダメでしょ。子供なのに。

ラハブ：ル、ルリ？　いや、ワタシは外見はともかく、百歳をとうに越えて──。

瑠璃：ダメ。（指輪を指して）これ、冷れい蔵ぞう庫こに入れるよ。

ラハブ：は、はい。

志津香：タジタジですわね（笑）。

ハウント：違ちがう意味での主人になりつつあるな（笑）。

ラハブ：ああ、ところでルリ。……三つ目の願いは決めましたか？

瑠璃：────まだ。

ラハブ：うーむ、まだですか。……こう、さくっと決められませんか？　そのためならタイタス全部切って叶かなえますよ。

ＧＭ：そ、そこまでするの!?

ラハブ：しますよ。それが指ゆび輪わの魔ま人じんというものです。

志津香：でもそれ、ジャームになるか滅ほろぶかのどちらかですわよ……？

ラハブ：気にしませんよ。命に頓とん着ちやくなど無いですからねぇ。縛しばられないことの方が重要です。

瑠璃：…………当分願うつもりはないから。

ラハブ：はぁ、がっかりです。期待はしますよ。

瑠璃：…………。

ＧＭ：──では、その時。突とつ然ぜん瑠璃の両りよう眼がんに激げき痛つうが走る。

瑠璃：っ!!

ＧＭ：まるで熱した鉄を流ながし込こまれたかのような、眼がん球きゆう自体が燃もえているかのように熱く、痛いたい。そしてそれが──再ふたたび唐とう突とつに治おさまる。

ラハブ：ルリ、どうしましたか？

瑠璃：治まった……。なんだったの……？

ラハブ：それはこちらが聞きたいことですよ。

ＧＭ：そしてそこに瑠璃の携けい帯たい端たん末まつが鳴る。──テレーズから、新しいミッションの招しよう集しゆうだ。

瑠璃：（真剣な顔になって）ラハブ、仕事よ。

ラハブ：やれやれ。……承知しました、ご主人様。







◆Opening04◆ブリーフィング

Scene Player ─── ラハブ




　ＵＧＮ日本支部三十三階、第七会議室。

　この部屋は今この時よりその名を変える。ナイトフォールブリーフィングルームへと。




ＧＭ：ではブリーフィングのシーンだ。シーンは日本支部の一室だ。

志津香：それでは少しシーンを作っても？　瑠璃さんとの再会をやっておきたくて。

瑠璃：なるほど。では登場で。ラハブも一いつ緒しよかな。

ラハブ：でしょうね。ではワタシも登場、瑠璃の隣となりで退たい屈くつそうにしています。

志津香：では後からわたくしが入ってきますわ。音を立てて扉とびらを開いて。

瑠璃：振ふり向むくけど──覚えているかな？

ＧＭ：顔と名前は思い出せるだろう。ただ細こまかいところは──。

瑠璃：ロイスが必要か。いや、ここは一旦取らずに行く。（かすかに笑って）志津香さん、久しぶり。

志津香：その一言に目を開いて驚おどろきますわ。……えっ？　瑠璃さん、ですの？

瑠璃：見ての通り、強羅瑠璃だよ。どうしたの？

志津香：いえ……、この数年でずいぶん印象変わりましたのね。見み違ちがえましたわ。

瑠璃：いろいろあったからね。……ナイトフォールにようこそ。

志津香：ええ、これでようやくあなたと肩かたを並ならべられましたわ。……それで、こちらは？

ラハブ：（丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎして）ラハブです。以後お見知りおきを。契約によりこちらのルリにお仕つかえしています。この姿すがたですが、本来は炎ほのおの魔人・イフリートです。

志津香：ま、魔人……？

瑠璃：縁あって、少しね。……と言って０話の経けい緯いを話す。

志津香：それは、また、なんとも。……絶ぜつ句くするしかないですわ。あまりにも壮そう絶ぜつすぎて。

瑠璃：そういうことで、ラハブもナイトフォールに参加するんだ。

ラハブ：まあ、ワタシはルリの命めい以外を聞くつもりはありませんがね。

志津香：事じ情じようはわかりましたわ。……その上で瑠璃さん、わたくしは決けつ闘とうを申もうし込こみます！

瑠璃：決闘？　なぜ？

志津香：わたくしたち、これからチームになりますのよ？　互たがいの実力を知ることは有ゆう意い義ぎのはずです。また、あなたがこの数年でつけた力を見せてもらわねばなりません。…………というのは名目で、あわよくばアタッカーを代わろうと思っているのですが（笑）。

ＧＭ：まあそうくるよな（笑）。

瑠璃：でも直ちよく接せつ戦うわけにはいかないし、それはどうするの？

志津香：バーチャルバトルのポイントで競きそうのはいかが？　……要ようはここでわたくしよりズバーンと高い点数を出して、心を折って欲しいのですが（笑）。

ハウント：なるほど、そのためのオープニングだったのか（笑）。

志津香：そういう狙ねらいです（笑）。……あれならば数すう値ち化かして見られるでしょう？

ラハブ：ではルームに入ると、ワタシがさくっとレベルを[image: ]くらいにセット（笑）。

志津香：えっ!?（笑）

瑠璃：[image: ]で大だい丈じよう夫ぶかな。この間壊こわしそうになったけど。

ラハブ：ならば今日は最さい大だい値ちの１０００にしておきますか。

志津香：あの……レベルを倍ぐらい間ま違ちがえておりません……？

瑠璃：確かに、２０００あるとちょうどいいんだけど。

志津香：に、２０００……？

ＧＭ：面白いし、演出だけど判はん定ていをしてみようか。侵しん蝕しよく率りつは特別に上げなくていいや。

瑠璃：それなら《完全獣化》をして狼おおかみになりつつ──、ダイス12個で達たつ成せい値ちは46。

志津香：ダイスの数が違い過すぎます（笑）。では口を半開きにして見ていますわ。

瑠璃：まだまだだよ。鳴神さんは右手一本で軽く満点出してたし。

志津香：ナイトフォール、一体どんなチームですの……？

瑠璃：そういうチームだったんだよ、志津香さん。……それでも全ぜん滅めつした。

志津香：今その恐おそろしさを垣かい間ま見みましたわ……。

瑠璃：だから志津香さん、アタッカーをやるならその覚悟が必要だ。

志津香：う……。見抜いておりましたの。そうですわね。アタッカーの夢は──。

瑠璃：諦める？

志津香：一時だけ、諦めますわ（笑）。

ラハブ：やれやれ、負けん気の強い方ですねぇ。

ＧＭ：というところで、改めてシーンを進めよう。キミたちがブリーフィングルームに戻もどると、テレーズが到とう着ちやくしており、後ろのモニターにはハウントの姿が。

ハウント：通信で登場か。では侵蝕率を上げよう。

瑠璃：少しよう佐さ、お久ひさしぶりです。

ハウント：ああ、キミも無事で何よりだ。

ラハブ：まず「無事」と言うところがあなたらしいですね、ハウント。

ハウント：瑠璃は特とく殊しゆな立ち位置だからな。……お前こそ、まだ瑠璃の隣にいたのか。

ラハブ：今の主は、最後の願いをなかなか叶えてくれないものでしてね。

志津香：そこに割わって入りますわ。……少佐、お久しぶりです。

ハウント：キミは──加賀美家のお嬢じようさんか。ずいぶん大きくなったな。

志津香：数年来ですもの。これから同じチームとしてよろしくお願いしますわ。

ＧＭ：ではそこでテレーズがパチンと手を鳴らす。「集まってくれてありがとう。まず新生ナイトフォールはこの五人からスタートするわ。追ってバックアップの人員などは増ふえるだろうけど、まずはよろしく。……チームリーダーは瑠璃」

瑠璃：（黙だまって大きくうなずく）

ＧＭ：「サブリーダーにハウント。ラハブは瑠璃のサポートを、志津香はＵＧＮとの繫つながりをメインに担当する。指令は私が出すわ」

ハウント：了解だ。

志津香：承うけたまわりましたわ。

ラハブ：ワタシはルリの僕しもべとして参加いたしましょう。

ＧＭ：テレーズはひとつうなずく。「早速だけど、ミッションよ」と彼女が言うと、全員の中心にホログラフモニターが出てきて世界地図を映うつす。さらにそれが拡かく大だいしてロシアの隣となりの小国をポイント。「今回はこのアロタニアに飛んでもらうわ」

ラハブ：途と端たんに眉まゆをしかめます。……世界の果てじゃないですか。しかも寒い。

ＧＭ：「このアロタニアで、今考えられないような事件が起きているの。これを見てちょうだい」と言うと、ホログラフモニターが山を映し出す。雨の降る山だ。

志津香：なんの変へん哲てつもない山ですわね。

ＧＭ：と、その時。画面が揺ゆれたかと思うと──そのまま山が立ち上がる。

一同：えええええええええええええええええええええええええええっ!?

ＧＭ：ただ動くだけではなく、山がそのまま人間形になってズシンズシンと歩く感じ。

志津香：ひ、人!?

ハウント：ダイダラボッチとか、そういう存在か……？

ＧＭ：山は数歩──と言っても数キロはあるけど──歩くと、そこで再び山の姿に戻る。

瑠璃：……これはいつの画像ですか？

ＧＭ：「一週間前のものよ。異変が起き始めたのは三週間前」と補ほ足そくします。

瑠璃：そんな前から……。

ＧＭ：「山だけじゃないわ。川の流れも、木々の生え方も、アロタニアという国土のあちこちでこういった地形の変化が起きている。そう、まるで国全体が生き物のように」

志津香：ちょっと言葉になりませんわね……。

瑠璃：現地の人たちの被ひ害がいは？

ＧＭ：「人的被害は今のところ出ていない、と報告を受けているわ」

ラハブ：この規き模ぼで被害が無い？　それも不自然に感じますねぇ。

ＧＭ：「アロタニアは人口が極度に少ないからかしらね……」

瑠璃：どういうことですか？

ＧＭ：「この国、アロタニアはひとりの独どく裁さい者しやによって支配されていたの。彼の暴ぼう虐ぎやくに耐たえかねた国民が革かく命めいを起こし、現げん政せい府ふを作った。それが十年前」

ハウント：もしや、その後経けい済ざい的てきに失速したとかそういう話か？

ＧＭ：その通り。ルーマニアとかに近いかな。「アロタニアには何もないわ。外国の支し援えんも受けられず、産業も人間もいない。国外に避難すらできないのよ」

瑠璃：支援してくれる国も、助ける場所を用意してくれる国もないのですか。

ＧＭ：「アロタニアにもＵＧＮ支部はある。でも国民全員を逃にがすようなことはできないわ」……下手すると内ない政せい干かん渉しようになりかねないからね。

ハウント：難むずかしい問題だな。……しかしよくこんな国にもＵＧＮ支部があるものだ。

ＧＭ：「その答えは簡かん単たんよ」とテレーズはため息混じりに言う。「打うち倒たおされた独裁者はオーヴァード……いや、ジャームだったの」

志津香：あ──！　なるほど、それで──！

ＧＭ：「そう。革命側は決死の覚かく悟ごでＵＧＮに接せつ触しよくしてきたの。だから繫がりがあるのよ」

ハウント：ただ衝しよう動どうのみで行動する独裁者……。想像したくもないな。

志津香：オーヴァードの力を悪用して、無む辜この民たみを苦しめるなど許ゆるせるものではありません。

ラハブ：しかし、その独裁者とこの異変とに関かん連れん性せいはあるのですか？

ＧＭ：「あるわ。もともと、その独裁者は遺産を抱かかえていると言われていた。革命後、発見はされていないのだけれど。……それでハウントに先行調ちよう査さを頼たのんだのだけれど」

ハウント：テレーズ、キミの予想は当たっていた。こちらで〝遺い産さん破は壊かい者しや〟、及および他た組そ織しきのエージェントと接せつ触しよくしている。遺産がらみであることは間ま違ちがいない。

瑠璃：東雲が……。

ハウント：彼は言っていた、「ルサールカが動き出している」とね。

ラハブ：ふむ……、北国に伝わる水の精せい霊れいでしたか。人を引ひきずり込こむという。

ＧＭ：「ルサールカは独裁者が所持しているという遺産の名前だったはずよ。水を操あやつるという噂うわさのみが伝わっているけれど」

志津香：水……。

ＧＭ：「では、正式に命令を下すわ」とテレーズは言う。「ナイトフォールは速すみやかにアロタニアに赴おもむき、遺産ルサールカの発見と封ふう印いんを」

瑠璃：アロタニアの人たちは？

ＧＭ：「……遺産封印の方が優ゆう先せん順位は上よ」

瑠璃：余よ力りよくで助けるのは自由と受け取っても。

ＧＭ：「……！　そう、そうね。その通りよ」

瑠璃：ならば、遺産封印とアロタニア救出双方を目的とする。──各員はそのつもりで！

一同：了りよう解かい！




　かくて、新生ナイトフォール最初のミッションが始まった──。










　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆水と死の精せい霊れい

Scene Player ─── ラハブ




　細い細い、白金色の雨に打たれてラハブは鼻を鳴らした。

　アロタニア。聞いたこともないようなこの国は、いちいちラハブの勘かんに障さわった。

　まず第一に寒い。第二に雨が止まない。そして何よりも──。

　延えん々えんと拒きよ絶ぜつの気配を漂ただよわせてくるのだ。国に潜ひそむ何者かが。




ＧＭ：さてミドルフェイズ最初のシーンは早速アロタニアだ。シーンプレイヤーはラハブ。

ラハブ：ワタシからですか。では何もないアロタニアの大地でワタシはつぶやきましょう。

瑠璃：ん？

ラハブ：………………寒い（笑）。

一同：当たり前だああああああああああああああああああっ!!

ラハブ：なんですかこれ！　なんですかこれ！　冷れい蔵ぞう庫こより寒いじゃないですか！

ハウント：これでもマシな方だ。普ふ通つうだったら吹雪ふぶいてもっと寒い。

志津香：ああ、雨が降ふっているだけ暖あたたかいのでしたわね。

ラハブ：そんなこと関係ありませんよ！　ワタシには十分以上に寒いのです！　ああああああ、前に瑠璃に冷蔵庫に入れられた時より寒いいいいいいいいい！（笑）

ＧＭ：そんなことしてるのか（笑）。

瑠璃：ラハブのしつけには主に本体の指ゆび輪わを使ってるから（笑）。

ＧＭ：まあいいや、ちょっと状じよう況きようを説明しよう。ブリーフィング後、ラハブは瑠璃、志津香と共にアロタニアにやってきた。ＵＧＮ専せん用よう機きでの到とう着ちやくだ。

瑠璃：さすがＵＧＮ。

ＧＭ：ナイトフォールは緊きん急きゆう性せいの高い用よう件けん多いから、チャーターくらいはするよ。そしてアロタニアに着いたわけだが、その途と端たんにラハブには声が聞こえる。

ラハブ：声？

ＧＭ：かすかに、脳のう裏りに響ひびくような声。内ない容ようはわからないが、拒きよ絶ぜつの意い志しだけは感じられる。

ラハブ：ほう？　これがルサールカというわけですか。

ＧＭ：その声は都市部よりも森に近づくほど強くなる。

ラハブ：ならば正体を確たしかめに行きましょう。気軽にひとりでほいほいと出かけます。

ＧＭ：了りよう解かいだ。では瘦やせた森をラハブは歩く。空港も街もみすぼらしいが、森も例外じゃない。寒さに耐たえうるはずの針しん葉よう樹じゆも傷きずだらけのものばかり。立たち枯がれしている樹きも多い。

ラハブ：砂さ漠ばくに住んでいたワタシが言うのもなんですが、これはひどい。

志津香：そうですわね……。

ラハブ：これではネット通販も使えないではありませんか。

一同：………………え？

ラハブ：コンビニも無い。エアコンもない。携けい帯たいの電波だって届とどかない。……ああっ。

瑠璃：「ああっ！」じゃない！　すっかり文明に毒どくされて！（笑）

ラハブ：この二年間、ワタシは東京に居いたんですよ？　もう砂漠なんかに戻もどれませんよ。

志津香：どこが炎ほのおの魔ま人じんですの、この方は……（笑）。

ＧＭ：ラハブの堕だ落らくはともかくとして（笑）。生命力のない森に分け入っていくと、声はだんだんと大きくなってくる。……行き着く先は小さな泉いずみ。

ラハブ：さて、何が待っているのか。

ＧＭ：泉から立ち上がるのは透とう明めいな水人形。輪りん郭かくこそ人間だけれど、顔には目も口も鼻もなく、向こう側が透すけて見えている。そんな人形が泉から、周囲の水たまりすべてから現あらわれて口々に言う。「帰れ……、帰れ……」と。

ラハブ：……………………え？

ＧＭ：いやだから、水人形が帰れコールをしてくるよ。

ラハブ：みず、にんぎょう？

ＧＭ：水人形。向こう側が透けて見えている。多少コポコポ言ってるかも。

ラハブ：ルサールカ？　妖よう精せい？

ＧＭ：そうだね、炎の魔人たるキミにはこれが同種のものだということはわかるだろう。おそらくこれがルサールカ、ないしはその一部だ。

ラハブ：美少女じゃ、ない……？

ＧＭ：無いね。

ラハブ：…………。

ＧＭ：…………。

ラハブ：なあんで美少女じゃないのよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

ＧＭ：そんなこと、一言も書いてないだろおおおおおおおおおおおおおおおおっ！




　一同、大だい爆ばく笑しようである。




ラハブ：妖精っていったら美女か美少女だろ！　なんで水人形なんだよ！（笑）

ＧＭ：ハンドアウトに最初から水人形って書いてあるじゃん！　勝手に勘かん違ちがいしたんだろ！

ラハブ：噓うそ!?　──あ、ホントだ！　〝美しい〟とか一言も書いてない！（笑）ででででも！　つたない自じ我がだけど段だん々だん人の心を覚えてきて、「ありがとう、貴方あなたのおかげで人の心を」っていうストーリーなのかと思うじゃん！

ＧＭ：キミ、そんなに人の心がわかるキャラじゃないだろ（笑）。

ラハブ：ホントだ────！　全部吹ふき飛とべチクショ──────ッ！（笑）




　錯さく乱らんするアラビアン美少年。




ラハブ：お前も！　お前も！　お前も！　みんな燃もやし尽つくしてやる──っ!?（笑）

ＧＭ：勝手に勘違いしただけなのになあ（笑）。では水人形は炎ほのおに打うち砕くだかれながら言う。「この地は我われらのもの」「炎の眷けん属ぞくはこの地を去れ──」「我らが邪じや魔まをするな──」

ラハブ：ううううるさあああああああああああああああああああい！（笑）

ＧＭ：はい（笑）。では水人形はすべて壊こわれ、もうもうとした蒸じよう気きが立ち昇る。それでもかすかに、「この地より、去れ……」と聞こえる。

ラハブ：ふう、ふう、ふう。命を聞くつもりはありません。ワタシの主はルリひとりです。

ＧＭ：「────」そう撥ね付けると、無む駄だと悟さとったのか声は消える。

ラハブ：戻もどろう。（空を見上げて）空むなしい、戦いだった──。

瑠璃：最後だけかっこつけて締しめるな！（笑）







◆Middle02◆レインコートの少女

Scene Player ─── 瑠璃




　ラハブが森で荒あらぶっていたころ。瑠璃は居いなくなった彼かれを捜さがしていた。

「なんでいきなり迷まい子ごになるかな……」

　炎の魔人はまるっきり子こ供ども扱あつかいであった。




ＧＭ：では次のシーン。……えー、ラハブがいなくなった（笑）。

ラハブ：そういえば誰にも行き先を告げてませんでしたね（笑）。

瑠璃：は～、仕方がない。少しよう佐さと志津香さんには断ことわりを入れて捜しに出よう。

ＧＭ：では白金色の雨の中、瑠璃はアロタニアの首都に出てきたわけだが──。




　街はあまりにも寂さびれていた。

　建物は薄うす汚よごれているのを通とおり越こし、壊こわれかけている。店らしい店はほんのわずかで、しかもまともに営えい業ぎようしているようには見えない。露ろ天てんで雨ざらしになっている作物はしなびている上に数が少なかった。道行く人は少なく、その目には生気が無い。




瑠璃：首都がこれ……か。

ＧＭ：東京なんかとは比くらべるべくも無い。設せつ備びはあるけれど、それらのほとんどは稼か働どうしていない。それが余よ計けいに停てい滞たいの空気を醸かもし出だしている。

ハウント：なるほど、独どく裁さい者しやが作ったものがそのまま残っているのか。

志津香：傷きず痕あと未いまだ生々しく、ですわね。

ＧＭ：というわけで、そんな寂れた街に瑠璃が出てきたところから。

瑠璃：とりあえずレコーダーに記録。……ラハブ、迷子。

ラハブ：それを覚えておく意味は!?（笑）

瑠璃：クセみたいなものだから（笑）。……さて、あの子はどこに行ったのか。

ＧＭ：ラハブを捜しつつ市場を過すぎ、路地に入ったその時。──ふと背はい後ごに前のシーンで現あらわれたのと同じ水人形が立っている。

瑠璃：なんだこれは？　……とりあえずは身み構がまえようか。

ＧＭ：水人形はゆらゆらと揺ゆれつつ瑠璃を目のない顔で見つめている。なんか、迷まよっているみたいにも見える。そして「あなたは、いったい……何？」と声が。

瑠璃：……いや、何と言われても。

ＧＭ：そしてゆっくりと水人形が形を変える。まるで瑠璃を覆おおうように。

瑠璃：む、拳こぶしを作る。攻こう撃げき、なのか？

ＧＭ：瑠璃が構かまえて待ち受ける。そして両者が接せつ触しよくしようとしたその時──。




「だめだあっ！」

　響ひびいたのはまだ舌した足たらずな少女の声。

　途と端たん、水人形は本来の自分を思い出したかのように崩くずれ、元の水へと戻もどった。




瑠璃：今度はなんだ？　声の方を見る。

ＧＭ：視し線せんの先には真っ白な……雪のようなレインコートを着た女の子がひとり。フードからは光こう沢たくのあるブロンドがあふれており、顔立ちは北ほく欧おう少女特有の線の細い感じ。
















瑠璃：ああ、将しよう来らい美人になりそうな。

ＧＭ：そうそう。ただし、その顔に浮うかんでいるのはやんちゃさだけど。

瑠璃：子供？　……と思わずつぶやく。

ＧＭ：すると彼かの女じよはにっこりと笑い、とことこと歩いてくる。そして瑠璃の脚あしやら腰こしやらをバンバンと叩たたく。「姉ちゃん！　危あぶなかったな！」

瑠璃：……もしかして、助けてくれたの？

ＧＭ：「うん、そう、かな？　……まあ、アイツも悪いやつじゃないんだよ！」

瑠璃：アイツ？　……あー、お嬢じようちゃんの名前は？

ＧＭ：そう言われると、女の子はぐいと胸むねをはって言う。




「あたしはスエミ！　──神様だ！」




一同：神様ぁ!?（笑）

志津香：え、ええと、日本のギャグ、かしら（笑）。

ハウント：ここに来てそれは無いだろう（笑）。

瑠璃：あー、これは、……知ってるな。この空気、すごく知ってる（ラハブを見る）。

ラハブ：ワタシは炎の魔人です（笑）。

ＧＭ：「姉ちゃんは！　姉ちゃんの名前は？」と言うスエミ。

瑠璃：ん？　強羅瑠璃、瑠璃だよ。

ＧＭ：「そっかー、瑠璃かあ！」とニコニコ顔。

瑠璃：なぜだかやたら懐なつかれてるな（笑）。……あー、その、神様っていうのは何？

ＧＭ：「神様は…………神様だ！」

瑠璃：誰だれかに神様って言われたの？

ＧＭ：「……？」（首をかしげる）

瑠璃：あ、ダメだ。この子ホントに子供だ。難むずかしい話はできない。

志津香：苦労しそうですわね（笑）。

瑠璃：…………なら、《ワーディング》を使用する。

一同：えっ!?

瑠璃：〝神様〟が引っかかるし、登場の仕方も気になるし。なにより手っ取り早いから。

志津香：そ、それはそうですが。

ＧＭ：了りよう解かい。では視し界かい内の白と黒が反転するかのような景け色しきの中、スエミには何の変化もない。「おー！　おー！　全部逆！　全部逆だ！　姉ちゃんすっげえ！」と喜んでいる。

瑠璃：オーヴァードか……。即そく座ざに《ワーディング》は解かい除じよ。

ＧＭ：「おお、終わった。……リンゴ食うか！」と、ポケットから小さめのリンゴが。

瑠璃：ありがとう。……ええと、スエミって呼よべばいい？　それとも神様の方がいい？

ＧＭ：「スエミ！　スエミで！」と飛とび跳はねる。「姉ちゃんはどこから来た？　髪かみ黒いな！　肌はだもちょっと違ちがうな！　すげえ！」と言いながらペタペタ触さわってくる。

瑠璃：一度に質しつ問もんするのが子供だ（笑）。えーと、スエミのお父さんやお母さんは？

ＧＭ：「……それ、なに？」

瑠璃：父母を知らない……？　とりあえず質問変える。どこから来たの？

ＧＭ：「あっち！」

瑠璃：これもダメか（笑）。

ＧＭ：「瑠璃は？　姉ちゃんは何しに来た？」

瑠璃：ん？　自分は……あー、男の子を捜しててね。

ＧＭ：「男の子？　どんな？」

瑠璃：肌が浅黒くて、変に上から目線で話す男の子。

ラハブ：……ルリがワタシをどう思っているか、よくわかりますよ（笑）。

ＧＭ：スエミは、んー、と考えた後に「なんか……熱いヤツか!?」と言う。

瑠璃：あ、うん、熱いよ。

ＧＭ：「もしかしたらアレか？」と指さす方向には、水すい蒸じよう気きの柱はしらが立ち昇っている（笑）。

瑠璃：あれだ。間ま違ちがいなくあれだ（笑）。……ありがとう、スエミ。

ＧＭ：「よかったな！」とスエミは笑う。「じゃああたしは帰る！」

瑠璃：助かったよ。……また会える？

ＧＭ：「お……？　会う！　会うぞ！　明日あした！　明日！　この時間な！」

瑠璃：うん、明日のこの時間ね。約やく束そくする。

ＧＭ：そして「じゃあな！」と手を振った後、スエミは背せを向ける。途と端たん、彼女の足下の水たまりが奇き妙みような波は紋もんをみせたかと思うと──彼女の姿はかき消える。

瑠璃：やっぱりオーヴァードか……。もう一度会う約束をしておいてよかった。

志津香：そのための約束でしたのね。

瑠璃：うん、皆みなにも後で話す。……とりあえずラハブを回かい収しゆうしないと。

ＧＭ：ではそこでシーンを切ろう。







◆Middle03◆ＵＧＮアロタニア支し部ぶ長ちよう

Scene Player ─── ハウント




〝朽くちた宮きゆう殿でん〟。それが、その建物を見たハウントの第一印象だった。

　贅ぜいをこらしたであろう装そう飾しよくははぎ取られ、美しかったはずの壁かべや階かい段だんは手入れ不足で黒ずんでいる。──かつてこの国を支し配はいした独どく裁さい者しやの玉ぎよく座ざ。現、アロタニア大だい統とう領りよう府ふである。




ハウント：だいぶ遅おくれたがＵＧＮ支部にアクセスしなければな。

ＧＭ：了解。では瑠璃たちと合流して、全員でＵＧＮアロタニア支部に行くところからスタートしよう。キミたちが案内されたのはアロタニア大統領府。

瑠璃：大統領府？

ＧＭ：その最さい奥おうで五十を越こえた偉い丈じよう夫ぶが落ち着いた笑えみで出で迎むかえる。「ようこそ。私わたしはマクシーム・クルスプカヤ。ＵＧＮアロタニア支部長であり、アロタニア大統領だ」

志津香：……え？　大、統、領？

ＧＭ：大統領。アロタニアで一番偉えらい人。兼けんＵＧＮアロタニア支部長。加えて革かく命めいの英えい雄ゆう。

志津香：えええええええええええええええええええええっ!?

ハウント：〝アロタニアはＵＧＮの協力を得て革命を成なし遂とげた〟。なるほど、筋すじは通るな。

ＧＭ：そういうこと。ちなみに大統領はオーヴァードではないよ。

ラハブ：ほう、人間が超ちよう人じんを倒たおしたわけですか。然しかり然り、物語とはそうでなくては。

瑠璃：こちらも挨あい拶さつを。……ナイトフォール、強羅瑠璃以下四名、ただいま到着しました。

ＧＭ：「ああ、キミたちには期待しているよ。……しかし、思ったよりも若わかいチームだな」

瑠璃：問題はありません。ご安心を。

ＧＭ：「なに年とし寄よりのひがみだ。オーヴァードに年ねん齢れいは関係ないということは知っている」

ハウント：本部から、アロタニア支部は全面的な協力をすると聞いておりますが？

ＧＭ：「ああ、約束しよう。……そもそも遺い産さんルサールカは、かつてこの国を支配していた独裁者・クラインが所持し、研究していた代しろ物ものだ。本来は我われ々われの仕事なのだからな」

ハウント：ジャームだったそうですな。研究もしていたと。

ＧＭ：「その通りだ。我々は革命後、遺産ルサールカを捜した。だが今に至いたるまで見つからなかった。……そしてキミたちの手を借りることになってしまったのだ」

瑠璃：大統領。ルサールカが、三週間に動き始めたことに心当たりは？

ＧＭ：「残念ながら無い。国内に独裁者の勢せい力りよくはいない。いたとしても刑けい務む所しよの中だ」

志津香：…………逆に言うと刑務所の中にはおりますの？

ＧＭ：すると大統領は渋しぶい顔になる。「確たしかに当時の研究のすべてを知るものがひとりいる。先さき程ほど言ったとおり、刑務所の中にな。だが……」

瑠璃：何か不都合が？

ＧＭ：「得え体たいが知れないのだ。我々も情報を引き出そうとしたが、すべて失敗に終わった──彼の名前はフライシュマン。〝教きよう授じゆ〟と呼よばれている」

ハウント：ほう……。面会許きよ可かをいただきたい。よろしいかな？

ＧＭ：「わかった、キミたちならばいいだろう」と、その場で一筆面会許可証を書いて渡わたす。

ラハブ：フットワークの軽い御ご仁じんですね。なかなかの器うつわだ。

ＧＭ：「こちらからもひとつ頼たのみがある。今、我々は地形変化に対たい応おうするために支し部ぶ員いんと地形学者に、変化後の地形を調べさせている。こちらにひとり、人員を割さいてもらいたい」

ハウント：地形変化はどちらにしても見ておきたいところだ。断ことわる意味は薄うすそうだな。

瑠璃：そうですね。……お受けします、大統領。

ＧＭ：「礼を言おう」

瑠璃：そして先に伝えておきます。自分は今回、被ひ害がいを少なくするために尽じん力りよくします。

ＧＭ：「それは……？」と大統領は眉まゆをひそめる。ＵＧＮ本部からナイトフォールは遺い産さん封ふう印いんのために来ると伝えられているからね。

瑠璃：最さい優ゆう先せんするべき事じ項こうは遺産対たい処しよです。ですが被害が広がってよいはずがない。だからこそ、自分は被害の減げん少しようも視し野やに入れて行動します。

ＧＭ：……大統領はわずかに目を伏せる。「我らにとって、この国はかけがえのないものだ。いかに小さく、いかに厳きびしい国であろうとも、我らが生きて死ぬのはこの大地」




　静かにつぶやかれる言葉には、痛いたいほどの愛あい情じようが込こめられている。

　愛国心。国を想うが故ゆえに王を倒たおした。英雄の言葉だ。




ＧＭ：「瑠璃くん。キミの言葉、アロタニア大統領としてうれしく思う。ありがとう、そしてよろしく頼たのむ」そう言って大統領は、大きな手を差し出す。

瑠璃：こちらこそよろしくお願いします（同じく手を出す）。

ＧＭ：ではふたりが握あく手しゆをしたところで、ここで一いつ旦たんシーンを──。

瑠璃：あ、その前に。大統領たちがいなくなってから、他の皆に話しておきたいことが。

ＧＭ：お、了解。では別室で相談という感じかな。ちなみにアロタニア滞たい在ざい中はナイトフォールもこの大統領府に泊とまることになるから。

ラハブ：なるほど、市街よりはマシですね。

瑠璃：別室に移うつされてから、自分が出会ったスエミについての話を皆みなに。水人形なども。

ラハブ：おっと、ワタシも水人形には出会いましたよ。出会ってしまいましたよ。……出会ったんだよ、コンチクショ──────っ！（笑）

志津香：なんで叫さけんでいますの、この方（笑）。

ハウント：こちらは華か麗れいにラハブをスルーだ（笑）。……その水人形、間ま違ちがいなくルサールカが関かかわっているだろうな。端たん末まつと言ったところか。

瑠璃：少しよう佐さもそう思いますか。

ハウント：うむ。そうなると、瑠璃の出会った少女が気に掛かかるな。

志津香：スエミさん、でしたかしら。

瑠璃：うん。明日、会う約束を取り付けたからもう一度話を聞いてみる。

ハウント：なるほど、いい手を打ったな。

志津香：となると、取れる手しゆ段だんは三つですわね。地形変化調査、〝教授〟に会いに刑務所へ、そしてスエミさんの調査。

ＧＭ：移い動どう時間その他があったので、基き本ほん的てきにそれらは全部明日以い降こうにやることになるよ。

瑠璃：…………ここは三手に分かれよう。状じよう況きようから時間消費は少ない方がいい。

ハウント：ふむ、人選は？

瑠璃：スエミには自分が。〝教授〟のところには少佐。志津香さんは地形変化の護ご衛えいに。

ハウント：……了解した。

志津香：承うけたまわりましたわ。

瑠璃：ラハブは──自分と一いつ緒しよに来て。あなたにもあの子を見てもらいたい。

ラハブ：了解ですご主人様。まあ、この国では見るものもありませんからな。

ＧＭ：では決まったところでシーンを切ろうか。







◆Middle04◆大地のうねり

Scene Player ─── 志津香




「──本当に、静かな国ですのね」

　車しや窓そうから雨に濡ぬれるアロタニア国土を見ながら、志津香は思わずそうつぶやいた。

　地形変化調ちよう査さ隊たいの車の中。すでに二時間は走っているが、確かく認にんできた民家は数えるほど。

　どこまで行っても荒あれ果はてた、みすぼらしい大地。それがアロタニアという国だった。




ＧＭ：では順にいこう。最初は地形変化調査のシーン。志津香ひとりでいいんだね？

志津香：ええ。このわたくしの実力、見せて差し上げますわ。

ＧＭ：では調査隊と共に行く志津香。調査隊は車数台、人数にして二十人ほどの規き模ぼだ。学者に役人、それからＵＧＮの護衛、そして志津香といった具合。

志津香：こちらのＵＧＮはどれほどの力ですの？

ＧＭ：全然だね。日本の都市支部以下の戦力だ。

志津香：……国の状況が状況ですもの。理り解かいはできますが……。

ＧＭ：そんなこんなで調査が始まる。地形変化前と後の画が像ぞうを比くらべたりしながらね。

志津香：山が歩いた痕あとなんかは残っていたりしますの？

ＧＭ：そりゃもちろん。足あし跡あとというか大地がへこんでいるよ。クレーター並なみに。ただし……それよりも植物の生え方が不自然なことの方が目立つかな。

志津香：え……？

ＧＭ：動いた山にはいくつもの新芽が芽め吹ぶいている。季節外れのものも多い。

志津香：これも、ルサールカの力ですの……？

ＧＭ：それにはＵＧＮの学者が答える。「はい、すべては水の力です。例たとえば山が動く現げん象しようですが、我々は山そのものではなく、含ふくまれた水分を操そう作さした結果だと考えています」

ハウント：なるほど。水の成分を調節すれば、植物の急速な成長も可か能のうかもしれないな。

志津香：汎はん用よう性せいが高い遺産ですのね。オルクス、ソラリスあたりなのかしら……。

ＧＭ：学者は言う。「そしてもうひとつ、仮か説せつを立てました。……この雨です」

志津香：雨？

ＧＭ：「国土全体に地形変化を起こす前から、雨は降ふり続つづいています。水を国全体に浸しん透とうさせるかのように。つまり──この雨こそがルサールカの一部なのではないかと」

ハウント：そうだ、この時期北極海の側で長雨など降るはずがない……。

志津香：そ、それは！　雨に打たれた人たちがオーヴァード化するようなことは!?

ＧＭ：「いえ、ありません。だから仮説なんです、あくまでも」

志津香：……そうですか……。

ＧＭ：と、そんな風に、調査は進む。地図を書かき換かえながらね。……と、ここで判はん定ていをしてもらおうか。〈知ち識しき〉判定、目もく標ひよう値ちは８。測量学とか、政せい治じ学がくとか、地ち質しつ学がくとか。

志津香：そんな技能、持っているはずありませんわ（笑）。でもわたくし、【精せい神しん】は３ありますの。８くらいなら……（ダイスを振る）。




　テーブルを転がる三つの十面体。そして──。




ラハブ：こ、これは……！

ハウント：見るも無む惨ざんな。

志津香：い、１、２、２!?　達成値２!?　なんですのこれは！（笑）

ＧＭ：久ひさしぶりに聞いたわ、そんな達成値（笑）。では特に気が付くことはなかった。

志津香：気づかなかったものはしょうがありませんのよ！（笑）

ＧＭ：逆ぎやくギレか（笑）。……では調査が終しゆう了りようし、首都へ帰る段だんになって最後のイベントだ。

志津香：なんですの？

ＧＭ：川かわ沿ぞいの道を車で走っている、その時のことだ。突とつ如じよとして車が強い振しん動どうに襲おそわれる。まるで……すぐ側そばで巨きよ人じんが足あし踏ぶみをしたかのような。

志津香：まさか……こんなところで当たりですの!?　いち早く状況を確認します！

ＧＭ：それはオーヴァードのキミであっても信じられない光景だ。




　川が──立ち上がっていた。正せい確かくに言えば、川の水が人形を成なしつつあった。

　水で作られた巨きよ人じんは流れを吸きゆう収しゆうし、見る間にそのサイズを拡かく大だいする。

　二十メートル、四十メートル、いや、もっと──。




志津香：山の次は川ですの!?

ＧＭ：水の巨人は足あし下もとを走るキミたちのことなど気にせずに、大きくその腕うでを振ふり上あげ──大地をえぐる。跳はね上がった土ど砂しやと、巨人から振ふり落おとされた水が調査隊を襲う。……さて、このままでは志津香はともかく調査隊は全ぜん滅めつだ。

志津香：どうにかできますの？

ＧＭ：逃にげるルートを示しめすか、この大だい質しつ量りようを多少なりとも食い止めねばならない。前者は〈知覚〉、後者は一定のダメージが必要だ。

志津香：後者ですわ！　走行中の車の扉とびらを開けて、くるりと屋根に飛とび移うつります。運転手には決してスピードをゆるめないようにと叫さけびつつ！

ＧＭ：「な、なにをするつもりですか！」

志津香：落ちてくるものを弾はじき飛とばします！　七星展てん開かい！




　ケースから引ひき抜ぬいたウォーハンマーの周囲に、七つの白い〝星〟がまとわりつく。




志津香：《瞬しゆん速そくの刃やいば》＋《コンセントレイト：バロール》！　大きくハンマーで弧こを描えがき、星をぶん投げますわ！

ラハブ：学者のひとりが思わずため息をつく。「おお、あれは彗すい星せい……！」

瑠璃：（同じく調査隊になって）「美しい……！」

ハウント：毎回やるのか、それ（笑）。

志津香：ネタに反はん応のうしている暇ひまはありませんわ！（笑）達成値は29！　ダメージは22点！

ＧＭ：おお、一発で抜ぬけた！　二回くらいは攻撃させるつもりだったのに。

志津香：ちなみに一発で抜けなかったらどうなっていたのです？

ＧＭ：ダメージを受けていたよ。かばわないと調査隊に被害が出ていた。

志津香：……よかった。本当によかった……！

ＧＭ：志津香の星が土砂を食い止める。そのトンネルを駆かけ抜け、調査隊は事なきを得た。

志津香：なんとかなりましたわ……。

ＧＭ：そして水の巨人はえぐった大地に沿そって、その身体からだを崩くずしてゆく。……志津香は気が付く。今ので川の流れが変わったことに。巨人の一いち撃げきは、川を整ととのえるものだったらしい。

ラハブ：なんという大だい規き模ぼで大ざっぱな治水工事。

志津香：本当に、この国では何が起こっていますの？

ＧＭ：そう志津香が車の上でつぶやいたところでシーンを変えよう。







◆Middle05◆獄ごく中ちゆうの教きよう授じゆ

Scene Player ─── ハウント




　彼かれはただひとり、そこにいた。

　かつて政せい治じ犯はんという名目で多くの人を収しゆう容ようした、アロタニア中央刑けい務む所しよ。

　古こ城じようを改かい装そうした刑務所の西ブロックは彼ひとりを収容するために使われている。

　フライシュマン。独どく裁さい者しやに〝教授〟と呼よばれた研究者だ。




ＧＭ：次はハウントのシーン。刑務所に行くシーンだね。

ハウント：ふむ、大だい統とう領りようの一筆を見せて、面会許きよ可かが下りていることを伝える。

ＧＭ：では刑けい務む官かんが敬けい礼れいを返して、案内をする。向かうのは最さい奥おうのホールだ。ホールの中央にはアクリルで仕切られた部屋がひとつ。その周りにはこれでもかといわんばかりに監かん視しカメラがあり、さらにその周囲には大量の専せん門もん書しよが積まれている。

ハウント：……ハンニバル・レクター気取りか。

ＧＭ：「風ふ情ぜいですよ。せっかくの機会なので」と答えるのは部屋の中にいる四十過すぎのやせこけた男。スキンヘッドで鷲わし鼻ばな、口には不気味な笑えみをたたえている。

ハウント：気分はどうかね、フライシュマン教授。私はハウント、ＵＧＮのものだ。

ＧＭ：「十分に健康ですよ、仮か面めんの方。貴方あなたのような怪あやしげな人が、一体何の用です？」

瑠璃：怪しげ（笑）。

ラハブ：外見だけ考えれば仕方がないでしょう（笑）。

ハウント：もちろん、ルサールカのことだ。キミが研究していたのだろう、あれを。

ＧＭ：教授はまたか、と肩かたをすくめる。……と、ここでハウントには判はん定ていをひとつ。

ハウント：技ぎ能のうは？

ＧＭ：〈知ち識しき：金きん獅じ子し騎き士し団だん〉。目もく標ひよう値ちは８。

一同：!?

ハウント：これは意外なところから来たな。……達たつ成せい値ちは10、成功。

ＧＭ：──教授の手の甲こうに刻きざまれた入いれ墨ずみは、騎士団に連なる家の紋もん章しようだ。

志津香：騎士団の人間、ですの……？

ハウント：そういうことになる。ならば──ここで《ワーディング》だ。

ＧＭ：おおっ!?　では周囲の監視をしていた人間の目が虚うつろになる。牢ろう内ないは対たい策さくしてあるが、牢の外で使われたら効きいてしまうな。

ハウント：……さて、これで話しにくいことも話せるだろう。

ＧＭ：「ただそれだけで、私が話すとでも？」

ハウント：話すだろう。金獅子騎士団、フェルゲンバウアー家に連なる研究者フライシュマン。キミならば、な。……と、彼にロイスを結び思いだしたことにする。いいかな？

ＧＭ：ＯＫ、面おも白しろい。では教授はいぶかしげな顔になり、そしてわずかに目が開く。「貴方は……、その仮面の下はまさか──」

ハウント：何のことかな。今の私はハウント。──ただそれだけだ。

ＧＭ：教授はしばしの間を置き、肩をすくめて笑う。「どうやら貴方は私の口を開けることに成功したようだ。話しましょう、仮面の同どう胞ほうよ」

ハウント：まず聞こう。独裁者の下で遺い産さんルサールカの研究をしていたというのは本当か？

ＧＭ：「してきましたとも。あれは私の半生をかけて研究してきた〝生きている水〟です」

志津香：あ、さっきの仮か説せつ──。

ハウント：ルサールカ、その正体は水そのものか。

ＧＭ：「ええ、あれは水そのもの。薄うすく白しろ金がねに輝かがやき……、オーヴァードを喰くって成長する」

ハウント：オーヴァードを……喰うだと？

ＧＭ：「そう」ニタリ、と教授は笑う。「特に年とし若わかい子がいい」

ハウント：……相当に実験をした、という顔だな。

ＧＭ：「しました、しましたとも。あの独裁者はルサールカを成長させることに執しゆう心しんでした。そのすべてに私は応こたえた。アレに何人の子こ供どもを食わせたのか、もはや覚えていませんよ」

志津香：この方……！

ハウント：では質しつ問もんを変えよう。そのルサールカはどこから来たのだ？

ＧＭ：「それは私も知りません。アレはアロタニアの遺い跡せきで発見されたのです」

ハウント：そのあたりは他の遺産と同じか。ではその能のう力りよくは？

ＧＭ：「自分を媒ばい介かいに水を操あやつること。ただそれだけです。無む論ろん、操そう作さ範はん囲い、応おう用よう範囲はオーヴァードの比ひではありませんが」

ハウント：例たとえば山を動かしたり、川の流れを変えるようなことも可か能のうか？

ＧＭ：「容易たやすいでしょう。ルサールカならば国土そのものを動かすことも不ふ可か能のうではない」

ハウント：それを独裁者は兵器として使おうとした？

ＧＭ：「その通り。ですが……」教授は首を振ふる。「それは成りませんでした」

ハウント：なぜ？

ＧＭ：「制せい御ぎよできなかったのです。理り論ろんはわかっても、完成させられなかった。そうしている内に独裁者はＵＧＮと現大統領によって倒たおされ、そして私は十年ここにいます」

ハウント：──制御の理論は？

ＧＭ：くくっ、と教授は喉のどを鳴らす。「……聞きたいですか？　ヒドイ話ですよ？」

ハウント：構かまわん。

ＧＭ：「失礼。貴方に安い脅おどしは無意味だったようです」と、教授は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてから言う。「ルサールカを制御する方法はひとつ。その身にルサールカを取とり込こむこと」

ハウント：……つまり、生きている水を飲ませると？

ＧＭ：「正せい解かいです。もっとも、それに耐たえられたものはいません。皆みな例外なくジャームと成り果てました。その後、彼らはルサールカの餌えさとなりましたがね」

志津香：いちいち非ひ道どうなことをしますのね……！

ハウント：いや、彼は合理的だ。クライアントの要求に応こたえつつ、研究を進めている。

志津香：しかし！

ハウント：適てき合ごう条じよう件けんが分からなければ、トライ＆エラーを繰くり返かえすしかない。研究者の視し点てんで言えば、彼を否ひ定ていすることはできない。──ただそれだけだ。

ＧＭ：話を続けよう。「もっとも、我われ々われには結局適合条件は発見できなかったわけですが」

ハウント：ふむ。……筋すじは通るな。制御できていたらやすやすとＵＧＮに討うたれまい。

瑠璃：（眉まゆを寄よせている）

ラハブ：どうしましたルリ。さっきから難むずかしい顔をして。

瑠璃：なんとなく、イヤな予感がする。

ハウント：教授に確かく認にんを取ろう。……現げん在ざいこのアロタニアでは大だい規き模ぼな地形変化が起きている。これはルサールカが制御された結果だと考えて構わないかな？

ＧＭ：「間ま違ちがいなくそうでしょう。国土を変えるなど、アレ以外には不可能だ」

ハウント：──それ以上の心当たりは？




　ハウントの視し線せんが、言葉が、威い圧あつ感かんが濃のう度どを増ます。

　闇やみを発するかのような仮面の男を前に、瘦やせぎすの教授はすげなく首を振ふった。




ＧＭ：「ありません」…………さあ、判定だ！　〈知覚〉か〈交こう渉しよう〉、目もく標ひよう値ちは９！

ハウント：やはり来たか。重要なポイントだな。いざとなったら切きり札ふだも使うが…………、〈交渉〉でぴったり成功だ。

一同：よし！

ＧＭ：ではハウントにはわかる。──彼は噓うそをついている。

ハウント：やはりか。……だが押おす場面でもないな。材料を集めてからまた来るか。

ラハブ：交こう換かん材料があれば話してくれる可か能のう性せいもありますな。

ハウント：《ワーディング》を切ってから言う。……次に面会に来る時には何か本を持ってこよう。希望はあるかね？

ＧＭ：「本よりはモーツァルトの楽曲を。作者の苦く悩のうが伝わるようなものが望みです」

ハウント：悪あく趣しゆ味みな男だ。……だがわかった。意に添そうものを用意しよう。

ＧＭ：と言ったところでシーンを終しゆう了りようしよう。





ハンニバル・レクター　『羊たちの沈黙』に登場する凶悪犯罪者。獄中から主人公を支援する。









◆Middle06◆魔ま人じんと神様

Scene Player ─── 瑠璃




　志津香が川の巨きよ人じんに追われ、ハウントが教授と邂かい逅こうしていたころ。

　瑠璃とラハブは首都のマーケット近辺にいた。スエミとの約やく束そくまではあと少し。

　なぜか──緊きん張ちようが止まらなかった。




ＧＭ：では瑠璃とラハブがスエミに会いに行くシーンだ。ふたりはマーケットの横を抜ぬけて、路地の一角。周囲は相変わらずの雨だ。

ラハブ：さて、来ますかねぇ。その神を騙かたる少女は。

瑠璃：どうだろう。……でもなぜか会える気がする。

ＧＭ：と瑠璃が言ったその時。背せ中なかにべたっと誰だれかが貼はり付つく気配がする。「姉ちゃん！　姉ちゃん！　ホントにいたな！」さらによじよじと瑠璃の背中を登る。

瑠璃：スエミ、約束通り来たな。片かた手てで剝はがそう。

ＧＭ：「来たぞ！　姉ちゃんに会いに来たぞ！　……お？（ラハブを見る）」

ラハブ：……なんですか？

ＧＭ：「おおー！　誰だれだお前！　誰だお前！　なんか熱いな！」

瑠璃：これがラハブ。自分が昨日捜さがしてた子。

ＧＭ：「おー！　ラハブか！」ニコニコとラハブを叩たたく。「あたしはスエミ！　神様だ！」

ラハブ：ハッハッハ、ワタシの前で神を名乗るとは！　ワタシは魔人様です！（笑）

ＧＭ：「まじん？　……まじんなー。そうだなー」

ラハブ：わかっていないでしょう、今のニュアンス！　この、この！（ＧＭの頰ほおをつかむ）

ＧＭ：「にゃんだー！　やるかー！　まじんー！」（ラハブの頰をつかむ）

瑠璃：ラハブ！　数百歳のあなたが、子供と張はり合あってどうするの（笑）。

ラハブ：もしかしたらあの娘も数百年生きているかもしれないじゃないですか。

ＧＭ：「あたしか！　あたしはもうすぐ二歳だ！」

志津香：えっ!?

瑠璃：…………驚おどろいた。逆ぎやくに意外な答えが返ってきた。

ラハブ：二歳、二年前。……なんともイヤな数字ですね。ワタシとルリが出会い、聖せい杯はいを受け入れたのも二年前です。

瑠璃：ああ、そうだね。偶ぐう然ぜんだとは思うけれど……。

ラハブ：どちらにせよ、こんな二歳児じがいるはずはありません。何か理由はあるでしょう。

瑠璃：うん。（スエミに）スエミ、今日は聞きたいことがあるんだ。

ＧＭ：「あたしも！　あたしも聞きたいことがたくさんあるぞ！　姉ちゃんが先！」

瑠璃：ありがとう。……まずスエミは力をどうやって手に入れた？

ＧＭ：「力……？」（首をかしげる）

瑠璃：水に入ったり、水人形を止めたり。

ＧＭ：「あたしは神様だから、最初から使えるよ？」

ラハブ：物心ついたときには使えていた、ということですか。

瑠璃：（渋しぶい顔で）……スエミ、あなたの家に行っていい？

ＧＭ：するとスエミはビクッと震ふるえて言う。「うちはよくない……！　怒おこられる……！」

ラハブ：誰にですか？

ＧＭ：「おとなのひと……！　本当は外に出ても怒られる……」

ラハブ：あなたの家には、子供はあなたしかいないのですか？

ＧＭ：「もういない……。前はいた。でももういない……。今はあたしひとり……」

ラハブ：ふむ、レネゲイドビーイングかとも思いますが、どうにも違ちがうような気もしますね。

瑠璃：スエミ、怒られるのに外に出たのはなぜ？

ＧＭ：「姉ちゃんに会いにきた！」

瑠璃：昨日は？

ＧＭ：「姉ちゃんに会いにきた！」

瑠璃：──待って。自分とスエミは昨日初めて会ったんだよね？　なぜその自分に会いに？

ＧＭ：「姉ちゃんも神様だから！　あたしと一いつ緒しよだから！」

瑠璃：（渋い顔で）ここでも神様、か。

ハウント：彼女の言う神が何を指しているか、が気になるな。

志津香：オーヴァード、ではなさそうですわね。それならばわたくしたちにも反はん応のうするはず。

ラハブ：ちなみにこの小娘はワタシを神とは呼ばないのですか？

ＧＭ：呼ばないね。レネゲイドビーイングを指しているわけではない。

瑠璃：まさか……聖杯？

ラハブ：そうなると、小娘の中にも聖杯かそれに近い力があることになります。

一同：うーん……。

ＧＭ：「なあ姉ちゃん！　今度は！　今度はこっちから聞いてもいいか！」

瑠璃：あ、うん。なに？

ＧＭ：スエミは笑顔で言う。「姉ちゃんは──やっぱりみんなを護まもってるのか？」

瑠璃：え？

ＧＭ：「そうなんだろ!?　姉ちゃんもたくさんの人を護ってるんだよな!?」

瑠璃：確たしかに自分は世界を護るために生きているけど……。

ＧＭ：「やっぱりだ！　姉ちゃんもそうだった！　神様はみんなを護るんだ！」

瑠璃：────!?　…………今、よくないスイッチを押おした。間ま違ちがいない。

ハウント：同感だな。ひとつ、何か段だん階かいが進んだ気がする。

ＧＭ：と、そんなところでふたりには〈知覚〉で判定をしてもらおう。目標値７。

瑠璃：しまった、気を取られている。６で失敗。

ラハブ：ワタシにお任まかせあれ。……達成値13！

ＧＭ：さすが魔人だな。ラハブは気が付く。背はい後ごから、キミですら死を覚かく悟ごするような殺気。

ラハブ：なにっ!?

ＧＭ：とっさに振ふり向むくと、そこには──。




　長いコートをはためかせ、〝遺い産さん破は壊かい者しや〟はすでに宙ちゆうにいた。

　右手には、妖あやしい光を放つ蛮ばん刀とう。かの瞳ひとみが射い貫ぬくのは、ラハブでも瑠璃でもなく──。




ＧＭ：突とつ如じよとして現あらわれた東雲しののめは路地ごと斬きらんとばかりに剣けんを振ふるう。狙ねらいは──スエミ。

ラハブ：ルリ！　と叫さけびながら炎ほのおで視し界かいを覆おおう！

ＧＭ：東雲は気にせず剣を振り下ろす。ラハブの炎は、剣に触ふれるとそこで消しよう滅めつしてゆく。

瑠璃：その隙すきにスエミを抱かかえて飛とび退のく。……できる？

ＧＭ：判定に成功したのでＯＫだ。ギャリン、と耳みみ障ざわりな音がして周囲の壁かべに斬きり傷きずが入る。

ラハブ：こんなところで出会うとは。〝遺産破壊者〟！

瑠璃：東雲……！

ＧＭ：東雲は今気が付いたとばかりに言う。「炎の魔人。そして……強羅、瑠璃か……」

ラハブ：一目でワタシの正体を見み破やぶりますか。さすがと言っておきましょう。

瑠璃：自分はここでロイスを結ぶ。そして東雲についての情じよう報ほうを全部思い出す。……東雲、ずっと会いたかった。お前には聞きたいことがある。

ラハブ：そうですね。〝スレイマンの壺つぼ〟のことも、そしてこの小娘を狙ねらう理由も。

ＧＭ：東雲はふたりを、いや瑠璃を見てからおもむろに後ろに跳とび──逃とう走そうに転じる。

瑠璃：逃にげた？

ＧＭ：ただしその逃げ方はどこか不自然。わかりやすく言うと、追つい跡せきを誘さそっている。

瑠璃：ラハブ！　追えっ！

ラハブ：承しよう知ちしました、ご主人様。……瑠璃の命が出たので、体を炎に変えて追跡します。

瑠璃：──スエミ、自分はヤツを追いかける。ひとりで帰れる？

ＧＭ：「あたしなら大だい丈じよう夫ぶだぞ！　大丈夫だ！」スエミは瑠璃から離はなれてうなずく。

瑠璃：スエミにはもう一度会いたい。……会える？

ＧＭ：「うん、大丈夫だ！　姉ちゃんになら会いに来るぞ！　……また明日あした！」

瑠璃：ありがとうスエミ。

ＧＭ：「気をつけろ」そう言ってスエミは水たまりの中にその身を躍おどらせる。

瑠璃：──また明日。今は東雲を追う！







◆Middle07◆東雲の情報

Scene Player ─── ラハブ




　炎の一ひと筋すじとなり、ラハブは東雲を追跡する。

　かの〝遺産破壊者〟はどうやら郊こう外がいにある廃はい教きよう会かいへと向かっているようだ。

　魔人は鼻を鳴らした。……人の逃げ込む先はやはり〝神の家〟か。




ＧＭ：追跡後のシーンだ。東雲が逃にげ込こむ先は首都から離はなれた場所に建たつ廃教会。

ラハブ：む、教会ですか。では子供の姿すがたを取ってから入りましょう。異い国こくとは言え、神を敬うものたちには同じく敬けい意いを払はらわねば。

志津香：そういうところはしっかりしてらっしゃるのね。

ラハブ：よりどころにしているわけではありませんがね。敬いたいから敬っているまでです。……ああ、教会に入る前に一度《ワーディング》を使っておきましょうか。合図代わりに。

ＧＭ：わかった。じゃあ瑠璃も、それからハウントと志津香もこのシーンは登場可能ということにしよう。今の《ワーディング》を察知して戻もどって来られるということで。

一同：了りよう解かい。

ＧＭ：では廃教会の礼れい拝はい堂どう、その中央には東雲がひとり。「──お前ひとりか」

ラハブ：おっつけやってきますよ、ワタシの主人も。

ＧＭ：と、東雲の剣けんががなり始める。「魔人だ！　魔人だぜ！　こいつはレアもんだ！」

ラハブ：ワタシは初めて見るんですよねコレ。〈知識：遺産〉で正体を推すい測そくできますか？

ＧＭ：そうだね。…………じゃあ目標値15を出せばある程てい度どの情報がわかることにしようか。

ラハブ：さすがに高いですね……。っと、クリティカル。おお、なんと17で成功です。

ＧＭ：おお、やるね。ではラハブが見たところ、出自は中国。あらゆるものを喰くう力を有している。炎だろうと、なんだろうと。

ラハブ：ほう？　トウテツあたりですか？　それにしては刀の姿ですが。

ＧＭ：「ははははははは！　馬ば鹿かを言いやがれ！　オレをあんな小こ物ものと一いつ緒しよにするな！　いいかよぉく聞け、オレの名は陰おん陽みよう魚ぎよ。かの太たい極きよくが片かた割われよ！」

ラハブ：陰陽魚……！　確かに大物中の大物ですね……。

志津香：何者ですの？

ラハブ：太極図という図形を知っていますか？　国旗にも使われている。

志津香：それは、まあ。有名ですわよね。白と黒の組み合わさった。

ラハブ：あれを中国では〝二匹ひきの陰陽魚が絡からんでいる〟と言うのです。

瑠璃：じゃあ、それが本当なら東雲の剣は──。

ラハブ：森しん羅ら万ばん象しようを司つかさどる太極図、その片かた方ほうということです。真実なら、ですがね。

ＧＭ：で、陰陽魚が「東雲！　今すぐ殺せ！　オレに喰わせろ！」とがなるんだけど、東雲は「うるさい」と黙だまらせる。

ラハブ：陰陽魚を黙らせるとは。さすがの〝遺産破壊者〟というわけですか。

瑠璃：──そこに駆かけ込こんでくる！　東雲っ！

ＧＭ：「来たか、強羅瑠璃。……聖杯の子」

瑠璃：聞かせてもらうぞ、この国で何をしているかを。

ＧＭ：「私の目的はひとつだ。……遺産を破壊する」

瑠璃：スエミを狙ねらったのもそのせいか!?

ＧＭ：「そうだ。あの娘を殺せばすべてが終わる」

瑠璃：どういう意味だ。この国の異い変へんは、すべてあの子が起こしているとでも言うのか。

ＧＭ：「そうだ」

瑠璃：っ！
















ラハブ：……本当ですか？　ワタシの見る限かぎり、彼女はそんなことができる精せい神しんではない。

ハウント：同感だ。あまりにも子供にすぎる。

ＧＭ：「彼女を操あやつるものがいる」

ラハブ：では、それを斬きれば良いでしょう。

ＧＭ：すると陰陽魚が「テメェら馬ば鹿かか!?　そんな人間を斬ったところでアレは──」と言うが、東雲が差し止める。「遺産の破壊には少女の死が不ふ可か欠けつ。それだけだ」

ハウント：ここは登場するか。……考えるに、そのスエミという少女が遺産ルサールカの制せい御ぎよを担たん当とうしているということかな？　〝遺産破壊者〟。

ＧＭ：東雲はハウントに視し線せんを移うつし、うなずく。

志津香：ならばひとりを斬れば事じ態たいは終結するかもしれませんわね。……と続きます。

瑠璃：ふたりとも……。

志津香：まさか〝遺産破壊者〟とご一緒とは思いませんでしたわ、瑠璃さん。

ハウント：それぞれ役目を終えてきた。後で報ほう告こくはしよう。今は……と東雲を見る。

瑠璃：ええ、そうですね。……東雲、お前は本当にスエミを殺すつもりなのか。

ＧＭ：東雲はじっと瑠璃を見て、答える。「──そうだ」

瑠璃：自分たちがそうはさせない。そう言ったら？

ＧＭ：「お前たちを斬る」

瑠璃：だが、お前は自分たちをここに誘った。わざわざスエミを逃にがしてまで。

ＧＭ：「…………」

瑠璃：お前の真意を聞かせろ、東雲。なぜこんなことをした。




　瑠璃の鋭するどい視線が東雲を貫つらぬく。




ＧＭ：しばしの沈ちん黙もくの後、東雲は言う。「強羅瑠璃、お前が来るとは思わなかった」

瑠璃：……何？

ＧＭ：「出会ったからには借りを返さねばならぬ。……だが、その前にお前を試す」

瑠璃：何を言っている。借り、だと……？

ＧＭ：東雲は黙だまってうなずく。「カルディナ・サレスへの借りだ」

瑠璃：隊長──？　まさか、二年前のことか!?

ＧＭ：「その通りだ」

瑠璃：教えろ、その話を！

ＧＭ：「それはお前が今回の事じ件けんに答えを出してからだ、強羅瑠璃」

ラハブ：ふうむ、ルリの答えと二年前の借りと、どうつながるのですか？

ＧＭ：「見極めたいだけだ」静かに、だがはっきりと東雲は言う。「あのカルディナ・サレスが、後こう継けい者しやと目した人物を──」

瑠璃：勝手なことを……。

ＧＭ：おっと、瑠璃が何か言う前に東雲は続ける。「私は今回の事件、真実を知っている」

志津香：なんですって!?

ＧＭ：「だが、今ここで話したところでお前たちは納なつ得とくしまい。自分の目で見ない限りは」

ハウント：ふむ、裏うらを取らずに信用するようなことはないな。

ＧＭ：「首都から東南東へ三十キロほど行った山の麓ふもとに森がある。その地下に第七研究施設と呼ばれている施し設せつがある。そこを探さぐれ」

志津香：その情報が罠わなであると、わたくしたちが思うかもしれませんわよ？

ラハブ：いえ、シズカ。それはない。この男は無む駄だなことをしませんよ。ワタシにはわかる。彼には理り性せいで覆おおった欲よく望ぼうしかない。合理的に欲を満たす、そういう生き物です。

ハウント：確たしかにここで我々を罠にはめても、東雲にうまみはないだろう。

ＧＭ：東雲はその意見をひとつも否ひ定ていしない。

志津香：もっと……問答無用の人かと思っていましたわ。〝遺産破壊者〟。

ＧＭ：「私には、私の行動原理があるだけだ」

瑠璃：情報には礼を言う。でもひとつだけ約束しろ。自分の答えが欲ほしいなら、それまでスエミを襲おそわないと。

ＧＭ：「いいだろう」東雲はうなずき、そして目を細める。




〝遺産破壊者〟は瑠璃を見み据すえ、ただ静かに言い放つ。

「私は待っている。お前が答えを出すのを。……あの〝真実〟にどう相あい対たいするのかを」







◆Middle08◆絶ぜつ望ぼうまみれの希望

Scene Player ─── 瑠璃




　その日、すぐに研究所への侵しん入にゆうは行われなかった。

　体力の回かい復ふく、大だい統とう領りようへの報告、情報の統とう合ごう、何よりも東雲の情報の確認。

　それらに時間が必要だったからだ。そして、翌朝──。




ＧＭ：では次のシーン。時間は次の日の朝。しとしとと雨が降ふる中、キミたちが言われた地点の森にやってくるところからスタート。

ラハブ：（あくびをしながら）ふぁ～、本当にこの国はどこまで行っても貧ひん相そうですねえ。

瑠璃：ラハブ、気を引ひき締しめて。

ラハブ：はいはい、わかってますよルリ。

ＧＭ：では入り口を見つける判定、次に入り口を開けて侵入する判定と行こうか。




　数回の判定を、ＰＣは苦もなくクリアする。




ＧＭ：むむ、あっさり突とつ破ぱされたなあ。

志津香：こう見えても特とく殊しゆチームですわよ、わたくしたち。

ＧＭ：うん、ちょっとなめてたかも。では東雲の言う第七研究施し設せつ。そこはアロタニアの他の施設とは一線を画する特とく徴ちようがある。……施設が生きているんだ。

ハウント：ほう。

ＧＭ：決して最さい新しん鋭えいじゃないけど、今でも設せつ備びを更こう新しんし、積極的に利用している節がある。

ラハブ：やれやれ、この国で初めて活力を感じたのがこんなところとは。

瑠璃：でも、ここならば何かの情報を得られる可か能のう性せいがある。──進もう。

ＧＭ：途と中ちゆう警けい備びとかもいるんだけど、後はザコだから好きに乗のり越こえて（笑）。

ハウント：了りよう解かい（笑）。では《ワーディング》で研究員の認にん識しきをずらし、〝我われ々われだけを知覚できぬようにする〟という演えん出しゆつでいいか？

ＧＭ：オーヴァードいないし、問題無いよ。では人が行き交う中、キミたちは堂々と進む。

ラハブ：人間は我々魔人などよりもよほど騙だまし、欺あざむくことに長けていますねえ。

ハウント：褒ほめているようには聞こえないぞ、魔人。

ＧＭ：では、三層そうある研究所の最さい奥おうにキミたちはたどり着く。そこにあるのはいくつもの端たん末まつと大きなモニター。モニターには常じよう時じ誰かの生体データを表ひよう示じしている。

瑠璃：生体データ……。名前は？

ＧＭ：実験体第七号。ロシア語で───スエミ。

瑠璃：七スエーミ！　そうか、あの子の名前は……！

志津香：しかし、なぜ彼女のデータをモニターしているんですの？

ＧＭ：その理由はストレージに入っているよ。そのものずばり、〝プロジェクト・ルサールカ〟と名付けられたデータが。……この内ない容ようは長いので、順に説明しよう。




　プロジェクトの始まりは十年前、独裁者・クラインを倒たおした直後。

　目的は〝遺い産さんルサールカの制せい御ぎよ〟。独裁者の研究をそのまま受うけ継つぎ、完かん遂すいすること。

　手法はフライシュマン教授が取ったものと同じ、ルサールカの体内投とう与よ。

　ただし──被験者は十二歳以下の子供に限かぎる。




ハウント：……教授が言っていたな。ルサールカは年若い子供を好む、と。

ＧＭ：うん、具体的には一定年ねん齢れい以上の人間にルサールカを投与すると、ルサールカ側に拒きよ否ひ反応が出る。だから子供しかないわけだ。そして──。




　繰くり返かえされる人体実験。小さなデータに一いつ喜き一いち憂ゆうしつつ、研究所はルサールカ投与を繰り返す。犠ぎ牲せいになった子供の数は──三百四十二人。




瑠璃：────！

ラハブ：積み上げましたねぇ、これは。

ＧＭ：うん。だがしかし、研究は成果を上げないのだ。制御の方法はまったくわからず、ただ時間と命が散ってゆく。……そして。




　突とつ如じよ、研究は大きな成果を見せる。部分的制御の成功、ルサールカの能のう力りよく増ぞう幅ふく。

　すべては、〝ユニット〟と呼ばれる物体がもたらされたが故ゆえの結果だった。




志津香：ユニット……？　なんですの、それは。

ＧＭ：具体的にそれがなんであるか、ここにデータは無い。ただ、これを媒ばい介かいにするとルサールカの体内投与時の死し亡ぼう率りつが格かく段だんに下がると研究者たちは結けつ論ろんづけている。

ラハブ：外部からソレが与あたえられた、と？

ＧＭ：そういうこと。入手経けい路ろは書いてないけどね。ここから、第七研究施設は「ユニットをどう使うか」という研究方ほう針しんに切きり替かわる。そして──。




　ユニットをもってしても、それ単体ではルサールカの完全制御は難むずかしい。

　ならばユニットを使える人間を作りだそう。

　研究所はそう結けつ論ろんづけた。それが、神の摂せつ理りに反した発想だと知りながら。




ＧＭ：最終的に研究所がたどり着いたのは人じん造ぞう生命の開発。ユニットを使い、ルサールカを完全制御するための生命をゼロから作りだそうというコンセプトだ。

志津香：人造、生命……!?

ハウント：大きく出たな。この国の研究所で人造生命などと。

ＧＭ：そう、技ぎ術じゆつレベルとして本来は不可能。だが研究は進んでしまう。

ハウント：なに……？

ＧＭ：その結果生み出されたのが実験体第一号から第十号。成功したのが第七号一基き。他はすべて失敗作として廃はい棄きされている。残ったのがスエミだ。

瑠璃：あの子の言っていた、「子供はいない。前はいた」そういう意味か……。

志津香：余あまりに非道な研究に、怒いかりを通とおり越こしてめまいがしてきますわ……！

ＧＭ：そして最後に記されているのがプロジェクトの最終目的。それは──。




　アロタニア国土改かい善ぜん、及および防ぼう衛えい。




志津香：ど、どういうことですの!?　アロタニアを……護る!?

ラハブ：それに改善、というのも気に掛かかりますねぇ。

ＧＭ：土ど壌じよう改善、地形改善のことさ。植物の品種を変化させるような項こう目もくも含ふくまれている。

ハウント：確かに植物の生息状況がおかしいことは報告されていたが……。

志津香：え、まさか、では、この計画は…………良いもの、ですの？

ラハブ：それはなんとも。しかし少ない犠ぎ牲せいで国が潤うのは確かでしょうねぇ。

志津香：ですが、それには子供たちの命が……。

ラハブ：ま、とらえ方は自由です。……しかしなんと大それた計画か！　昔むかしはスルタンしかこんな暴ぼう虐ぎやくなことはできなかった。今は王でもないのにできるようになったのですねえ。

ハウント：────それだ。

志津香：少しよう佐さ？

ハウント：魔人の言うとおりだ。この計画は誰だれがやっている？

志津香：誰が、と言われましても……。

ハウント：この計画が完かん遂すいすればアロタニアは救われるだろう。少なくともその可能性がある。さて、その計画を主しゆ導どうしているのは誰だ？　それで最も得をするのは──誰だ？

一同：…………。

瑠璃：──────大統領だ。

志津香：そ、それはっ!?

ハウント：そうだ。奇くしくも魔人の台詞せりふ通り。この国の王ならば、計画を遂すい行こうできる。

ラハブ：ほう、はからずも真実を言い当ててしまったというわけですかねぇ。

志津香：つじつまは……つじつまは合いますわ。ですが、そんな！

瑠璃：落ち着いて、志津香さん。……少佐、まずは確認を。

ハウント：了解だ。……金の流れを洗あらおう。この研究所に金を落としているものがいるはずだ。独どく裁さい者しや亡なき後、研究を引ひき継ついだ輩やからがな。

ＧＭ：ふむ、では〈情報：裏社会〉か〈情報：ウェブ〉で判定を。

ハウント：よしクリティカルだ。達成値は15。

ＧＭ：ならばわかるな。──想そう像ぞうの通り、黒くろ幕まくは大統領だ。

ハウント：やはりか……。

ＧＭ：ではそこで──研究所全体の電でん源げんが落ちる。




　瞬しゆん間かんの暗くら闇やみ。そしてあたりを照らす非ひ常じよう灯とうの赤い光。

　紅くれないに染そまる視界の中、部屋の巨きよ大だいモニターが威い風ふう堂どう々どうたる壮そう年ねんの男だん性せいを映うつし出だす。

　マクシーム・クルスプカヤ、アロタニア大統領。




瑠璃：大統領。……我々を察知したのですか。

ＧＭ：彼はため息混じりにひとつうなずく。「ＵＧＮの精せい鋭えい、ナイトフォールか。まさか三日目にしてここまでたどり着くとは。……残念だ」

瑠璃：なぜ、こんなことを？

ＧＭ：「なぜ？　決まっている。これはアロタニアに必要なことだ。この国には何もない。資し源げんも、人も、資し金きんも。それでも──我々は立ち上がらねばならなかった」

ハウント：必要に迫られてやった、ということか……。

ラハブ：独裁者の横おう暴ぼう、でしたか。相手がジャームでは仕方がなかったでしょうねえ。

ＧＭ：「革命を起こせば国として立ちゆかなくなる。そんなことは最初からわかっていた。近きん隣りんの大国があっさりと独立を認みとめたのも、我々に価か値ちがないことを知っていたからだ」

ハウント：大国にしてみれば国こつ境きよう線せんのノイズだろうな。

ＧＭ：そういうこと。「だからこそ、打つ手が必要だったのだ。アロタニアという国を存そん続ぞくさせるための希望が。それが──たとえ血と絶望にまみれた希望だったとしても！」

瑠璃：小を切きり捨すてて、大の利り益えきを取ったのか……。

志津香：許ゆるされませんわ！　国民すべての幸せを願うのが国ではありませんの!?

ＧＭ：「それは理想だ。だが果たされることはない。……取り得る中でもっとも効こう率りつのいい方法で外がい敵てきと戦い、内部の富とみを増ふやす。国の繁はん栄えい方法など、それしかない」

志津香：で、ですが！　国がみずから犠ぎ牲せいを求めるなどと、聞いたことがありません！　それでは独裁者と同じではないですか！

ＧＭ：「…………では逆に問おう、少女よ。我々は座ざして死を待つべきなのか」

志津香：そ、そんなことは……！

ＧＭ：「力無き故、国を併へい合ごうすることすら叶かなわず。力無き故、助けを求めることも叶わず。我々はそのまま亡ほろびるのみと、キミは言うのか。……否だ！　私はあらゆる手を尽つくしてこの国を救う！　それが私の正せい義ぎであり、アロタニア大統領としての使命だ！」

志津香：う、うう、そんな、誰かを犠牲にした正義なんて……。

ＧＭ：「キミの未み熟じゆくな意見を聞くつもりはない。私は使えるものを使う。それが遺産だろうと、レネゲイドだろうと、国を豊ゆたかにするものならば」

ラハブ：ふぅむ、ワタシには正しく聞こえますねぇ。王とはああしたものです。みずからの欲よく望ぼうのため、何を犠牲にしても邁まい進しんする。もっとも、彼は国の奴ど隷れいのようですが。

志津香：で、ですが、ですが……！

瑠璃：──志津香さん、うろたえるな。

志津香：る、瑠璃さん……。

瑠璃：……大統領、ひとつだけ否定する。遺産は国を豊かにするものじゃない。




　瑠璃の脳のう裏りを、砂さ漠ばくに消えたかつての仲間が掠かすめる。




瑠璃：アレは恐おそろしいものだ。人が、ましてや国が持つような力じゃない。大きすぎる力は必ず何かを歪ゆがめ、被ひ害がいを生む。それを……自分は知っている。

ＧＭ：「…………」

瑠璃：それを防ふせぐのが、自分たちナイトフォールだ。

ＧＭ：大統領は瑠璃たちをしばし見据え、大きくひとつ呼吸をして、言う。「──ではそのキミたちにひとつ提てい案あんがある」

ハウント：なに？

ＧＭ：「この件を不問にして欲しい」

志津香：なっ!?　そんな!?

瑠璃：（眉をひそめる）…………どういう意味ですか。

ＧＭ：「言葉の通りだ。今真実を知っているのはキミたちのみ。ここでキミたちを抱だき込こめば、我々のプロジェクトは予定通り行われる。あと、少しなのだ」

ハウント：その場合、我々へのメリットは？

ＧＭ：「今は無い。だができうる限りのことをしよう」

ラハブ：やれやれ、都合のいいことですねぇ。取引にすらなっていない。

ＧＭ：「受けてもらえねば、我々は全力で諸しよ君くんらをつぶしにかかるのみだ」

志津香：取引にならぬ取引の次は脅おどしですの？　そんな話には乗りませんわ。

ＧＭ：「そうか。……隊長の判はん断だんも同じかね？」

瑠璃：…………。




　瑠璃はひたと大統領を見つめる。

　画面越ごしに注がれる大統領の瞳ひとみに迷まよいはない。……いや、違う。

　彼も迷っている。だがそれを圧あつするほどの覚かく悟ごが、彼をこの道に殉じゆんじさせようとしていた。




瑠璃：──時間をいただきたい。

志津香：瑠璃さん!?

瑠璃：あなたの提案は、すぐに答えるには難しい。決けつ断だんをするための時間を要求する。

ＧＭ：「…………」大統領は黙だまる。

瑠璃：数時間で構かまわない、時間を。

ＧＭ：……長い、長い沈ちん黙もくの後に大統領はうなずく。「いいだろう。私の提案が唐とう突とつであることは理り解かいしている。ただし六時間だ。その後、我々はキミたちを攻こう撃げき対象とする」

瑠璃：その時は受けて立つまで。

ＧＭ：「小国とは言え、国と戦うことをすぐに決断できるか。……強いな」

瑠璃：大統領、最後にひとつ答えてほしい。──スエミは、どうなる？

ＧＭ：「…………」

瑠璃：答えてほしい。

ＧＭ：瑠璃の視し線せんに圧されるように、大統領は言葉を吐はき出だす。「あの子は──プロジェクトの最後に、ルサールカと一体化する」

志津香：一体化？

ＧＭ：「ルサールカに彼女の意い識しきをすり込こむのだ。これをもって我々はルサールカを完全制御する。彼女は──国土を護る生いけ贄にえになる」

ラハブ：ワタシと同じ存そん在ざいになる、ということですか。

ＧＭ：「答えはそれですべてだ」そう言って大統領は通信を切る。後に残されるのは、混こん乱らんする研究者たちとキミたちだけだ。

志津香：瑠璃さん……。

ハウント：さて、話を聞きたいものだな。保ほ留りゆうした意味を。

ラハブ：ええ、ワタシも伺うかがいたいですねぇ。

瑠璃：──まずはここを脱だつ出しゆつしよう。話はそれからだ。







◆Middle09◆最初の疵きずと、逃のがれ得ぬ道

Master Scene




　椅い子すに深く腰こし掛かけ、大だい統とう領りようは長く深いため息をついた。

　「……遺い産さんは国を富とませるものではない、か」

　モニター越ごしに叩たたきつけられた言葉を反はん芻すうする。




ＧＭ：えー、次はマスターシーンなんだけど、ひとつお知らせがあります。……ここから、シナリオには多少のアドリブが入ります。

一同：え!?

ＧＭ：いや、実は瑠璃が保ほ留りゆうを持ち出すと思ってなくて。シナリオの展てん開かい違ちがうんだよね。

瑠璃：（素すに戻もどって）あー、大だい丈じよう夫ぶでした？

ＧＭ：まったく問題なし！　むしろ大統領側としてもこの保留はうまみがある。ちょっと想そう像ぞうが広がってきたので、それに則そくしてプレイするよ！　よろしく！

一同：はーい！

ラハブ：シナリオが変わっていくのはわくわくしますねえ。

ハウント：うむ、ＴＲＰＧの醍だい醐ご味みとも言えるな。

ＧＭ：では始めよう。カメラが映すのは大統領。先さき程ほどの通信直後。彼かれは大きくため息をつく。




「みずからの罪つみなど、とうの昔にわかっていたものを──」

　大統領の視し線せんは自然とデスクの傍かたわら、小さなポートレートへと移うつる。

　簡かん素そな写真立ての中で微笑ほほえんでいるのは、大統領自身と彼の面おも影かげを映した少年。

「ユーリ」

　大統領は写真へと呼よびかける。その眼めに宿るのは深い愛あい情じようと、そして悔かい恨こん。

「お前を最初の犠ぎ牲せいにした時から、私わたしは逃れ得ぬ罪つみにまみれている……」




瑠璃：……！

志津香：これってつまり、大統領は自分の息子をルサールカに？

ハウント：そうだろうな。こうなると──彼は止められないぞ。

ラハブ：まさしく奴ど隷れいの王。ここまで自分を追おい詰つめるとは。

ＧＭ：「ここからはお前に見せたくない」と彼は写真立てを伏ふせ、そして電話を取った。




「──ごきげんよう、大統領。やはり連れん絡らくをしてきましたね」

　電話の向こうで面白そうに言ったのは、まだ若わかい男の声。

「想定していた最悪の事じ態たいまでやってきた。だから連絡をしたのだ」

　対する大統領の声は重い。

「さすがはナイトフォール、ＵＧＮの切きり札ふだだ。……で、貴方あなたはどうしますか？」

「向こうは猶ゆう予よを求めてきた。六時間だ」

「なるほど。時間を稼かせぎたい貴方にとってはちょうどいいというわけだ」

「そうだ。キミにも……助力を求めたい」

「構かまいません。そういう契けい約やくだ。ただし対たい価かはいただきますが」




志津香：う、イヤな会話を……。

ＧＭ：大統領は「やむを得まい」と首を縦たてに振ふる。すると男はくくっ、と小さく笑って言う。




「では時を稼ぎましょう。────金きん獅じ子しの名にかけて」

　薄うすい冷笑を残して電話は切れた。大統領は再ふたたび長く重いため息をつき、拳こぶしを握にぎる。

「いかなる手を使っても、救うのだ。希望無き、この国を──」




ハウント：なるほど、やはりバックにいるのは騎き士し団だんか。さて、どう出る。

ＧＭ：これが芽を吹ふくのは先のシーンだけどね。では次のシーンだ。







◆Middle10◆答えを求めて

Scene Player ─── 瑠璃




　研究所を脱だつ出しゆつした後、瑠璃たちが戻ってきたのは例の廃教会だった。

　壊れた窓から差し込む光の帯の下、瑠璃が振ふり返かえる。三人の視線が少女に集まった。




ＧＭ：では次のシーンだけど……。

志津香：瑠璃さんに話が聞きたいですわ！

ハウント：そうだな、同意だ。

瑠璃：うん、自分もみんなと話を通しておきたい。

ＧＭ：では東雲と出会った廃教会かな。まさか大だい統とう領りよう府ふに戻もどるわけにもいかないし。

ラハブ：そうですねえ。そこ以外に拠きよ点てんらしい拠点もありませんし。

瑠璃：じゃあ全員で入ってきて、教会の中心で振ふり向むく。

志津香：……そろそろ、教えてくれますの？　なぜあの時保留などと……。

瑠璃：保留の目的は、シンプルに時間が欲ほしかったから。

ハウント：ふむ、ではなぜ時間が必要だと思った？

瑠璃：────見極めたかったから。

志津香：見極める？　……まさか、大統領の意見を認みとめるんですの!?

瑠璃：そうじゃない。自分は遺産に依い存そんした国造りを認めるつもりはない。そんなものが成り立つはずがない。成り立ったとしても、危き険けん性せいが高すぎる。

志津香：ではどうして！　この件けんは即そく座ざにＵＧＮに報ほう告こくするべきですわ！

瑠璃：そうしたらどうなる？

志津香：それは……。

ハウント：ＵＧＮは間ま違ちがいなく大統領から遺産を取り上げるだろうな。レネゲイド災さい害がいを防ふせぐのであれば、それが一番手っ取り早い。しかし……。

瑠璃：そうなればアロタニアはただ死にゆくだけ。

志津香：う────。

瑠璃：志津香さん、大統領は間ま違ちがっている。でもそのすべてが間違っているわけじゃない。……この国を助けたいというのは事実なんだ。

ラハブ：さんざん見てしまいましたからねえ、この国が貧ひん相そうである事実は。

瑠璃：だから見極めたい。……ただルサールカを封ふう印いんするだけじゃない方法を。

ハウント：理想だな。だが、難むずかしいぞ。それは大統領がこの十年、いや下手へたをすればもっと昔から探さがし、見つけられなかったことだ。

瑠璃：そう、ですね。

志津香：なぜ……、みんなが幸せになる選せん択たく肢しが無いのでしょうね。

ラハブ：この世界はそれほど甘あまくはない。それだけですよ。

ハウント：そして、おそらく大統領は少し急ぎすぎてしまったのだろうな。

志津香：少しよう佐さ……。

ハウント：本来、国を変えるということは時間をかけて行なうものだ。鍬くわをもってじっくりと土を耕たがやし、かすかな産業を少しずつ育て、富とみを蓄たくわえる。あえぎながら、苦しみながら、人が減へっていくのと戦いながら。……アロタニアにもそういった道があったはずだ。

瑠璃：でも──そうはならなかった。

ハウント：そうだ。大統領は……良い人だったのだろう。自信のある人だったのだろう。彼は自分の手で国を救うことを選んだ。自分が独どく裁さい者しやを倒たおしたからこそ、救わねばならぬと思ったのかもしれない。その欲よくに囚とらわれて、彼はレネゲイドを選んでしまった。

志津香：ルサールカ無しでここまでやれたのなら、もっと努力をすれば……。

ハウント：志津香くん、それは無む責せき任にんな発言というものだ。それに、私が彼の立場だったらもう信じる道を行く以外にはない。でなければ──。

ラハブ：これまでの犠牲が無む駄だになる、ですか。

ハウント：そういうことだ。




　重い沈ちん黙もくが四人を包む。

　行いき詰づまった国を救うため、すでに血は流れていた。

　それを大統領は無む駄だにはしまい。

　刺すような沈黙を破ったのは──魔人の一言だ。




ラハブ：んっんー、そもそもワタシにはわからないのですがね。

瑠璃：なに？

ラハブ：なぜあなたたちはそんなにもこの国の行く末を案じているのですか？

志津香：え……？

ラハブ：あなたがたはこの国の人間ではない。住んでいるわけでもない。親しい友人がいるわけでもない。──ならば、別にいいではありませんか。後がどうなろうとも。

ハウント：正せい論ろんだな。

ラハブ：でしょう。なのにあなたたちは苦しんでいる。まるでこの国と運命を共にするようだ。なぜそんなことをするのです？

瑠璃：ラハブ──。

ラハブ：ルリ、教えてはいただけませんか？　なぜあなたはどうでもいい国のことを？




　魔人の言葉に嫌みは無い。彼は本当に理解できないだけなのだ。

　瑠璃は静かに息を整ととのえる。




瑠璃：それが──ナイトフォールの信念だから。

ラハブ：ほう？　信念ですか？

瑠璃：本当なら、自分は問答無用でルサールカを取り上げるべきだ。それが一番確かく実じつなのは知っている。ＵＧＮだってそういう判断を下すだろう。……でも、それは本当に遺い産さんから世界を護まもることなのだろうか？

ハウント：被ひ害がいを防ふせいでいるとは言える。だが──。

瑠璃：一方的すぎる。それによって違う被害が出る場合だってある。それを無む視ししてただ遺産を取とり除のぞくことは──あの〝遺産破は壊かい者しや〟と変わらない。

志津香：あ……！

瑠璃：ナイトフォールはただ遺産を破壊するんじゃない。それによって世界を護ることこそ使命。……自分は隊長たちにそう教わってきた。




　瑠璃は拳こぶしを胸むねに当てる。

　伝わるのはあの日、カルディナが遺のこした〝音〟。瑠璃を今でも動かし続ける音だ。




瑠璃：だから見極める時間が欲ほしかった。だから保留を判断したんだ。

ハウント：保留ならば向こうが我われ々われに表立って手を出すことはない。……もっとも、相手が一番望むものを与あたえたのだ。それがどう出るかはこれからだが。

ラハブ：なるほどルリ、あなたは自分の信念でこの国を救おうと言うのですね。

瑠璃：そうだ。

ラハブ：ならば答えは簡かん単たんだ。ワタシに願いましょう！　この地の雪を溶とかし尽つくし、豊ほう穣じようをもたらしましょう！　さあ、今すぐに三つ目の願いを！

瑠璃：しないよ。

ラハブ：（口をとがらせて）えー。……ま、仕方がありませんか。今のあなたにはワタシ以外にも奇き跡せきを顕けん現げんさせる方法があるのですからねえ。

志津香：え？　…………あ、聖せい杯はい……！

瑠璃：（眉まゆをひそめる）

ラハブ：その通り！　奇跡を顕現する神の力！　できないことなどありません！　さあ！

瑠璃：──使わない。

ラハブ：…………なんですって？

瑠璃：アロタニアのために聖杯を使うつもりはない。

ラハブ：なぜです？　それこそ唯一の「皆みなが幸せになる方法」ではないですか。

瑠璃：そうかもしれない。でも聖杯によってもたらされる安あん寧ねいは、ルサールカを使おうとする大統領と変わらない。だから使わない。

ラハブ：ふむう……。あくまでも自分の手で、と言い張るつもりですか。強ごう情じようですねえ。

瑠璃：それが、自分が選んだやり方だから。

ラハブ：これから先、今回のようなケースのたびにあなたは苦しむと？

瑠璃：──無む論ろん、いくらでも。

ラハブ：（肩をすくめて）そこまで言われては、ワタシの差し挟む言葉はありませんねぇ。

志津香：しかし、これからどうしますの？　今の状じよう況きようじゃ動きが取れませんわ。

瑠璃：まず情じよう報ほうを集める。さっきの研究所でもわからないことはあった。まだ自分たちの知らない真実があるはずだ。

ハウント：それは私に任まかせてもらおうか。……大統領のバックに心当たりがある。

瑠璃：少佐、それは？

ハウント：金獅子騎士団。遺産を収しゆう集しゆう、利用する秘ひ密みつ結社だ。……ＦＨとも繫つながりがある。

志津香：ふぁ、ファルスハーツ!?

瑠璃：確たしかなんですか？

ハウント：ほぼ間ま違ちがいない。二年前から突とつ如じよとして上がった技ぎ術じゆつ力りよく、ユニットの存そん在ざい、そして刑けい務む所しよにいたフライシュマン教きよう授じゆが騎士団関係者であることが、なによりの証拠だ。

瑠璃：その騎士団は一体何が狙ねらいなんでしょうか。

ハウント：現げん時じ点てんではわからない。……だが私は彼らのやり方を知っている。騎士団の目的は遺産を利用した利り益えきの追求だ。ただでアロタニアに協力するつもりなど無い。最終的には遺産を取り上げようとするだろう。──大統領は悪あく魔まと手を組んだのだ。

ラハブ：…………ふうむ、熱っぽくその騎士団とやらを語りますねぇ。何か因いん縁ねんでも？

ハウント：私の敵てきだ。今はそれしか言えんな。

瑠璃：少佐、その騎士団について調べられますか？

ハウント：ああ、言われずともやるつもりだった。……もう一度あの教授と接せつ触しよくしよう。彼はまだ何かを知っている。

ＧＭ：……そういう情報が出ていたからね。

ラハブ：情報は引き出せるのですか？　なかなかに厄やつ介かいそうな御ご仁じんと聞きましたが。

ハウント：フッ、とっておきの土産みやげを用意していくさ。

志津香：ならば移い動どうはわたくしが担たん当とういたします。《ディメンジョンゲート》ならば時間はかかりません。

瑠璃：頼たのむ、志津香さん。……自分はもう一度スエミに会ってみようと思う。

ラハブ：あの小こ娘むすめですか？　何か得がありますかね。

ハウント：ルサールカの制せい御ぎよを担になう少女か。重要ではあるが、どうだろうな。

瑠璃：わかりません、彼かの女じよが何かを知っているとは思いますが。

ハウント：挑ちよう戦せんする価か値ちはある、か。

瑠璃：はい。──それに、自分はあの子だけは助けたい。おそらくは彼女がこの事じ件けん唯ゆい一いつの被ひ害がい者しやだから。

志津香：そう、ですわね。大統領が黒くろ幕まくなのだから、利用されているのはあの子だけ……。

ラハブ：ふうむ、しかし小娘はやってきますかねぇ？　向こうも警けい戒かいしているでしょう。

瑠璃：わからない。でも賭かけてみる。

ラハブ：あなたがそう言うのであれば、ワタシは反対しませんよ。

ＧＭ：なるほど、刑務所とスエミと会う二組だね。ではシーンを切きり替かえよう。





《ディメンジョンゲート》　空間と空間をつなぐバロールのエフェクト。









◆Middle11◆取引材料

Scene Player ─── ハウント




　アロタニア中央刑務所、西ブロック。その中央に棲すまう狂きよう人じん、フライシュマン教授。

　再びハウントは彼の前に立つ。彼が欲ほつして止まない手て土産みやげを持って。




ＧＭ：では先に教授に会いに行くシーンだ。

ハウント：了りよう解かいだ。他に誰だれか登場するか？

瑠璃：自分はやめておきます。侵しん蝕しよく率りつが少し高めなので。

ラハブ：ワタシは逆ぎやくに低いので出ておきましょう。また、その悪あく党とうにも興きよう味みがある。

志津香：わたくしも出ます。《ディメンジョンゲート》が必要になるかもしれませんもの。

ハウント：では三人で刑務所に不ふ法ほう侵しん入にゆうをしかける。何か判はん定ていはいるか？

ＧＭ：〈知覚〉か〈交こう渉しよう〉かな。目もく標ひよう値ちは９。誰だれかひとりが成功すればいい。

ハウント：〈交渉〉で成功だ。金を握にぎらせる。厳きびしい国だ。金を欲しがるものは多かろう。

ＧＭ：では首しゆ尾び良くキミたちは教授の牢ろうの前にやってきた。教授は読んでいた本から顔を上げて薄うすく笑う。「やあ、また来ると思っていましたよ。……[image: ]ハウント」

ラハブ：ワタシは眉まゆをひそめます。……なんという澱よどんだ業ごう。人の身でよくここまで。

ハウント：これが世紀の人体実験者、フライシュマン教授だ。……さて教授、話を聞こう。

ＧＭ：「さて、話すことは昨日ですべて話しましたが？」

ハウント：そう答えるのは私の土産を見てからでもよいのではないかな？

ＧＭ：「ほう、それは？」

ハウント：看かん守しゆに《超ちよう越えつ者しやの眼がん力りき》を使用。フライシュマン教授を解かい放ほうしろ、と命令する。

一同：えええええええええええええええええええええええええっ!?

志津香：ちょ、ちょっと少佐！　本気ですの？

ラハブ：ほうほう！　あなたはコレを外に解とき放はなつと言うのですか。これは面白い！

ハウント：反はん論ろんは受け付けない。さっさと牢を開けさせる。

ＧＭ：りょ、了解。では何重かのロックを解かい除じよされ、教授の牢ろうの扉とびらがついに開く。さすがの教授も目を見開く。「まさか、これは……！」

ハウント：気に入ってくれたかね？　私の問いに答えてくれれば、キミは自由を得る。

ＧＭ：「…………相当にお困こまりのようですね」

ハウント：ああ、その通りだ。まさか大統領みずからがルサールカの研究を行っていたとは。

ＧＭ：「あの御ご仁じんはしたたかですよ。独裁者クラインを、あの暴ぼう虐ぎやくの王を倒たおす前からルサールカに目を付けていた。だからこそ、私は処しよ刑けいされることもなくここにいる」

ハウント：そしてキミが金獅子騎士団のひとりだから……、だな？

ＧＭ：「そういうことです」と騎士団の人間が目上にするよう、奇き妙みようなお辞じ儀ぎをする教授。「騎士団からも、大統領へ便べん宜ぎを図るよう連れん絡らくが来ております」

ハウント：やはりキミがパイプだったか。……ではどうだ？　取引には乗るか？

ＧＭ：「ええ、喜んで。……まさに私がもっとも望んでいた土産ですよ」

志津香：う、うう、いいのでしょうか、こんな悪あく党とうを……。

ラハブ：さあ？　しかし、確たしかにこれならばすべての話を聞き出せるでしょうねぇ。

ハウント：では教授、聞かせてもらおう。──〝ユニット〟とは何だ。

ＧＭ：「…………」

ハウント：どうした？　キミも知らないのか？

ＧＭ：「く、く、く、く」教授は肩を震ふるわせる。「知っていますよ。もちろん知っています。ええ、知っていますとも。……ところで[image: ]ハウント。あなたは今ナイトフォールという部隊に所しよ属ぞくしているようですね。隊長の名前は強羅瑠璃」

ハウント：その通りだが、なぜその話を？

ＧＭ：「強羅瑠璃、彼女は聖せい杯はいから身体からだを与あたえられた。まさに生きている奇跡だ」

志津香：……！　なぜそれを……！

ハウント：（眉をひそめて）それを知っているのはキミひとりかね？

ＧＭ：「騎士団の中では常じよう識しきですよ。……なにせ、我われ々われの総そう長ちようの隣となりには彼女がいますので」

ハウント：彼女？

ＧＭ：「〝スナッチャー〟。もうひとりの強羅瑠璃ですよ」

瑠璃：────っ！

ハウント：アイツが、騎士団にだと……!?

ＧＭ：「おっと、経けい緯いを尋たずねられても私にはわかりません。私はそう伝えられただけです」

ハウント：く……。

ＧＭ：「くくっ、お答えしましょう。ユニットとは──強羅瑠璃、その肉体の一部です」

志津香：る、瑠璃さんの肉体？　どういう意味ですの？

ハウント：（苦い顔で）まさか…………奪われた瑠璃の本当の肉体のことかっ!!

ＧＭ：「くくっ、その通りです」

ラハブ：そう言えば、オープニングでルリの両りよう眼がんに激げき痛つうが走ったりしていましたねぇ。

瑠璃：あれは共鳴だったのか──。

ＧＭ：「あなたがたもあの肉体のすばらしさは知っているでしょう」教授の顔は神を語るときの表ひよう情じように近い。「彼女の肉体はすべての遺産と共鳴する。そう、聖杯が頭こうべを垂たれるほどに！　おお、あれほどの神しん秘ぴがこの世に存在するとは……！」

ハウント：だがそれは〝スナッチャー〟に奪われた。まさかそれを小分けにするとはな。

ＧＭ：「彼女は両眼を気前よく渡わたしてくれましたよ。是ぜ非ひ実験に使って欲ほしい、とね」

ラハブ：ふうむ、筋すじは通りますねぇ。遺産に共鳴する瑠璃の肉体を使って、ルサールカを制御する。……ま、この程てい度どの遺産ならば目玉ふたつで十分に可か能のうでしょう。

志津香：ちょ、ちょっと待ってくださいませ！　なら、それならば……。

ＧＭ：「どうしたのですか、お嬢じようさん」

志津香：それならば〝ユニットを使うための人じん造ぞう生命〟というのは──。

ＧＭ：「ご想像の通りですよ、お嬢さん」ニタリ、と笑う。「強羅瑠璃の肉体を扱あつかうならば、同じ組成の生命体がよいでしょう？」




「実験体第七号、アレは……強羅瑠璃のクローンです」




瑠璃：────！

志津香：では、この事件の発ほつ端たんは…………瑠璃さんですの!?

ハウント：いや、プロジェクト自体は十年前から進んでいる。決して瑠璃がすべての原げん因いんではない。……大きな転てん換かん点てんになっていることは確たしかだがな。

ラハブ：小こ娘むすめがルリに懐なつくのも、〝神様〟と呼よぶのも、これで納なつ得とくができますねぇ。

瑠璃：スエミ……。

ハウント：次の質しつ問もんだ、教授。……ルサールカを止める方法は？

ＧＭ：「実験体第七号を殺し、その両眼を踏ふみつぶしなさい」

ハウント：（呆あきれたように）それ以外の方法だ。

ＧＭ：「ルサールカ本体を消しよう滅めつさせるのは不ふ可か能のうですよ、[image: ]ハウント。形は変わってもあれは水です。制せい御ぎよ不可能にするか、制御者が消しよう滅めつを命じるしかない」

志津香：で、ですが凍こおらせるなり、蒸じよう発はつさせるなりすれば……。

ＧＭ：「く、く、甘あまい甘い。それでは特とく性せいを変えるだけですよ」

志津香：ぐ……。

ハウント：ならば質問を変えよう。……瑠璃がみずからの眼がん球きゆうを取とり戻もどすことは可能か？

ＧＭ：「ほう？」と教授は声を上げる。「なるほど、一考の価値がありますね。面白い」

ハウント：どうだ、できるかできないか。

ＧＭ：「可能でしょう。聖杯はあくまでかりそめの体。本人とリンクしているのであれば、自然治ち癒ゆに近い形で眼めは戻ってくる。……仮か説せつですがね」

ハウント：最後だ。取とり戻もどした眼でルサールカは制御できるか？

ラハブ：ほう、それは興きよう味み深ぶかい。

ＧＭ：「それもできる、でしょうね。ルサールカは実験体第七号の眼球、その房ぼう水すいと涙るい液えきとして常じよう駐ちゆうしている。制御の条じよう件けんは満たせるはずです。ですが──制御はできて一回。ルサールカが涙として排はい出しゆつされるまでです」

ハウント：一度のみ、か。……参考になった。ここを出て行くがいい。

ＧＭ：「では、遠えん慮りよ無く」

志津香：待ってください少佐！　よいのですか!?

ハウント：交こう換かん条件だ。話を聞いた以上、我々には彼をここから出す義ぎ務むがある。

志津香：そうは言っても、こんな人間を外に出したら……！

ハウント：問題は無い。おそらくな。

志津香：え……？

ＧＭ：「ああ、お嬢さん。ひとつついでに教えて差し上げましょう」

志津香：な、なんですの？

ＧＭ：「ＵＧＮに連れん絡らくをとってご覧らんなさい。今いま頃ごろは大だい混こん乱らんですよ」

志津香：ゆ、ＵＧＮ？　なんのことです!?

ＧＭ：「く、く、く。連絡をすればわかりますよ」と、その場を立ち去る。

志津香：な……！　ま、待ちなさい！

ハウント：──行ったようだな。

ラハブ：聞きしに勝る狂きよう気き。罪つみ深ぶかさ。あれもまた人間なのですねえ。

志津香：それよりも！　ＵＧＮに連絡を取りますわ！　テレーズさん!?　テレーズさん!?

ＧＭ：では通信機を鳴らすことしばらく。テレーズがものすごい焦あせった声で出てくる。「どうしたの!?　まだこっちは混こん乱らん中よ！」

志津香：混乱……？　何があったんですの!?

ＧＭ：「中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいが混乱しているのよ。あなたたちを撤てつ退たいさせるかどうかで」

志津香：てっ、たい……!?　ここに来てなぜ!?

ＧＭ：「それを摑つかんで連絡してきたわけじゃないのね……」苦々しくテレーズは言う。

志津香：もう、何もかもさっぱりですわ。一から説明をしてくださいませ。

ＧＭ：「いいわ、教えてあげる。ことの始まりはつい数時間前よ。アロタニア支し部ぶから大量のデータが来たわ。名目は〝遺産の平和利用に関して〟。……彼らは『ルサールカを平和利用として使うから許きよ可かをくれ』と言い出したのよ」

志津香：そんなことを！

ハウント：察するに騎士団が手を回したか。中枢まで届とどくのが早すぎる。

ラハブ：あのマスターシーンでのやりとりの結果、ということでしょうかね。

志津香：テレーズに言います。……まさかそれをＵＧＮが是ぜとするんですの!?

ＧＭ：「私だってしたくはないわ！　危き険けんすぎる！　でもＵＧＮの理想はオーヴァードと一いつ般ぱん人じんの共きよう存そん。そのためならば平和利用も推すい進しんするべきだと主しゆ張ちようする人もいるの！」

ハウント：痛いたいところを突つかれたな。

ＧＭ：「決定的なのは大統領が出してきた付ふ帯たい条じよう項こうよ。『ルサールカ使用に関して、ＵＧＮは監かん査さ員いんを派は遣けんする』これで今、中枢評議会はもめている」

志津香：監査員、ですって……？

ラハブ：使用にはＵＧＮの許可がいる体たい制せいにするわけですか。どうでしょうねぇ。

ハウント：機き能のうしない、だろうな。ＵＧＮが口は出せても、制御そのものはアロタニアが握にぎっている。いざというときに強きよう制せい終しゆう了りようができない以上、意味は無い。

ラハブ：しかし悩なやませることはできる、と。……なるほどうまい手ですねえ。

ＧＭ：「結けつ論ろんはすぐには出ない。でも、だからこそナイトフォールを一時さがらせようという話になりつつあるの」

志津香：まだ結論は出ていないんですわね？　ならば今の内にわたくしたちが……。

ＧＭ：「結論はあと二時間もたてば出てしまう。その間に片かたを付けられるの？　撤退命令が出て、それで退ひけるの？」

志津香：う……。

ハウント：割わり込こもう。……こちらはもう少しで真相にたどり着く。少なくともそれまでは時間が欲しい。そちらで稼かせぐことは可能なのか。

ＧＭ：「……私が稼げる時間は加えて一時間が精せい一いつ杯ぱいよ」

志津香：それで構いませんわ！　お願いします！　……と言って通信をこちらから切ります。少佐！　ラハブさん！　急ぎますわよ！

ＧＭ：ではそこでシーンを切ろうか。







◆Middle12◆かくて我、神にならん

Scene Player ─── 瑠璃




　約やく束そくの場所で瑠璃は空を見あげる。

　青い空も輝かがやく太陽もない。アロタニアは灰はい色いろの雲の下、希望なき道を進んでいる。

　白金の雨を顔に受け、瑠璃は首を振ふった。

　──そうではない。この白金の雨は彼らにとっては救いそのものなのだ。

　だが、その救いは……果たして幸福を生むのだろうか。




ＧＭ：では瑠璃のシーンに行こうか。スエミとの待ち合わせだ。

ハウント：その前にひとついいかな？　教授から聞いた情報を、先に瑠璃に教えておきたい。

瑠璃：それはありがたいです。後から聞くと二度手間になるかもしれないし。

ＧＭ：んー、志津香が《ディメンジョンゲート》を使ってるしＯＫでしょう。

ハウント：ふむ、助かる。ではすべて情報は渡わたす。

ＧＭ：その上でシーンに登場するのは瑠璃だけ？

ラハブ：小こ娘むすめが懐なついているのはルリですからねぇ。邪じや魔まを入れるべきではない。

ＧＭ：了解だ。では約束の時間、約束の場所。三度目になる路ろ地じ裏うらに瑠璃はいる。

瑠璃：……黙だまって壁かべに背せを預あずけている。頭の中では少しよう佐さたちの話をリフレインさせながら。




　スエミの正体。ユニットの真実。ルサールカの条件。ＵＧＮの動向。

　状じよう況きようは絡からみ合あい、未いまだ答えを見せない。瑠璃は何度目かのため息を吐はき出だし、顔を上げた。

　──そこに、彼女はいた。




ＧＭ：「……姉ちゃん」とまた気が付けばスエミがいる。

瑠璃：──スエミ。

ＧＭ：彼女は微笑ほほえみを浮うかべている。だが昨日きのうまでの天てん真しん爛らん漫まんな笑みじゃない。どこか無理をしているような、そんな顔だ。

瑠璃：片かた膝ひざをついて目線を合わせて、頭に手を置こう。……スエミ、来てくれたんだね。
















ＧＭ：「約束守ったぞ。神様だからな」

瑠璃：ああ、スエミは偉えらい。

ＧＭ：「えへへへへへ」

瑠璃：ＧＭ、じっとスエミの眼を見たい。

ＧＭ：北ほく欧おう系けいの顔立ちの中、その瞳ひとみだけ違い和わ感かんがある。懐なつかしさすら覚えるかもしれないね。

瑠璃：…………。

志津香：やはり、瑠璃さんの瞳……。

ＧＭ：スエミはその視し線せんに気が付いたらしく、「ど、どうした、姉ちゃん」とたじろぐ。

瑠璃：スエミの手を取って、眼をのぞき込む。




　握にぎった手の熱さに己おのれの鼓こ動どうを込め、注ぐ視線に意い志しを込める。

　眼を逸そらし、沈ちん黙もくを保たもつスエミを追い打ちをかけるように、瑠璃は言葉を発した。




瑠璃：スエミ、ここから逃にげるんだ。

ＧＭ：「え……？」

瑠璃：スエミのことを調べた。

ＧＭ：……彼女は硬こう直ちよくして瑠璃を見つめている。

瑠璃：スエミがルサールカの制御をすることも、自分の眼を使っていることも、……スエミがその眼から生み出されたことも、全部知っている。

ＧＭ：「で、でも、あたしは……」

瑠璃：スエミ、逃げるんだ。さもないと──あなたはルサールカの最後の贄にえになって死ぬ。

ＧＭ：「…………」

瑠璃：──スエミ！

ＧＭ：「知ってる」

瑠璃：!?

ＧＭ：「知ってるよ、姉ちゃん。あたし、自分がどうなるか」……力無くそう言って、スエミは瑠璃の手を外す。「でも、あたしは逃げない。逃げられないよ」

瑠璃：知ってたのか……。ならば、なぜ？

ＧＭ：「だって、あたしが、あたしが神様にならないと……、みんなが」

瑠璃：みんな？　大統領たち──大人たちのこと？

ＧＭ：スエミは首を横に振る。

瑠璃：じゃあ誰のこと？

ＧＭ：「────水の中にいる子こ供どもたち」

瑠璃：!?

ＧＭ：スエミは拳こぶしを握にぎり、強く首を横に振る。その瞳ひとみからは大おお粒つぶの涙なみだ。……雨と同じ、白金色の涙がこぼれ落ちる。「あたしは、神様にならないといけない。そうじゃないと──」




「あの子たちが、なんで死んだのかわかんないよ」




瑠璃：スエミ……。

ＧＭ：「ずっと聞こえてくるんだ。水の中から、あの子たちの声が。……みんな恨うらんでる。みんな苦しんでる。どうしてこんな、どうしてこんなって」

志津香：そんな苦しみを……。

ハウント：ルサールカとリンクをしたせいか。

ラハブ：まさに地じ獄ごくの苦しみ。終わりなき拷ごう問もんそのものですねえ。

ＧＭ：「だからせめて、あたしは神様にならないといけない。あの子たちのために」

瑠璃：それに命を使うの？　あなたの命を。たったひとつの命を。

ＧＭ：「使うよ。だって、だってさ、姉ちゃん」スエミはぐ、と何かを嚙かみしめてから言う。「────だって、あたしはもう長くないんだもの」

瑠璃：な……っ!?

志津香：ど、どういうことですの!?

ＧＭ：スエミは両手を見つめて言う。「わかっちゃうんだ。どんどんと何かがなくなっていくのが。……それに聞いちゃった。あと一年は保もたないだろうって。おとなが言ってた」

ハウント：人造生命、急きゆう激げきな成長、……その反動がこれか。

ラハブ：思えば、二歳さいでこんな身体になるはずがない。そういうことですか。

ＧＭ：「だからあたしは神様になる。あたしがなにかを遺のこすために、あの子たちがなにかを遺すために。……逃げられないよ」

瑠璃：…………。

ＧＭ：「ねえ、姉ちゃん」スエミは泣き顔のままかすかに笑う。「あたしを、止める？」

瑠璃：それ、は──。

ＧＭ：「姉ちゃんならいいかな」

瑠璃：え……？

ＧＭ：「ほんのちょっとだけ、そう思ってるよ」

瑠璃：なぜ……？　なぜ、そこまで自分に……？

ＧＭ：「だって。…………姉ちゃんは、たったひとりの家族だから」

瑠璃：────！

ＧＭ：「へへ、会いに来てよかった。優やさしい姉ちゃんでよかった」

瑠璃：自分は、スエミ、あなたを……。

ＧＭ：「姉ちゃん、あたし、ホントはね──」




　再びスエミの瞳から涙がこぼれる。

「人間になりたかったよ……」




瑠璃：違う！　スエミ！　お前は人間だ！

ＧＭ：「ありがとう。そう言ってくれたの、姉ちゃんが初めてだ。……でも、それはもう諦あきらめちゃったんだ」スエミはもう一度瑠璃に笑顔を向ける。

瑠璃：待て！　ダメだ、行っちゃ──。

ＧＭ：「……ばいばい」

瑠璃：スエミっ！

ＧＭ：次の瞬しゆん間かん、彼女の身体は足あし下もとの水たまりに沈しずむ。もうここにはいない。

瑠璃：く、う、うううううううううう！

志津香：瑠璃さん……。

瑠璃：止められなかった──！　止めなきゃいけなかったのに！　また止められなかった！




　苦い記き憶おくが脳のうの奥おくからあふれ出る。

　死を覚かく悟ごした顔。誰だれかに殉じゆんじる微笑ほほえみ。別れの言葉。

　繫つながる、重なる。かつて瑠璃のために散っていった仲間たちと──。




瑠璃：同じ顔をしていた。ナイトフォールのみんなと。あんなに幼おさないのに！

ハウント：尽つきる命と殉じる覚かく悟ご。似にているな、確たしかに。

志津香：人間になりたかった、なんて。そんなことすら望めないなんて……！

瑠璃：あの子が、あの子が一体何をした！　あの子はただかわいそうな女の子だ！　その子がなぜ神にならなきゃいけない！　なぜあの子が報むくいなきゃいけないんだ！

志津香：瑠璃さん……。

ハウント：二年前の傷きずは……まだ癒いえていなかったか。

ラハブ：まだたったの二年ですよ？　なんのきっかけもなく癒やす方が無理というものです。強さで取とり繕つくろえただけ、評ひよう価かに値あたいすると思いますがねぇ。

ハウント：……そうだな。

瑠璃：（地面を拳で叩たたく）あたしは、あたしはまた何もできなかった。また、何も──。

ＧＭ：「ならばここで止まるか、聖杯の子」いつの間にか瑠璃を見下ろしているのは東雲しののめだ。

瑠璃：東雲？　なんでここに……？

ＧＭ：「強羅瑠璃、お前は今真実を知った」

瑠璃：っ！

ＧＭ：「この国は罪つみを知りながら前へと進む。幾いく多たの命を使い、それに報いるべく。……それはあの少女とて例外ではない」

ハウント：形は違ちがえど、大統領とスエミの目指すものは同じゴールか。

ＧＭ：「答えを聞こう、強羅瑠璃」東雲の視線が強くなる。「ここで止まるか？」

瑠璃：あたし……いや、自分は──。

ＧＭ：「止まるのならこの問題、私が幕まくを引く」……一いち応おう説明しておくけれど、何もしなければ東雲はルサールカを破は壊かいしにいき、そして達成するだろう。彼にはそれだけの力がある。

ラハブ：陰おん陽みよう魚ぎよもありますしねえ。

ＧＭ：逆に遺産を護まもろうとすれば彼との対決は避さけられない。その上で東雲は問うている。

瑠璃：…………。

志津香：瑠璃さん……。

瑠璃：お前に、お前などにこの一件が収おさめられるものか……っ！

ＧＭ：「ならば、どうする」

瑠璃：破壊者は下がっていろ。──自分がやる。あの子を、救う。

ＧＭ：「無む駄だだ。少女の命はすでに無い。救う術すべなど存在しない」

瑠璃：違う。まだ方法はある。自分には方法が──。

ＧＭ：「聖杯か。……無駄だ。それではあの少女は助からない」

瑠璃：なにっ!?

ＧＭ：「少女の命を聖杯で永ながらえたとしよう。だがしかしそれでは遺産ルサールカとのリンクを切ったことにはならない。遺産という枷かせを得たまま……神のままだ」

瑠璃：う……！

ハウント：なるほどな、そうなってしまうか。ルサールカと繫つながったままアロタニアに留とどまるか、ＵＧＮに来るか。どちらにせよまともな扱あつかいにはなるまいな。

ラハブ：ふうむ、そうですかね。それはある種ルリと変わらないのでは？

志津香：そう、そうですよね……。生きてさえいれば……。

ＧＭ：「それとも神の奇き跡せきを二度起こすか？　お前が保つならばそれでもいいだろう」

瑠璃：く……。

ＧＭ：「もう一度言おう、聖杯の子。あの少女を救う術は無い。……それでもお前はあの遺産ルサールカを止めるか？　彼女の願いを踏ふみにじってまで」

瑠璃：そ、れは──。




　──わかっている。東雲は正しい。スエミを人に戻もどすことはできない。

　だがルサールカは止めねばならない。さらに大きな破は滅めつを防ぐために。

　それはつまり、瑠璃の手でスエミの最後の願いすら打うち砕くだくということ。




瑠璃：スエミの、子供たちの死を無駄にして遺産を止めるのか？　それが答え……？

ＧＭ：……東雲は黙だまって瑠璃の答えを待つ。

瑠璃：本当に、本当にそれしかないのか──？




　大統領の正せい義ぎ、希望の見えぬ国、流れてしまった血、裁さばかれぬ罪、スエミの見せた笑み。

　いくつもの言葉と映えい像ぞうがぶつかり合い、弾はじけて光となる。

　そして──。




瑠璃：──違う。




　瑠璃は答えを出す。




ＧＭ：「……なに？」

瑠璃：スエミは……人間にはなれない。だがあの子の願いは叶かなえられる。

ＧＭ：「ルサールカと一体化させるのか？」

瑠璃：いいや、遺産は止める。スエミの願いも叶かなえる。……綺き麗れいなやり方でなくとも、恨うらまれることがあったとしても構かまわない。自分は──お前にできない決着を、付けてみせる。

ＧＭ：東雲はただ黙って瑠璃の瞳を見み据すえる。

瑠璃：真っ正面から受けて立ち、言い返す。……手を引け、東雲。結末は見せてやる。

ＧＭ：「…………」

瑠璃：…………。

ＧＭ：〝遺産破壊者〟は目を閉とじる。「いいだろう、お前の決着見せてもらう」

瑠璃：見て、覚えておけ。これが自分の、ナイトフォールのやり方だ。

ＧＭ：「ルサールカはこの国の中央、マーデ山の麓ふもとにある湖みずうみにいる。アロタニア一帯の水を生み出す地で、最後の実験を行なう手はずだ」そう言って東雲は背を向ける。

瑠璃：……お前にはまだ聞きたいことがある。

ハウント：二年前の事件か。

ＧＭ：彼は肩かた越ごしにちらりと瑠璃を見て、「すべて終わったら、私の知っていることを伝えよう」それだけ言うと姿すがたを消す。

瑠璃：…………。

ラハブ：ふむ、そこで登場しましょうか。

瑠璃：ラハブ……、戻ったのか。

ラハブ：時間がかかっていましたので。……あまりうまくはいかなかったようですね。

瑠璃：スエミを止められなかった。人間になりたかった、と言い残して行ってしまった。

ラハブ：水の精せい霊れいは人になることを望む。ドヴォルザーグの歌か劇げき『ルサルカ』と同じですか。……もう十分に人間だと思いますがねえ、あの小娘は。

ハウント：私も登場する。……それではどうする、瑠璃。

志津香：わたくしもですわ。……あなたの、隊長の判断をお聞かせくださいませ。

瑠璃：──ルサールカのもとへ行く。そして遺産を止める。

ラハブ：もうよいのですか？　〝見極め〟とやらは。

瑠璃：十分とは言えない。……でも答えは得た。

ハウント：その答えとは？

瑠璃：歪ゆがんだままのこの国を──破壊する。

志津香：なっ!?

ハウント：ほう？

ラハブ：おやおや、穏おだやかじゃありませんねぇ。

瑠璃：そのために──。




　瑠璃は息を吸すいこみ、チームメンバーを見み据すえる。




瑠璃：自分は今からマーデ山麓へ向かう。……みんながついてこなくとも。

志津香：なにをおっしゃいます。ついていきますわ。あなたの得た答えを見ないことにはおさまりませんもの。

ハウント：同じくだ。決着を付けねばならぬ相手もいる。

ラハブ：ワタシは言うまでも無く。あなたの僕ですので。

瑠璃：よし──行くぞ！　目標ルサールカ撃破！

一同：了解！
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◆Climax01◆水の生まれし地で

Scene Player ─── 瑠璃




　四よん輪りん駆く動どうが乱らん暴ぼうに水を撥はね上あげる。

　屋根無きジープに乗っているのは瑠璃たち四人。

　人無き街を、荒あれた土地を、瘦やせた森を抜ぬけ、彼かれらは進む。




ＧＭ：それではクライマックスだ。

ハウント：湖みずうみに向かうのなら、そのあたりでジープでも調ちよう達たつするか。

志津香：少しよう佐さ、それは犯はん罪ざいですわ……！

ハウント：なに、後で返せば問題はあるまい。

ＧＭ：では車を飛ばすこと二時間ほどで、ようやく目的地が見えてくる。多少緑を蓄たくわえた山やま裾すそにある小さな湖。その中央には石いし造づくりの建けん造ぞう物ぶつが。

ラハブ：遺い跡せき、ですか。察するにルサールカが発見された遺跡でしょうねぇ。

ＧＭ：だが、視し界かいに入るのはそれだけではない。山よりも湖よりも存そん在ざい感かんを主しゆ張ちようしているのは───戦車にヘリコプター、歩兵など、展てん開かい済ずみのアロタニア国軍だ。

志津香：軍隊！

ＧＭ：向こうもキミたちのジープを捕ほ捉そくしたらしく、戦車のスピーカーから大だい統とう領りようの声がする。「……ついにここまで来たか、ナイトフォール」

瑠璃：答えを返しに来た、大統領。──自分はあなたを否ひ定ていする。

ＧＭ：「ふむ……。ＵＧＮへは説明をすませた。今すぐにでもキミたちには攻こう撃げき停てい止し命令が出るだろう。我われ々われを止める理由はないはずだ」

瑠璃：命令ではない。自分はナイトフォールとしての使命を果たすためにここにいる。

ＧＭ：「その使命とは、なんだ？」

瑠璃：──遺い産さんによる被ひ害がいを防ふせぐこと。

ＧＭ：「それが我らの救いであってもか」

瑠璃：関係なく。

ＧＭ：「……キミは我々に死ねと言いたいらしいな」

瑠璃：ある意味ではそうだ。遺産に依い存そんした国など、危き険けん以外の何物でもない。

ＧＭ：「だが、こちらも簡かん単たんに引き下がるわけには行かぬ。いかにそれが危険であっても、進まねばならんのだ。そのために私わたしは国民に犠ぎ牲せいを強しいた。……すべての国民に」

志津香：犠牲を……強いた？

ＧＭ：大統領はあえて口にしないが、気がついてもいいだろう。……ルサールカに喰くわれた子こ供どもはどこから集められたと思う？

ハウント：まさか……受け入れていたのか、国民も。それが救いになると信じて。

瑠璃：（眉をしかめて）なんということを……！

ラハブ：──────ルリ、これは無理です。

瑠璃：ラハブ？

ラハブ：ワタシが断だん言げんしましょう。遺産を奪うばわれたら、この国は間ま違ちがいなく死にます。

瑠璃：…………。

ラハブ：我わが子こすらも殺し、ここまで歩んでこられたのは遺産があったから。それを奪われ、暗くら闇やみに閉とざされれば彼らは死ぬでしょう。──人は、それほど強くありません。

ハウント：……残念だが同感だな。

ラハブ：ルリ、あなたはこの国を救いたいのでしょう？　ならばせめて、あなたが豊ほう穣じようをもたらすしかない。この国の希望を作るしかない。それ以外にこの国は助かりません。

瑠璃：…………。

ラハブ：ルリ、これはいつものおちゃらけではありません。聖せい杯はいを使いたくなければ、ワタシの願いを使いなさい。これは助言です。幾多の願いを見てきた魔人としての。

瑠璃：ラハブ。────それでも、自分は大統領を否ひ定ていする。

ラハブ：……良いのですか？　このアロタニアという国を滅ぼしても？

瑠璃：それでも。……今ここでアロタニアを助けることは、後の滅ほろびを生むから。

ラハブ：どういうことですか？

瑠璃：国のために無む垢くな命をいくつも犠牲にしてきた。だからこの道を引き返せない。それは理り解かいできる。でも、犠牲をよしとすれば、いつかさらなる犠牲を認みとめることになる。

ラハブ：それは……。

瑠璃：レネゲイドは、遺産は際さい限げんなく代だい償しようを求める。それを──自分はよく知っている。




　瑠璃を助けるために、カルディナたちは命を犠牲にした。

　聖杯は未いまだに瑠璃を蝕むしばみ続け、その記き憶おくを代償にしている。




瑠璃：だから自分はルサールカを止める。

ラハブ：（苦い顔で）恨うらみを、買いますよ。

瑠璃：それでもいい。悪あく魔まと呼よばれてもいい。絶ぜつ望ぼうに落とすことになっても構かまわない。……大統領たちが子の犠牲で国を救うなら、自分たちはこの国を犠牲に世界を護まもる。

ＧＭ：「そこまでの決意か」

瑠璃：それが最さい低てい限げん、自分たちのこなす役やく割わりだ。

ＧＭ：「そうか。……残念だ」その一言と共に動き始めるアロタニア軍。戦車のエンジンがかかり、ホバリングしていたヘリが展てん開かいを始める。

志津香：来ましたわ！

ハウント：愚おろかな選せん択たく肢しだな、大統領。オーヴァード相手に数で攻せめ立たてても意味は無いと知っているだろうに。──《ワーディング》だ。




　ハウントの眼めが怪あやしげな輝かがやきを帯びる。

　音もなく、姿すがたもなく、仮か面めんの男に取とり憑ついた〝悪あく霊りよう〟が全周囲に飛び出した。

　誰だれにも見えぬ悪霊たちはたちまちアロタニア軍の兵士たちを搦からめ捕とる。




ハウント：キミたちの身体からだは悪霊が乗っ取った。もっともキミたちには見えない代しろ物ものだがね。

瑠璃：少佐、あまり被ひ害がいを大きくしないでください。

ハウント：わかっている。数時間ほど金かな縛しばりにあってもらうだけだ。

ＧＭ：次々と行動不ふ能のうに陥おちいる軍隊。だが数台だけ、まともに動くものがいる。ＵＧＮアロタニア支し部ぶのオーヴァードたちだ。ほぼ力のない彼らだが《ワーディング》に対たい抗こうはできる。

志津香：支し部ぶ員いんも大だい統とう領りよう派はなのですわね……。

ＧＭ：彼らもアロタニア人だからね。大統領に従したがうさ。その数は戦車四台、ヘリ四機。というわけでここからが戦せん闘とうだ！　まず１ラウンド目はアロタニア軍と戦ってもらう。

志津香：１ラウンド目？

ＧＭ：この戦闘は「湖に移い動どうしながら戦っている」ことを想定している。２ラウンド目になったら軍は退たい場じようし、ルサールカとの対決になるわけだ。

ラハブ：では１ラウンド目は防ぼう御ぎよに徹てつしていればよいのですか？

ＧＭ：いや、そうでもない。ここでどれぐらいの敵てきを倒たおしたかによって、２ラウンド目以い降こうの敵の数が変わる。倒しておけばおくほど後が楽にはなるよ。……では戦闘だ！




◆第１ラウンド
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ＧＭ：最初のラウンド、セットアッププロセス。こちらは何も無いよ。

ラハブ：ワタシは《原初の黄：加か速そく装そう置ち》を。全身が炎ほのおに包まれ、行こう動どう値ちが23になりました。

瑠璃：自分は《フルパワーアタック》。火力を上げる代わりに行動値が０に。

志津香：対照的なおふたりですわね（笑）。

ＧＭ：よし、行動値順に手番を回そう。圧あつ倒とう的てきにラハブが速いな。

ラハブ：ではルリ、命令を。

瑠璃：うん。──行けっ！　ラハブ！

ラハブ：かしこまりました、ご主人様！　……マイナーで移動。炎と化してヘリの背はい後ごに。

ＧＭ：「目もく標ひよう一体、いなくなりました！」

ラハブ：後ろですよ。……《コンセントレイト：サラマンダー》＋《災さい厄やくの炎》＋《原初の赤：振しん動どう球きゆう》でヘリ二機を同時に攻こう撃げき。周囲の熱を急きゆう激げきに上じよう昇しようさせましょう。達たつ成せい値は21。

ＧＭ：回かい避ひはできない。命中だ。

ラハブ：ダメージは26点、装そう甲こう無む視し。その熱でヘリ自体を動作不良にさせましょう。

ＧＭ：ぐ、ギリギリだが落ちた。

ラハブ：異い常じよう熱ねつ感知ならば自動降こう下か機き能のうでそのまま降おりるでしょう。怪け我がはありませんよ。

ＧＭ：だが残ったヘリが攻撃だ。対象はラハブと瑠璃！　機き銃じゆうを掃そう射しやして達成値は13と17だ。

ラハブ：フッ、蠅はえが止まる。……回かい避ひ達成値８。ピシピシピシ（当たったジェスチャー）。

瑠璃：当たるのか！（笑）　自分は回避したのに！

ハウント：二年前とまったく変わっていないな、お前（笑）。

ＧＭ：ダメだな、ほんとに（笑）。ダメージは21点。

ラハブ：ふ、ふう、なんとか耐たえられました。

ハウント：ダメ魔ま人じんの次はこちらか（笑）。……戦車相手に拳けん銃じゆうでどこまでやれるものかな。

志津香：やってみないとわかりませんわ。

ハウント：真理だな。ではマイナーで移動。《コンセントレイト：ノイマン》＋《コントロールソート》＋《マルチウェポン》。横に走りながら二に丁ちよう拳けん銃じゆうで攻撃をする。達成値は28。

ＧＭ：命中だ。

ハウント：27点。いいダメージだが……。

ＧＭ：装甲値が15点あるので、傷きずが入った程てい度どかな。

ハウント：やはり火力不足か。

志津香：わたくしは一いつ旦たん待機を宣せん言げんしますわ。ここで瑠璃さんをかばわなくては。

ＧＭ：了りよう解かい。では戦車。瑠璃たちに二発範はん囲い攻撃を、ラハブとハウントに一発ずつ攻撃かな。

瑠璃：さすがに範囲攻撃ができるか。

ＧＭ：戦車の制せい圧あつ力をなめちゃいけない。では順番に攻撃をしよう。




　この攻撃をラハブは回避、ハウントは残りＨＰが４に。

　志津香は瑠璃をかばい《リザレクト》。侵しん蝕しよく率りつが99％になる。




瑠璃：こちらの手番！　かばった志津香さんの陰かげから飛び出す！　《ハンティングスタイル》＋《完かん全ぜん獣じゆう化か》＋《破は壊かいの爪つめ》で変身しながら！

ＧＭ：狼おおかみと化した瑠璃が戦車へと向かう。

瑠璃：メジャーアクションは《コンセントレイト：キュマイラ》＋《獣けものの力》＋《吠ほえ猛たける爪》。隊長の〝音〟が全身に伝わり、そのまま突とつ撃げき！　達成値は40！

ＧＭ：避よけられるか！　回避失敗！

瑠璃：ダメージはエンブレムの効こう果かでプラス１Ｄ！　総そう計けい78ダメージ！

ハウント：私やラハブの三倍近いぞ！（笑）

ＧＭ：最大ＨＰの二倍ぐらい喰らった（笑）。真上から戦車がひしゃげて動きを止める。

志津香：目を丸くしますわ。……あの時の訓練は、本当に本気ではありませんでしたのね。

ＧＭ：では次に待機宣言した志津香の手番だ。

志津香：瑠璃さんは瑠璃さん。わたくしはわたくしの仕事をしますわ。……瑠璃さんと同じエンゲージまでマイナーで移動。少佐がダメージを与あたえた戦車を攻撃します。《コンセントレイト：バロール》＋《バリアクラッカー》＋《巨きよ人じんの斧おの》＋《瞬しゆん速そくの刃やいば》。

ハウント：数減べらし目的だな。正しい判はん断だんだ。

志津香：ひとつでもつぶしますわ。ウォーハンマーに星を纏まとわせて…………って、あれ？　達成値13!?　低すぎますわ！

ＧＭ：あー、それは回避するなあ。

ハウント：仕方がない、そこには《妖よう精せいの手》を使おう。数は減らしておかねばな。

志津香：ありがとうございます、少佐！　改めて達成値32。ダメージは装甲無視40点ですわ。

ＧＭ：それは十分なダメージだね。撃げき破はされた。

志津香：ではハンマーが当たった瞬しゆん間かんに三星を展開。重力操そう作さでひっくり返します。

ＧＭ：了解。それではキミたちは軍を蹴け散ちらしながらそのまま湖へと走り──。




◆第２ラウンド

　兵器の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱし、ナイトフォールは湖こ畔はんへとたどり着く。

　白金色に輝かがやく湖の側そばに控ひかえるのはマクシーム大統領とフライシュマン教きよう授じゆ。

　湖面から立ち上がるのは水の巨きよ人じん。その中央には少女がひとり──。
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ＧＭ：キミたちは湖へとたどり着く。そこにいるのは大統領、教授、ルサールカ。ルサールカにはいくつもの機械が据すえ付つけられており、その中にはスエミが浮うかんでいる。

瑠璃：スエミ……。

ＧＭ：彼かの女じよは静かに目を閉とじている。だがその手足は泡あわ立だち、消えかかっているね。

志津香：もうそんな状じよう態たいに……。

ＧＭ：キミたちを確かく認にんすると、大統領が「ここまで来たか」と苦にが々にがしくつぶやく。すると教授が「では大統領、自じ衛えいのためにルサールカを使います。構かまいませんね？」と返す。「仕方あるまい」と大統領。同時にルサールカに付けられていた機械が外れ、水の巨人が動き出す。

瑠璃：──スエミ、聞こえる？

ＧＭ：ゆっくりと動く水の巨人。スエミは……わずかにまぶたが動くだけで反はん応のうはない。

瑠璃：ここまで来た。あなたの言うとおり、ここまで来たよ。

ＧＭ：ひとしずく、彼女のまなじりから涙なみだが落ちる。それは瞬しゆん時じにルサールカへと吸きゆう収しゆうされ、水の巨人が不気味な咆ほう吼こうを上げる。そして教授が言う。「そうだ、涙を流せ。お前の涙こそ、ルサールカを動かす原動力になる」

ハウント：教授。やはりここに来たか。……愚おろかな選せん択たくだ。あのまま私の目の届とどかないところに逃にげていれば良かった。

ＧＭ：「フッ、あなたの目を逃のがれたところで、騎き士し団だんをごまかすことはできない」

ハウント：どちらにせよ、キミの結末は変わらなかったということか。

ＧＭ：「それはどうでしょうか。……さあ、生きている水ルサールカよ！　お前の敵てきを水底へと引ひきずり込こめ！」その声で水の巨人が襲おそいかかってくる。衝しよう動どう判はん定ていだ！

一同：──成功！

ＧＭ：ひとりも失敗無しか！　登場している敵はルサールカと教授のみ。大統領は非ひオーヴァードなので戦せん闘とうには参加しない。

ラハブ：そういえば一いつ般ぱん人じんだと言っていましたね。

志津香：正直戦いにくい相手ですし、刃やいばを交えないですむのは僥ぎよう倖こうですわ……。

ＧＭ：では改めてセットアップだ。こちらは特に宣言はない。

ラハブ：《原初の黄：加速装置》！　さらに速くなりますよ！　行動値27！

瑠璃：《フルパワーアタック》を使うと敵のところまで行けないか……。

志津香：大だい丈じよう夫ぶ、そこはわたくしがなんとかしますわ。

瑠璃：（うなずいて）ならば使う！

志津香：そして最初のイニシアチブプロセスに《マグネットムーブ》を使いますわ！　全星展開！　全力で水の巨人を湖こ畔はんへと引きずり出します！

ＧＭ：そんなものを持っていたか！　では水の巨人が志津香のもとへ引ひき寄よせられる。

ラハブ：そしてまずワタシの手番。……教授は、ノイマンでしょうね。

ハウント：ああ、フリーにすると厄やつ介かいだな。先に落としておきたいところだ。

ラハブ：ならばマイナーで《オリジン：レジェンド》＋《炎ほのおの加か護ご》を使用。イフリート形けい態たいに戻もどります。そして《プラズマカノン》中心の単体攻撃を教授に。……達成値37！

ＧＭ：教授は肉体系まったくダメなんだよ。回避失敗。

ラハブ：ダメージ44点、装甲無視です。……これが死後、あなたが裁さばかれる炎の一端です。

ＧＭ：「ははははははは！　これが伝説に謳うたわれるイフリートの炎！　なるほど、地じ獄ごくの苦しみとはこのことか！」全身を焼かれながら教授は笑い声を上げる。

ラハブ：まったくたいした狂きよう気きですね。そこだけは感かん嘆たんしますよ。

ＧＭ：「とは言え、二度は避さけたい代しろ物ものですがね」と言いつつ教授は手元の機械を操作する。まだルサールカにつながっている一部の機械が動き、水の巨人をさらに大きくする。自分のメジャーで《解かい放ほうの雷いかずち》を使ってルサールカを強化した。

ハウント：教授は支し援えん系けいか。やはり放っておくことはできんな。

ＧＭ：だがハウントの前にルサールカの行動だ。ふくれあがった身体からだを震わせ、全方向に矢として飛ばす！　《雨あま粒つぶの矢》＋《ペトリファイ》＋《マインドエンハンス》！

志津香：シーン攻こう撃げき！

ＧＭ：国全体に行きわたったルサールカの攻撃だ。避よけられはしないぞ！　……達成値44！

一同：回避失敗！

志津香：くっ、メジャーアクションを放ほう棄きして瑠璃さんをかばいますわ！

ＧＭ：ダメージは48点だ！　当たった水は体内でさらに痛いたみを発し続ける。ダメージを受けた人は行動値が６点減へるぞ。




　この攻撃でカバーリングされた瑠璃以外の三人はタイタスを昇しよう華か。だが──。




ＧＭ：さらに教授が《ブリッツクリーク》！　割わり込こみでもう一回ルサールカを動かすぞ！

瑠璃：まずい──！

ＧＭ：「ルサールカ！　お前に喰くわせた命を吐はき出だせ！」

志津香：切きり札ふだですわ！　《時の棺ひつぎ》！　……七星崩ほう壊かい！　七つの星をぶつけ、自じ壊かいさせることで重力の盾たてを作って攻撃を防ふせぎますわ！

ＧＭ：く、判定は失敗か。見えない壁かべが矢と化した雨を防ぐ屋根となる。

志津香：役に立つと言ったはずですわ！　……しかし、もう攻撃はできませんが。

ハウント：ああ、こちらでなんとかしよう。……先さき程ほどと同じ《マルチウェポン》のコンボだ。ルサールカの隙すき間まから二丁拳銃で教授を撃うつ。達成値は──よし、45！

ＧＭ：回避は全然ダメなのですよ。達成値８で失敗。

ハウント：ダメージもかなりのものだな。43点だ。

ＧＭ：うお、二撃で死んだ!?　ハウントの銃じゆう弾だんが教授を貫つらぬき、彼は片かた膝ひざをつく。

ハウント：だから言っただろう、教授。キミは私の前に立つべきではなかったと。

ＧＭ：血を吐はきながら教授は笑う。「どうやら、私はあなたに取とり憑つく悪霊となるようだ」

ハウント：好きに呪のろうがいい。……とうに慣なれている。

ＧＭ：「では、見守らせてもらいますよ……」と、教授は倒たおれる。残りはルサールカだけだ。

瑠璃：スエミ、行くよ──！　さっきと同じコンボで攻撃。……達成値は37！

ＧＭ：ぐ……、29まで行ったが失敗だ。

瑠璃：ダメージは61点！　スエミめがけて攻撃を繰くり返かえす。

ＧＭ：スエミの目は覚めない。だが時折まぶたが反応する。……では次のラウンドだ。







◆第３ラウンド
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ＧＭ：３ラウンド目のセットアップ。ここで増ぞう援えんが来る。さっき倒たおせなかったヘリ二機だ。

志津香：直ちよく接せつ増援が来ますのね……。

ハウント：おそらく次のラウンドは戦車か。

ラハブ：相変わらず《加速装置》を使います。行動値は６下がっても21。

瑠璃：《フルパワーアタック》！

ＧＭ：下がってもラハブが一番速いな。

ラハブ：ここは後ろのヘリを倒しに行きましょう。攻撃手の増ぞう加かは危険です。マイナーでヘリ二機の間に移動。そして同じコンボで炎を──。

ＧＭ：おっと、そこにルサールカが《ジャミング》だ。周囲すべてはルサールカの支し配はい下だ。湖から水の手がキミの炎を消す。ダイスマイナス５個こだ。

ラハブ：しまった！　ダイスが０個になる！

瑠璃：０個になると……判定が自動的に失敗だっけ？

ラハブ：その通り。仕方がない、ここはルサールカへのタイタスを昇華してダイスを10個増ふやします。……魔ま人じんのなり損そこない風ふ情ぜいが！　ワタシを吞のみ込こもうなどとおこがましい！

ハウント：ルサールカへの情じようを切ったか。

ラハブ：怒いかりを熱に変えてヘリを撃うちます。……達成値は35、ダメージは63点です。

ＧＭ：それは耐たえられん。ではヘリは自動降下機能で降おりてゆく。……そしてルサールカが攻撃か。悩なやむがまた《雨粒の矢》コンボかな。教授がいればもっと違ちがうこともできたんだが。

志津香：不ふ吉きつなことを……！

ＧＭ：想定外だったんだよ。では──達成値44で全員に攻撃！

一同：回避失敗！

志津香：また、メジャーアクションを放ほう棄きして瑠璃さんをかばいますわ！

ＧＭ：ダメージは36点。周囲の水すべてがキミたちを切きり裂さく。

志津香：ぐ……！　まずい、もう限げん界かいですわ……！

ラハブ：ワタシも先程のタイタス昇華が利いています。戦闘不能ですね……。

瑠璃：志津香さん、ラハブ……！

ハウント：私も倒れる。……がここが勝負どころだ。《ラストアクション》を使用！　自分に悪あく霊りようを取とり憑つかせ、強ごう引いんに行動だ。復ふく讐しゆうの憎ぞう悪おだけに身を任まかせ、それを銃じゆう口こうに込こめる。

瑠璃：──少佐！

ハウント：コンボは同じ。だがここにＤロイス復ふく讐しゆう者しやの効果を入れる。……達成値は27！




　ハウントが人ならぬ咆吼を上げた。傷きずだらけの腕うでが上がり、ふたつの銃口が巨人を狙ねらう。

　吐はき出だされるのは──弾だん丸がんと悪霊。




ハウント：ダメージは54点！　私のたった一いち枚まいの切り札だ。……ここでレオンハルト・キャラハン、私の弟のタイタスを昇華して踏ふみとどまる。まだ寝ねるわけにはいかない。

瑠璃：そして、自分の手番……。

ハウント：ここで倒さないと厳きびしいぞ。

ＧＭ：そうだね。次のラウンドにはまた増援も来るし、こっちの手番が回ってくればまたシーン攻撃が飛ぶ。少なくとも志津香とラハブは死の危き険けん性せいが高い。

志津香：とどめを刺さされるかもしれないわけですか……。

瑠璃：ならばここでルサールカへのタイタスを昇華。クリティカル値を１下げる。これで…………達成値は47！　回避失敗ならダメージは71点だ！

ＧＭ：累るい計けいダメージ[image: ]点。それは────ダメだ。落ちる。




　再ふたたび、銀ぎん狼ろうが水の巨人へと突とう撃げきする。

　閃せん光こうと見まごうばかりのスピードはそのまま巨人の胴どうを貫つらぬいた。

　その口に囚とらわれていた少女をくわえながら。




ＧＭ：スエミをくわえて飛び出す瑠璃。一いつ瞬しゆん遅おくれて制せい御ぎよを失ったルサールカが断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ、その場で崩壊する。後に残るのは白金色の水のみ。
















ハウント：──倒した、か。

ＧＭ：大統領はその光景を見てがっくりと膝ひざをつく。「馬ば鹿かな、ルサールカまで……」

ハウント：銃口を突つきつける。……貴方あなたの負けです、大統領。

ＧＭ：大統領は抵てい抗こうする素そ振ぶりは見せないよ。「これでこの国も終わり、か」

瑠璃：いいや、まだだ。まだ顔を伏ふせるには早い。……見るんだ、大統領。

ＧＭ：「なに？」

瑠璃：《完全獣化》を解といてスエミの頰ほおを撫なでる。……スエミ。

ＧＭ：「ねえ、ちゃん……」呼こ吸きゆう荒あらく、スエミは言う。「やっぱり、来たんだ……」

瑠璃：うん。止めたよ、ルサールカを。

ＧＭ：「そっか……」もうその四し肢しは泡あわと消えつつある。

ハウント：さて、どうする瑠璃。

ラハブ：教えてもらいましょうか。東雲に叩たたきつけた結末とやらを。

志津香：瑠璃さん……。

瑠璃：自分は──。




「スエミを助けない」




志津香：えっ!?

瑠璃：聖杯は使わない。スエミは助けない。……ここで見殺しにする。

志津香：ええええええええええええええええええええええっ!?　そ、それでいいんですの!?　まだ、まだ助かるんですのよ！　聖杯があれば、この子は！

瑠璃：──知っている。それでも聖杯は使わない。自分はスエミを神にしたくない。

志津香：なぜですか、瑠璃さん！　だってこの子は──あなたの妹ではないですか！

瑠璃：そうだね。……その通りだ。

ラハブ：ルサールカとのリンクですか？　ワタシやルリと変わらないと思いますがねぇ。

瑠璃：いいや、そこじゃない。

ハウント：ではなぜだ？　キミがただ感かん情じようでそれを決めるとは思えない。

瑠璃：死んだ子供に報むくいるため、です。

ハウント：……なに？

瑠璃：眼を取とり戻もどした後、自分はルサールカに喰われた子供の声を、国中に届けます。

一同：──っ!?

瑠璃：この国を裁さばけるのは余所よそ者ものじゃない。──国のために死んだ彼らだけ。

ラハブ：できるのですか？　そんなことが。

瑠璃：スエミは子供たちの声を聞いていた。それを解放するだけだ。できないはずがない。

志津香：国は大だい混こん乱らんになりますわ！　死んだ人間が殺した人間に会うなどと！　耐たえられるものはおりません！　…………瑠璃さん、あなたはこの国を本当に滅ほろぼすつもりですの!?

瑠璃：そうだ。この国は遺産に縛しばられている。だから一度壊こわす。




　迷まよい無く、覚かく悟ごをもって瑠璃は言い放つ。

「子供たちは大人を責せめるだろう。怒いかりを叩たたきつけるだろう。……だが、それを乗のり越こえれば彼らは解放される。その罪つみから、その絶望から」

　誰だれもが瑠璃の言葉に圧あつ倒とうされていた。ただ静かに雨が降ふり募つのる中、瑠璃は続ける。

「希望にならなくてもいい。憎ぞう悪おにすり替かえてもいい。必ずそれは生きる理由になる」




ハウント：正当な裁さばきと、罪つみからの解放……。だがそれですべてのものは助けられまい。

瑠璃：承しよう知ちの上です。それでも、やる価か値ちがある。

ラハブ：これが、奪うばうだけの東雲にも、止めるだけのＵＧＮにもできぬ結末ですか。

瑠璃：うん。……スエミの様子は？

ＧＭ：啞あ然ぜんとした表ひよう情じようで瑠璃を見ている。「ねえちゃん、それは……」

瑠璃：スエミ、自分はあなたを人間にしてやれない。神にする気もない。だからせめて、あなたと子供たちの死を無む駄だにはしない。そのために──力を貸かして。

ＧＭ：「──うん」




　手を伸のばした瑠璃に誘さそわれるように、スエミは泡あわとなって消えてゆく。

　泡ほう沫まつは光を纏まとい、瑠璃の周囲を幾いくたびか巡めぐると抱だきつくように彼女を包んだ。




ＧＭ：そして瑠璃の両りよう眼がんが熱を発し、涙がこぼれ落ちる。……白金の涙が。

ハウント：戻もどったというわけか。

ＧＭ：────途と端たん、瑠璃を包つつみ込こむ怨えん嗟さの声。

瑠璃：!!

ＧＭ：それは周囲の水すべてから聞こえてくる。苦く痛つうと、悲ひ嘆たんと、憎悪と。それらが混まじり合った子供たちの声。……スエミがずっと聞いていた声だ。

瑠璃：これが……。

ＧＭ：声の重みだけで風景までが黒く濁にごるような気すらする。

瑠璃：──まずこの子供たちにロイスを結び、受け入れる。感情は尽じん力りよくと不安。

志津香：瑠璃さん……。

瑠璃：その上で彼らに言う。──ルサールカに喰くわれた子らよ。それほどまでに国が憎にくいか。

ＧＭ：「おぉぉぉぉぉぉおおおおおおおっ！」

瑠璃：その声、自分が届とどける。あなたたちを殺したこの国に。大人たちに。余あますことなく。

ＧＭ：「おおおおおオオオオオオオオッ！」声は加速していく。

瑠璃：あなたたちにはこの国を恨うらむ権けん利りがある。でも────本当にそれだけか？

ＧＭ：「……？」

瑠璃：あなたたちは知っているはずだ。我わが子を失った親たちがどれだけ苦しんできたのか。どれほどに苦く悩のうしてきたのか。ルサールカの中で見てきたはずだ。

ＧＭ：「…………」

瑠璃：憎悪を隠かくせというつもりはさらさらない。思う存ぞん分ぶん責せめ立たてればいい。……けれど、もしそれ以外の気持ちがあるならば、どうかそれも伝えて欲ほしい。

ＧＭ：……周囲の声に動どう揺ようが広まっていく。それでも恨むというもの、戸と惑まどうもの、許ゆるそうとするもの、それぞれの声が混まじり合う。

瑠璃：迷まよったままでいい。答えなんてなくてもいい。ありのままをぶつけてきてほしい。それで──救われる人はいるんだ。

ＧＭ：「──！」

瑠璃：さあ…………行こう。




　瑠璃の掲かかげる右手に呼こ応おうし、ルサールカの輝かがやきが増ましてゆく。

　人々は見た。湖から、川から、雨から放たれる光の中に、子供たちの姿すがたを。

　そして聞いた。犠ぎ牲せいとなった子供たちの怨嗟の声を。

　だが──。




ＧＭ：子供たちがぶつけるのは恨み言だ。だが、瑠璃の言葉が効きいたのだろう。その中にほんのわずか、感かん謝しやと許ゆるしが混ざっている。

瑠璃：…………ありがとう、みんな。

ＧＭ：そして──やがてその現げん象しようは終わる。時間にすれば五分もない。

ハウント：裁さばきは下った、か。

ＧＭ：その証しよう拠ことして、大統領も涙を流している。「ユーリ……！　お前は……！」

瑠璃：大統領。あなたの息子むすこは……あなたを責せめましたか？

ＧＭ：彼は首を横に振ふる。「私の身を案じていた。あの子を殺した私の身をだ！」

瑠璃：ならば大統領、あなたはその想いに応こたえなくてはならない。

ＧＭ：「まだ、私にこの道を歩めというのか──」

瑠璃：それが遺産に関かかわったものの重みです。……あなたたちの計画は失敗した。だがそれでも国土の一部は変わった。種は蒔まかれた。それをどうするかはあなた次第だ。

ＧＭ：「そうか。そう、だな……」

瑠璃：決して、同じ過あやまちを繰くり返かえさぬよう。それだけを願います。

ＧＭ：「……約束、しよう」

ハウント：これで終わったな──。

ラハブ：どうでしょう。始まりとも言えます。この国の行く末はここからですからねぇ。

瑠璃：いや、これで終わりだよ。……自分たちにできることはこれで終わりだ。

志津香：そうですわね。わたくしたちは所しよ詮せん余よ所そ者ものです。

ハウント：さて、ＵＧＮに連れん絡らくを入れねばな。無む駄だな論ろん争そうをさせておくべきではない。

瑠璃：ええ、帰き還かんしましょう。




　ふと、瑠璃は空を見あげた。

　長い長い雨は遂ついに止み、雲の隙すき間まから陽ひの光が差さし込こみ湖を照らしている。

　その黄金の輝きの向こうで。

「ありがとう、ねえちゃん」

　同じ色の髪かみを持つ少女が笑った気がした──。





《加速装置》　電撃でわずかの間のみ反射神経を高めるブラックドッグのエフェクト。

《マグネットムーブ》　磁力で敵を引き寄せるブラックドッグのエフェクト。

《解放の雷》　電撃によって対象を活性化させるブラックドッグのエフェクト。

《雨粒の矢》　降り注ぐ雨で敵を貫くオルクスのエフェクト。

《ペトリファイ》　敵を石化させて行動を鈍らせるモルフェウスのエフェクト。

《マインドエンハンス》　集中力を極限まで高めるエフェクト。

《ブリッツクリーク》　好機を逃さず部下を行動させるノイマンのエフェクト。












　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：さてエンディングの前にバックトラックこと、侵蝕率の引き下げだ。だ。みんなどうだったー？　[image: ]％以上だとジャームになって戻れないからねー。

瑠璃：かなり微び妙みようだったので、安あん全ぜん策さくをとって二倍振ぶりで生せい還かんー。

ハウント：同じくだ。賭かけてみてもよかったが、避さけておいた。

ラハブ：ワタシも二倍振りです。それでもギリギリ98％生還でした……。

瑠璃：あっぶな！

ラハブ：あまりにも出目が悪かったのです。うっかり一倍にしなくてよかったと、心の底から思いますよ。

志津香：わたくしは見事普ふ通つうで生還しましたわ！　期き待たい値ち勝負でしたが、なんとかなりましたの！　博打成功ですわ！

ＧＭ：おお、賭けたなあ。防ぼう御ぎよ役やくの志津香は経けい験けん点てん欲ほしいもんね。

志津香：ええ、欲しいエフェクトが山のようですわ。

瑠璃：それはこっちも！　経験点欲しい！（笑）

ＧＭ：はっはっは、その叫さけびは横に置いて。ではエンディングに移うつろうー。







◆Ending01◆この先に続く道

Scene Player ─── 志津香




　あれから一週間が経たち、事じ件けんは即そく座ざに収しゆう束そくした。

　ルサールカ制せい御ぎよの可か能のう性せいが消えたと認にん識しきしたＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいは、即座にルサールカ封ふう印いんを決定。ナイトフォールの所しよ属ぞくする遺い産さん探たん索さく局きよくの手で生きている水はすべて凍とう結けつされた。




　──アロタニアは混こん乱らん状じよう態たいに陥おちいった。

　あるものは絶望と共に国を見み捨すて、あるものは大だい統とう領りように反発し、剣けんをとって立ち上がった。しかし子供たちの許しを得て、もう一度ゼロから立ち上がろうとするものもいる。

　大統領はそのひとりとして、国の指し導どう者しやとして、根気よく厳きびしい状じよう況きように立ち向かっている。




　なお、大統領はＵＧＮアロタニア支し部ぶ長ちようを解かい任にんされた。後こう任にんのエージェントは大統領の監かん視し任にん務むを兼かねるという。騎き士し団だんとの繫つながりは現げん在ざい調ちよう査さ中だ。




ＧＭ：──と、顚てん末まつはこんな感じ。ＵＧＮの混乱はあっという間に収おさまったと思っていい。

ハウント：ふむ、ルサールカが動かなくなればそんなものだろうな。

志津香：遺産の平和利用に関しては先送りですの？

ＧＭ：そんな感じ。モデルケースが無くなったからね。……で、シーンは日本に帰ってきた次の日。日本支部にやってきたテレーズと志津香が会話をしているところから始まる。

志津香：では執しつ事じにお茶を出させますわ。疲ひ労ろう回かい復ふくによいローズヒップのブレンドあたりを。

瑠璃：…………そう言えば執事なんていたね（笑）。

ラハブ：すっかり忘わすれていましたねえ。

志津香：仕方がありませんわ！　まさかアロタニアまで連れて行けませんもの！（笑）

ＧＭ：テレーズはお茶を飲み、一息ついて言う。「……苦いミッションになったわね」

志津香：洗せん礼れいとしては強きよう烈れつでした。自分の未熟さをまざまざと突きつけられましたわ。きっと一生忘わすれることはありません。……何よりも驚おどろいたのは瑠璃さんですが。

ＧＭ：「あなたの知る二年前の瑠璃とは別人でしょう？」

志津香：最初はそう思いましたわ。でも……そうでないこともわかりました。

ＧＭ：テレーズは首をかしげる。

志津香：あの方は確たしかに、見み違ちがえるほど強くなりました。でもそれは危あやうい強さ。まだ心の中では血を流している。……それが心配です。

ＧＭ：「そうね、それは同感よ。あの子は難むずかしい立場にいる。あなたの言う〝危うさ〟は致ち命めい的てきかもしれないわ」

志津香：聖せい杯はいの子、ですものね……。

ＧＭ：「今回、ＵＧＮはふたつに割われたわ。遺産を活用して平和を作ろうとするものと、そうでないものに。……瑠璃はその狭はざ間まで利用されるかもしれない」

志津香：そんなこと、わたくしがさせませんわ！

ＧＭ：「お願いするわ。瑠璃を護まもってあげて。……ハウントのようにオーヴァードとしてでも、ラハブのように魔ま人じんとしてでもない。友達として、人間として」

志津香：言われずとも、ですわ。……と黒くろ髪かみを後ろに流して言います。あの方はまだ原石。美しく輝くまで見守るのも、友としての使命ですもの。

ＧＭ：「ありがとう、志津香」

志津香：どういたしまして。……でも面おも白しろいですわね。

ＧＭ：「なに？」

志津香：前のナイトフォールは誰だれもが憧あこがれる精せい鋭えい部隊でしたわ。でも今度のナイトフォールは……愚ぐ連れん隊たいになりそうですわね。

ＧＭ：テレーズはきょとんとした後、くすくすと笑い始める。「そうね。問題のある隊員ばかりだものね」

志津香：ええ、それぐらいでちょうどですわ。我々は。

ＧＭ：ではそう言って笑い合うところでシーンを変えようか。







◆Ending02◆ゲームスタート

Scene Player ─── ハウント




　その電話を、ハウントはどこかで予想していた。

　ＵＧＮ本部内に作られた彼の私し室しつ。

　ハウントの身が空あくのを狙ねらったかのように、携けい帯たいが震ふるえ出す。

　通知の無いその電話を、彼は躊ちゆう躇ちよなく取った。




ＧＭ：ではハウントのエンディング。……キミが自室で休んでいるところからスタートだ。

ハウント：家があるわけではないから、ＵＧＮに部屋をもらっているイメージだな。セーフハウスでもいいが、常じよう時じ使用していては足がつきやすい。

ＧＭ：了りよう解かい。ではＵＧＮ本部ビルの中にあることにしよう。そこに一本の電話がかかる。

ハウント：……ふむ、黙だまって取ろう。

ＧＭ：電話口からは聞き覚えのある涼すずやかな声がする。「──兄上、お久ひさしぶりです」

志津香：兄上!?

ラハブ：ほう、もしや騎き士し団だん総そう長ちようから直々の連れん絡らくですか！

ハウント：（動じずに）お前か。

ＧＭ：「ええ。部下から報ほう告こくがありまして。こうして連絡させていただいた次第です」

ハウント：おおかた教授あたりが報告したか。

ＧＭ：「想そう像ぞうの通りです。……まさか、再び私の道に兄上が現あらわれるとは」

ハウント：どうやら面おも白しろい駒こまを手に入れたな、レオンハルト。〝スナッチャー〟だったか。

ＧＭ：レオンハルトはかすかに笑って返す。「兄上こそ。まさか聖杯の子とは」

ハウント：フッ、最初のゲームはお前の勝ちだ。素す直なおに敗北を認みとめよう。

瑠璃：……敗北？

ハウント：我々はルサールカを止めた。だが騎士団は遺産と、そして瑠璃の肉体に関するデータを得ている。敗北と言って差さし支つかえなかろう。

ラハブ：間違いなく、これから相手はルリの肉体を使ってあちこちの遺産を起動させていくでしょうね。今回のルサールカのように。

瑠璃：…………。

ＧＭ：レオンハルトはかすかに笑う。「チェスはいつも負けでしたが、どうやらこちらのゲームは私の方が強いようだ」

ハウント：これからどうなるかはわかるまい。

ＧＭ：「期待はできますまい。なにせ私が手に入れたのはクィーンで、あなたの手元にあるのはポーンのみ。そしてなにより──兄上は一度私に負けている」

ハウント：……ふん、わざわざそんなことを言いに連絡をしてきたというわけか？

ＧＭ：「いいえ。兄上には報告せねばならないことがあるのですよ」

ハウント：報告だと？

ＧＭ：「ええ。……金きん獅じ子し騎士団はその身を完全にＦＨに委ゆだねることになりました。今の私はリエゾンロードがひとり、〝ヘヴンズゲート〟レオンハルト・キャラハン」

志津香：り、リエゾンロード！　ＦＨのトップ十二人のひとり！

ハウント：遂ついに騎士団を売ったか、レオンハルト。……野望を叶かなえたな。

ＧＭ：「いいえ、これからです。すべてはこれからですよ」

ハウント：また相あいまみえることもあるだろう。その時はこちらを甘あまく見みないことだな。

ＧＭ：「覚えておきましょう──」そう言って電話は切れる。

ハウント：ではその携帯を投なげ捨すて──。




　復ふく讐しゆう者しやは口角をつり上げる。今まさに、彼は獲え物ものを見つけたのだ。

「──食いついたな、レオンハルト」

　発した一言には暗い愉ゆ悦えつと憎ぞう悪おが混まじっていた。




ハウント：ポーンも成ればクィーンと同等。傷きず付つけられた獣は、強いぞ。







◆Ending03◆小さき墓はかの前で

Scene Player ─── 瑠璃




　アロタニア首都から車で二時間強。見覚えのある湖みずうみのほとりにその墓はあった。

「幼おさなき命、ここに眠ねむる」と刻きざまれた墓ぼ碑ひの前に跪ひざまずき、瑠璃は花束を捧ささげる。

　スエミと、そしてルサールカのために死んだ子供たちの墓だ。




ＧＭ：次は瑠璃とラハブのエンディングだ。……あれから二週間、ふたりは再びアロタニアの地を踏ふんでいる。スエミの墓はか参まいりの許きよ可かがようやく下りた。

瑠璃：それは──花を持って行かないと。

ラハブ：仕方がありません、同行しましょう。……寒いのはいやなのですがねぇ。

ＧＭ：さっき話したけれど、アロタニアは混乱状態だ。治安もずいぶんと悪くなったし、絶望しきっている人もちらほらいる。その中、ふたりはスエミの墓の前へとやってきた。

瑠璃：雪を払はらって、花を捧ささげて。黙もく禱とうを。

ラハブ：黙ってそれを見ています。

瑠璃：──ねえ、ラハブ。

ラハブ：なんですか？

瑠璃：自分がもっと強ければ、スエミは死ななくて済すんだのかな？

ラハブ：過か去この仮か定ていは好きではありませんよ。

瑠璃：本当はスエミを生き残らせてもよかった。願いなんてどうでもいい。生きてさえいれば楽しいことも教えてあげられるはずだった。でも──自分はそれを拒きよ否ひした。

ラハブ：神にしたくなかった。そうでしょう？

瑠璃：そうだよ。でもそれは自分のエゴだ。……だからやっぱり自分があの子を殺した。

ラハブ：今いま更さら後こう悔かいですか？

瑠璃：違うよ。背せ負おって進もうと思ったんだ。あの子のことを忘わすれない。自分のことを家族だと呼よんでくれた、あの小さな妹を。

ラハブ：…………。

瑠璃：でも、それは明日から。だからこれが最後。最後に…………少し泣く。

ラハブ：ルリ。我が主よ。……あなたは、他人のために泣くのですね。




　小さな墓の前にうずくまり、瑠璃は嗚お咽えつを漏もらす。

　その涙は、もう白金では無かった。
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◆Extra Ending◆そして次なる夜へ

Scene Player ─── 瑠璃




　立てられた足音で、瑠璃は起おきる。

　いつの間にか男はそこにいた。

　長いコートに仏ぶつ頂ちよう面づら。簡かん素そな眼鏡めがねを鼻に載せ、背せには奇妙な模様の入った蛮ばん刀とう。

　──東雲。〝遺い産さん破は壊かい者しや〟と呼ばれる男。




ＧＭ：……では、もうひとつだけエンディングを追加しよう。登場は瑠璃とラハブ。

瑠璃：お？

ラハブ：ほう。

ＧＭ：シーンはさっきのエンディングの直後から。……その場に東雲が現れる。

瑠璃：瞬しゆん時じに振ふり向むく。

ＧＭ：「約やく束そくを果たしに来た」と東雲は言う。

瑠璃：約束？

ＧＭ：「お前の決着、確たしかに見た。代わりに二年前のことを教える。その約束だ」

ラハブ：意外と義ぎ理り堅がたい男ですね、あなたは。

瑠璃：……教えて。

ＧＭ：「二年前、私は〝スナッチャー〟と戦った。遺跡の最さい奥おう、ソロモンの指ゆび輪わの前で」

ラハブ：我われ々われが脱だつ出しゆつした直後ですか。

ＧＭ：東雲はうなずく。「その時、私に加か勢せいしたのがカルディナ・サレス率ひきいる旧きゆうナイトフォールの面めん々めんだ。彼らの力無くば、私はここに立ってはいないだろう」

瑠璃：隊長たちが……。

ラハブ：それほどにあの〝スナッチャー〟が強きよう敵てきであったということでしょうね。

ハウント：東雲とナイトフォール全員で互ご角かく以上か。

志津香：あんまり想像したくないですわね。

ＧＭ：「だが戦いの最中、ソロモンの指輪が輝かがやき……、気がつけば私は遺い跡せきの外に飛ばされていた。ナイトフォールも、〝スナッチャー〟も、そして遺跡すらも無くなっていた」

ラハブ：ふむ、遺跡の消しよう滅めつは謎なぞのまま、ですか。

ＧＭ：「二年前の事件について、私が知るのはそれだけだ」

瑠璃：じゃあ、お前が言う隊長への借りって言うのは……？

ＧＭ：「彼らには命を助けられた。そして戦いの中、カルディナが言ったのだ。……強羅瑠璃、お前と戦わぬように。それが〝借り〟だ」

瑠璃：自分は──お前に貸しなど作りたくはない。

ＧＭ：「同感だ。我々は相あい容いれない道を歩んでいる」




　まっすぐな敵てき意いをもって、ふたりは向かい合う。

　それに当てられたか、それとも我が慢まんができなくなったか。背の陰おん陽みよう魚ぎよが騒さわぎ出す。




ＧＭ：「そうだ！　敵てき同どう士しだ！　炎ほのおの魔ま人じんに聖せい杯はいだ！　喰くっちまおうぜ！」

ラハブ：瑠璃の周囲を炎で包み言いましょう。──黙だまれ、野や蛮ばんなる輩やからよ。

ＧＭ：「あぁ!?　このオレを野蛮だとぉ!?　たかだか数百年の小こ僧ぞう風ふ情ぜいが！」

ラハブ：ふん。暴ぼうを振ふるうのなら、今すぐにでも相手になりますが？

ＧＭ：だが東雲が割わって入る。「黙だまれ、陰陽魚」「ちぃ……」

瑠璃：ラハブも、下がって。

ラハブ：──命令ならば、ご主人様。

ＧＭ：そして東雲は「最後にひとつ、伝えておく」と言いつつ一枚の写真を投げてよこす。

瑠璃：写真？




　写真はひどく不ふ鮮せん明めいなものだった。写っているのは数人の男女。

　夜に撮とられたものだろうか。光こう源げんが足りず、ブレもひどく、被ひ写しや体たいがゆがんでいる。

　だが──瑠璃はすぐさま彼らのことを認識した。忘れるはずもない、彼らのことを。

　ナイトフォール。カルディナが、鳴神が、イワンが、懐なつかしき面々がそこにいた。




ＧＭ：「その写真は二ヶ月前に、アメリカ、デトロイトで撮られたものだ」

瑠璃：…………え？




　血が引く。手が震ふるえる。頭が状じよう況きようを理解しない。

　瑠璃はとっさに胸むねを押おさえた。隊長の残した〝音〟は今でも響ひびいている。

　それをかき消すように、〝遺産破壊者〟は最後の言葉を口にした。




「彼らは────生きているぞ」





夜は、続く。












　　　あとがき




　立ち上がる主人公が好きです。

　どれだけ追い詰められても、何を奪われても、傷ついても、血を流しても、立ち上がる。

　そういう不屈の主人公が好みであります。




「だから主人公はなるべく追い詰めなきゃならないんだよ！」と友人に熱弁を振るったら、「お前はギャンブル漫画の悪役みたいだ」と言われました。

　あれぇ？




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　改めまして、矢野俊策です。

『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ１　ナイトフォールダウン』いかがだったでしょうか。

　冒頭でも述べました通り、今回自分は主人公からあらゆるものを奪いにいっております。

　絆、命、そして思い出。……いやあ、我ながら徹底していますね。ダブルクロスのリプレイは数あれど、これだけ最初から追い詰められる主人公はそういないかと思います。

　もちろんこれは主人公、瑠璃が立ち上がってくれることを信じているからなわけですが！

　何もかもを奪われた瑠璃が、そのひとつひとつを取り戻せるかどうかはこれから次第。

　ある意味ＧＭである自分と、瑠璃のプレイヤー若林さんとの戦いとも言えるでしょう。




　さて、本文中でも何度か触れましたが本リプレイはもうひとつのシリーズ、『ダブルクロス・リプレイ・デイズ』とリンクしています。

　もちろんこのシリーズだけでも楽しめるようになっていますが、デイズの方も一緒に読んでいただけると面白さが倍増するようにもなっています。

　デイズ一巻、『若君覚醒』は好評発売中です。こちらも是非よろしくお願いします。




　ナイツシリーズはこれから先も、世界を股にかけて戦いを繰り広げていくでしょう。

　瑠璃の肉体を奪った〝スナッチャー〟はその特性を活かし、さまざまな遺産を活性化させていきます。その背後についたのはハウントの宿敵、金獅子騎士団。ファルスハーツというさらに大きな組織の一部となった彼らが何を企んでいるのか。旧ナイトフォールのメンバーは本当に生きているのか。だとすればなぜアメリカにいるのか。




　対する新ナイトフォールはまだまだギクシャクとしています。

　瑠璃は使命感を暴走させ、真の意味で強くなってはおらず。

　ラハブは刹那的な欲望のことしか考えられません。

　ハウントは復讐という目的以外はすべてを捨てる覚悟を持ち。

　志津香はまだまだ未熟。

　世界を巻き込む陰謀に、まだ絆を結ぶこともできていない愚連隊がどう立ち向かうのか。

　次回まで今しばらくお待ちくださいませ。




　最後にお礼を。

　プレイヤーの皆さん、こちらの球を全力で受け取ってもらいありがとうございました。

　シナリオの相談に乗ってもらった中村やにお先生。ありがとうございます。富士見書房、ＦＥＡＲを含めたスタッフ、そしてイラストをつけていただいたエナミカツミさんに感謝を。皆さんのおかげでこの本は二段も三段もよいものとなりました。




　ではみなさん。次の夜でまたお会いしましょう。





二〇一一年十月　矢野俊策
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